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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一艘そうの外輪船が桟さん橋ばしから離はなれようとしている。

　カルアは無む駄だだと知りつつ叫さけぶ。

「その船、待って！　待てったら……！」

　叫びながら、桟橋の上をひた走る。

　もちろん船は止まらない。

　ネテン河を上り下りする外輪船は、百人以上の人間と大量の荷物をいっぺんに運ぶ。甲かん板ぱん上にひしめく乗客の一部がこっちを見ている。

　その中に、やつがいる。

「エルチネ……！」

　とんでもなくはしたない、衣服とも言えないような衣類を身につけた女が、水色の髪かみの毛をなびかせて笑っている。

　いや、ただ笑っているのではなくて、カルアを嘲あざ笑わらっているのだ。

　その両手は銀色に鈍にぶく輝かがやいている。

　間ま違ちがいない。無Ｌ限アンのリミ左テツ手ドと不エヴ滅アラのステ右イン手Ｒだ。

　桟橋の突とつ端たんまで駆かけて、カルアは足を止めた。

　外輪船はもう遠い。エルチネの姿もはっきりとは見えない。

　カルアは自分の腿ももを殴なぐりつけた。

「くそ……！　あの女……！」

　歯を食いしばる。汚きたない言葉で罵ののしったって、何がどうなるわけじゃない。いっそ、魔ま法ほうであの外輪船を壊こわしてしまおうか。だめだ。あたりまえだ。そんなことはできない。

「カルア！」

「カルアにいちゃん！」

　しばらくすると、ドロシーとロカが走ってきた。

　ロカは、すでに遥はるか遠く、小さく、豆まめ粒つぶみたいに見える外輪船に目をやった。

「ああ……そっか。一足違いで間に合わなかったんだね」

「ヒトバシガイ」

　ドロシーは呟つぶやいて目を伏ふせ、少し考えこんでからうなずいた。

「そ、そういう貝がいることは知っている」

　カルアが即そく座ざに「いや、いないから」と突つっこむと、ドロシーは慌あわてて、

「そ、それはカルアが知らないだけ。わたしは知っているもの。ヒバシリガイはいる。必ずどこかにいるはず」

「ヒバシリガイはいるよね」

　ロカがにっこり笑って肯こう定ていした。カルアは軽く目を瞠みはって、

「……いるんだ？」

「うん。ぱかっと口を開けて、そこから火を噴ふいて獲え物ものをしとめる、ものすごく珍めずらしい貝なんだよ」

「へ、へえ……」

　カルアはわずかに眉まゆをひそめる。かなり噓うそっぽい。でも、ロカは真顔だ。それに、ロカがびっくりするくらい博識だということもわかっている。ということは、噓のような真実なのか。

「ほら」

　と、ドロシーが胸を張ってみせた。

「わたしの言うとおり。ヒバシリガイは実在したでしょう。カルアはわたしに謝罪するべき。疑ってごめんなさいと今すぐ謝るべき」

　するとロカがふふっと笑って、

「いないけどね」

「えっ」

　ドロシーは何回もまばたきをしてから、ロカを見る。

「いない？　え？　何が？」

「だから、ヒバシリガイ。考えてもみてよ、ドロシーねえちゃん。貝って水の中に棲すんでるでしょう。火なんか噴けるわけないと思わない？」

「そ、それは」

「ごめん。ちょっとからかってみただけなんだ。怒おこった？」

「怒っては、いない」

　と言いながらも、ドロシーはちょっとだけほっぺたを膨ふくらませている。

「そんなことでおなかを立てるほど、わたしは子供じゃない。へいき」

「ドロシーねえちゃんはおもしろい人だなあ。おなかを立てるっていう言い方、ぼく、初めて聞いたよ」

　ロカは、あはは、と笑ってから、首をかたむけて腕うで組ぐみをした。

「でも、困ったね。せっかく見つけたのに、間かん一いつ髪ぱつのところで逃にがしちゃった。それに、エルチネさんはカルアにいちゃんに見つかったことを知って、今まで以上に用心するだろうね。あの人の性格を考えると、慎しん重ちようになるよりも、大だい胆たんに、素す早ばやく手を打とうとするかもしれないけど。何はともあれ、大急ぎで追いかけないとね」

「……そうだな」

　カルアはため息をついて、あたりを見まわした。桟橋は一本じゃない。何本もあって、大小様々たくさんの船が停てい泊はくしている。

　ネテン河の畔ほとりにあるこのカンウァイの町は、河口近くのエッセナ市に運ばれる物資の集積地だ。カルアから先祖伝来の籠こ手てを奪うばって逃げたエルチネは、いったいどこへ向かうのか。ロカは迷わず、この町に違いないと明言した。そのとおりだったわけだが、少しだけ遅おそかったのだ。

　でも、あきらめるわけにはいかない。魔法の半永久触しよく媒ばいとして機能するあの籠手があるのとないのとでは大違いだ。手持ちの触媒は心こころ許もとないし、調達しようにも、物によってはそうそう手に入らない。金だってかかる。なんとしても取り返さないと。

「あの船がエッセナ市行きだってことは間違いない。次の船を探そう」

　ドロシーが、こくっ、とうなずいて、

「探す」

「エッセナ市かあ」

　ロカはネテン河の下流方向に視線を投げて目を細めた。

「帝てい国こく鉄道の駅があるんだよね。ここよりずっと大きな街なんだ。楽しみだなあ」

　のんきなものだとカルアは思ったが、口には出さなかった。とにかくまずはネテン河を下ることだ。そして、エッセナ市でなんとか片をつけたい。カルアは舌打ちをしそうになって、こらえた。

「……エルチネめ」
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　思ったより早く追いつかれた。

　たぶん、ロカがいるせいだろう。あの子供は厄やつ介かいだ。

　でも、エッセナ市についてしまえば、一気に引き離すことができる。

　エルチネは船ふな縁べりに背を預けて、うっとりと両手を眺ながめた。

「もう二度とカルアくんに会えないのは、ちょっとだけ残念ですけど」

　何度、どれだけ眺めても、飽あきない。

　これは本当に、本当に、すばらしい籠手だ。

　見た目はさして問題じゃない。意い匠しようはそれなりに凝こっているものの、華か美びではないし、古めかしくて、見み栄ばえがするかというと正直、微び妙みようだ。

　ただ、実際に嵌はめてみると、驚おどろくほど軽い。それでいて、ナイフや何かで引っかいても傷一つつかないので、明らかに普通じゃない代しろ物ものだとわかる。

　そして、この籠手は紛まぎれもなく普通じゃない。

　数回、魔法を使ってみた。魔法には必ひつ須すの触媒を持たずに。

　魔法は発動した。

　仕組み、仕し掛かけは不明だが、この籠手が触媒になっていることは間違いない。ありとあらゆる種類の触媒として働くのか。それはまだ何とも言えないが、その可能性はある。もしそうだとしたら、触媒が手に入らないせいで練習さえできないあんな魔法、こんな魔法も使えるということだ。いきなり実用は無理でも、試用はできる。試用を繰くりかえせば、いずれ実用レベルまで持っていけるはずだ。

　エルチネは目をすぼめ、鮮あざやかな緑色の瞳ひとみを鋭するどく光らせた。

「ずるいですよ、カルアくん。こんなの持ってたら、差がつくのはあたりまえじゃないですかぁ。ねぇ……？」

　魔法を一つ使うたびに、つい考えてしまうのだ。これでいくら飛ぶだろう、と。

　わびしい話だが、現実問題、魔法は金がかかる。しかもたいていの場合、強力な魔法ほど高価な触媒が必要だから、始末に負えない。ようするに、金を持っていないと、高みにはのぼれないのだ。

　だけれど、この籠手さえあれば、話は別だ。

『魔法使いとしては、僕のほうが上だ。わかるだろ』

　カルアにそう言われた。

　あのときエルチネは否定できなかったが、今は違う。

　魔法使いとしての力量は、たしかに、少なくとも現時点では、カルアのほうがエルチネより一枚上うわ手てだ。

　ただし、籠手に頼たよっていたカルアは、それほど大量の触媒を持っているわけではないはずだ。とくに、一位、二位の精せい霊れいを使し役えきするような高位魔法の触媒は貴重だし、入手自体、困難をきわめる。

　一方、エルチネはもう触媒を気にしなくていい。

　だから、今のところは五分五分だ。

　そして、籠手がこちらにあるかぎり、次し第だいにエルチネが有利になってゆく。

「ま、そもそも捕つかまらないですけどね？」

　エルチネは笑って、胸を押さえた。

　ほんの少しだけ、胸の奥のほうが疼うずいたのだ。

　唇くちびるに指先を這はわせる。

　去り際ぎわの口づけを、彼は覚えていないだろう。彼は眠ねむっていたはずだから。

　あんなこと、しなければよかった。

　エルチネは茶色く濁にごった河の流れに後こう悔かいを投げ捨てて、さよなら、と小さく呟いた。

　あえて、彼の名を添そえずに。
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　カンウァイとエッセナ市の間を行き来している帆はん船せんは、いくらでもあると言ってもいいほど多いのだが、速度が遅い。船足の速い外輪船は数が少なくて、エルチネが乗った船の二時間後に出発するものしか見つからなかった。もちろん、エッセナ市到とう着ちやくは二時間遅おくれることになるが、帆船だとそれよりさらに一時間以上遅くなるというから、やむをえない。カルアたちは次の外輪船に乗りこみ、日暮れ間近のエッセナ市にたどりついて、途と方ほうに暮れた。──広い。

　広すぎる。

　当然、人も多い。多すぎる。

　とりあえず帝国鉄道の駅に行ってみたが、時刻表によると、エッセナ市駅から出発する列車は十五時発が最後なので、時間的にエルチネがそれに乗ったという可能性はない。たぶん、エルチネは公民章を持っていないだろうから、そもそも鉄道を利用するのは難しいはずだ。ただ、エッセナ市は交通の要よう衝しようだから、鉄道だけじゃなくて駅馬車もある。認にん可かを受けていない闇やみ馬車だって、いくらでも見つかるだろう。

　お手上げだ。

　──という状況に陥おちいることは、むろんカルアも予想していたので、打つ手を考えていなかったわけじゃない。

「うまく渡りをつけられればいいんだけど……」

　人混みをかきわけ、ついてくるドロシーとロカを気にしながら、カルアは大きな酒場を探した。一階が開放されていて、道路にまで卓たくと椅い子すが並んでいる店が目につき、ここならもしかして、と思った。

　店の従業員とおぼしき女性に声をかけて、できるだけ目立つ席についた。

「カルアにいちゃん、このお店に何か用事でもあるの？」

　ロカが興味津しん々しんといった顔でそう訊きいてきた。

　カルアは背負い袋ぶくろの中を探さぐりながら、

「まあ、この店ってわけじゃないんだけどね。ちょっと──ああ、あった。これだ」

「何？」

　ドロシーがぐっと身を寄せてきた。あまり近づかないでほしいんだけど。カルアは咳せき払ばらいをして、そっとドロシーから身体からだを離はなした。そうして、背負い袋の中からとりだした物を卓の端はじっこに置いて、

「〝鉄の心臓〟だよ」

「鉄の心臓」

　ドロシーは今度は鉄の心臓に顔を寄せた。

「わたしにはただの鉄のかたまりにしか見えない」

「人間の心臓って、こういう形をしてるんだよ」

「へー……」

　ロカも鉄の心臓に見入った。

「で、これは何なの、カルアにいちゃん？　ひょっとして、合図か何か？」

　いやな子供だ。いちいち鋭くてさ。カルアは表情を変えないように努力しながらうなずいてみせた。

「そんなところかな。あとは気づいてもらえることを祈いのるしかない」

「カルア」

　ドロシーがちらっとカルアを見た。

「な、何？」

「わたし」

「うん」

「わたし、じつは」

「だから、何？」

「わたし……」

　ドロシーはうなだれて、おなかを押さえた。

「おなかがすいている。何か頼たのんでも？」

「あ、そういえば、ぼくも。カルアにいちゃんは？」

「……僕は大丈夫だけどね。いいよ。好きな物、頼んで」

「お願いします！」

　とドロシーが手をあげて店員を呼ぶと、ロカが名物を尋たずね、それと他ほかに何品か、加えて飲み物を三人分注文した。

　食事が運ばれてくるまで待つ間も、飲み食いしている間も、カルアはそれとなく卓の端っこに置いてある鉄の心臓に注意を払っていた。

　全体的にピリ辛からで酸味がある鳥料理だのスープだのは、やや癖くせが強いものの、それなりにおいしかった。

　しかし、ぜんぶ平らげても、何も起こらない。

　これは空から振ぶりか。

　あきらめかけたころ、店員がやってきて、食器じゃなく鉄の心臓を手にとり、

「どうぞこちらへ」

　と短く言って、わずかに頭を下げた。

　カルアはドロシー、ロカと目を見み交かわしてうなずきあい、席を立った。

　店員はカルアたちを店の奥の個室へと導いた。個室の中には、青緑斑まだらの蜥蜴とかげ人じん──というか、ジャグラグ人がいて、一人で酒しゆ杯はいを傾かたむけていたものだから、カルアは心底驚いた。ジャグラグ人のほうも、カルアとドロシーを見て、びっくりしたようだ。

「これはこれは！　甥おい御ご殿どのに、お姫ひい様ではありませんか！　まさかこのようなところでお目にかかろうとは！　いやはやいやはや、何があるかわからんものですな！」

「ゲルラ」

　カルアは胸を撫なで下ろした。人間の目には、ジャグラグ人はちょっと見分けがつきづらい。でも、ゲルラの鱗うろこは磨みがき抜ぬかれたように美しい青と緑の斑だし、金色の物をやたらと身につけていて、口にたくさんピアスをつけている。間ま違ちがいないと思ったが、やっぱりバスチャルク・イェルハンドロ・ゲルラだった。

「いやいやしかしまあ、奇き遇ぐうという他ありませんな。合図サインを出している者がいると聞き及およびまして、たまたまこの店で一杯やっておった私が応対することになったのですが──もちろん、これは下級協会員メンバーであれ、私のような上級協会員フエローであれ、協会員たる者の務めですから怠おこたる気など毛頭ありませなんだが、いやそれにしても、まさかまさか、甥御殿とお姫様にこの地でふたたびお会いできるとは思いもよらず！　お連れの方がいらっしゃるようですが、お二方ともお変わりなきようで！　何よりでございますな！」

「……きみも変わらないみたいだな」

「さよう、さよう！　この口数の多さは生まれつきでしてな！　我が母が言うには、卵から孵かえった途と端たんに口をききはじめたのは、兄弟の中で私だけだったと。泣くのでも叫さけぶのでもなく、マアマ、マアマ、と母を呼んだというのですな。あくまで母の言げんではありますが、物心がついたときから私はそう教えられて育ちましたもので」

「卵……」

　ロカが目を輝かがやかせた。

「そっか。ジャグラグ人は卵生なんだ！　すごいや！」

「ほっほっほっほっ。さようです。我々ジャグラグ人は卵の形で生まれます。おかげで畜ちく生しようめと蔑さげすまれることもございますが、我らは竜りゆうの末まつ裔えいであると称しようしてこれをむしろ誇ほこりとしておるわけですな。ゆえに、竜人ドラグーンを自称することもあるのです」

「竜は、今でこそ海に棲すんでるけど、ずっと昔は違ったんだよね？」

「さようですな。竜界ドラガンドと呼ばれる世界が、竜の故郷と言われております」

「ドラガンドかあ。いつか行ってみたいなあ。行けるかな」

「さてさて、どうでしょうか。しかし、道を求めることはできるでしょうな。そして、数十年、数百年を費ついやして求めつづけた道は、必ず見つかるものです。あなたは見たところ、お若い。そのお命のすべてを費やしても、あるいはそこにたどりつくことはできないかもしれませんが、あなたの志こころざしを受け継つぐ者がもしいればその者が、さらにそのあとにつづく者がいればその誰だれかが、いつかきっとその場所を見いだして至ることでしょう」

「うーん……」

　ロカは腕うで組ぐみをして、顔をしかめた。

「でも、できたらぼくは、やっぱり自分でそこに行きたいなあ」

「ほっほっほっほっ」

　ゲルラは愉ゆ快かいそうに笑って、

「あなたにはまだ、たくさんの時間がおありになります。今からあとに何を残し何を託たくすか考える必要などありませんな。それはもちろん、甥御殿とお姫様にも言えることなのでございますが」

　カルアは軽く肩かたをすくめてみせただけで、何も答えなかった。

　ロカの言うことも、ゲルラの言うことも、理解はできるが、なんだか遠く感じられる。

　どこに行きたいとか、何をしたいとか、何かを成し遂とげたいとか。

　目標はむろん、カルアにだってある。ドロシーを安全な場所まで逃にがしたい。というよりも、逃がさないといけない。

　でも、おそらく違う。

　ロカが抱いだいている夢や希望とは、どこかが、それもたぶん、核かくにあたるような中心的な部分が、大きく異なっている。

　──だから何だっていうんだ。

「むー……」

　と唸うなりながら、ドロシーが難しい顔をしている。

「どうしたの、ドロシー」

「考えている」

「それは見ればわかるけど。……何を考えてるのかって、僕は訊いてるんだけどね」

「卵について」

「え？　卵？」

「そう」

　ドロシーは、こくっ、とうなずいて、

「ゲルラさんは、お母さんから卵で生まれた。わたしはどうやって生まれたのか、考えている」

「それは……えっと、なんていうか、つまり──」

「人間は胎たい生せいだよ」

　ロカが平然と言った。

「胎生っていうのは、母親の胎内で子供が養分を受けとって、ある程度まで育ったところで生まれてくる形のことなんだけど」

「生まれてくる……」

　ドロシーは真しん剣けんな表情でロカを見つめた。

「それは、どこから？」

「どこ──って……」

　ロカは自分の鳩尾みぞおちあたりを指さしてから首をひねり、ドロシーの下腹部を指さした。

「そこ、かな？」

「ここ？」

　ドロシーは自分の下腹部を凝ぎよう視しした。

「ここから……どうやって？」

「ええとね、くわしく説明すると、子宮内で成育した胎児が──」

「も、もういいから！　それ以上は！」

　カルアは慌あわてて制して、顔を手で押さえた。

　ドロシーは不満そうにカルアを見て、それからカルアの顔をのぞきこんだ。

「カルアの顔が赤くなっている。どうかした？」

「ど、どうもしないっ。ぜんぜんどうもっ」
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「カルアにいちゃんはね。ぼくが真ま面じ目めに説明してるのに、いやらしいことを考えてるんだよ、ドロシーねえちゃん」

「いやらしいこと」

　ドロシーは納なつ得とく顔でうなずいた。

「さもありなん。カルアは女の人の大きな胸が大好きな変態だから」

「べ、べつに好きじゃないしっ。誤解を招くようなこと言わないでくれないっ!?」

「ほっほっほっほっ」

　ゲルラは大笑いして酒を呷あおると、急に居住まいを改めた。

「──ところで甥御殿、あなたは合図サインをお出しになった。当協会に何かご用がおありと考えてよろしいですかな」

「もちろん」

　カルアは咳払いをした。

「情報を買いたい。それから、触しよく媒ばいをいくらか」

「ほう」

「ちょっと待って」

　ロカが身を乗りだして、

「さっきから気になっていたんだけど、どうしてゲルラさんはカルアにいちゃんを甥御殿って呼んでいるの？　カルアにいちゃんの叔お父じさんがゲルラさんの知りあいか何かだからなのかな。あと、協会って何？　それとも、ぼくには教えられない？　知るべきじゃないことなら、そう言ってくれればあきらめるよ。今ここでは、とりあえずね」

　カルアが口を開こうとしたら、ゲルラに視線で制止された。自分に任せておけ、ということだろう。

「私からお答えする前に、あなたに質問してもよろしいですか」

「うん。いいよ」

「あなたのお名前と、甥御殿やお姫様との関係をお教え願いたい」

「ぼくはロカ。ピクルットっていう村に住んでたんだけど、ちょっとした事件が起こっちゃってさ。それを解決してくれたのがカルアにいちゃんとドロシーねえちゃんで、ぼくは二人について村を出ることにしたんだ。だから、関係っていうと、ぼくは二人の被ひ保護者っていうことになるのかな。カルアにいちゃんはお父さんで、ドロシーねえちゃんはお母さんみたいな──」

「そ、それは違うだろ!?」

　つい全力で否定してしまった。

　ドロシーはカルアを見つめてまばたきをしている。

「お父さん……カルアが。わたしが、お母さん……」

　その頰ほおが、ほんのりと赤らみはじめた。

「お父さんと、お母さん……」

「いやいやいや、あのさ、この年でね、子持ちとかありえないしさ、そういう問題でもないしね？　違うと思うんだよね？　だいたいにいちゃんとかねえちゃんとか呼んでるわけだから、きょうだいみたいな感じでよくない？　そ、そうだよ、きょうだいみたいな」

「あー」

　とロカがわざとらしく手を打ちあわせた。

「そういえばそうだよね。えへへ。ごめんね、カルアにいちゃん、ドロシーねえちゃん。ちょっぴりからかってみただけなんだ」

「……このガキ」

「え？　カルアにいちゃん、何か言った？」

「言ってないよ……」

「ほっほっほっほっ。なるほど」

　ゲルラは手を叩たたいた。やたらとうれしそうだ。

「わかりました、ロカ殿どの。まず、私はもともと、カルア殿の叔父にあたる方と親交がありましてな。そのご縁えんでおつきあいさせていただいているのです。といっても、甥御殿にお会いするのはこれが二度目なのですがね。そして、当協会について、ですが──」

　ゲルラは懐ふところから例の〝鉄の心臓〟をとりだして、卓たくの上に置いた。

「我らは鉄アイのアン心ハー臓ツソ協サエ会テイと名乗っております。開祖以来、千年以上の長きにわたって、様々な物品の蒐しゆう集しゆう、販はん売ばいを通し、歴史の探究を行ってきた同志会とでもいいますかな。秘密結社などと称されることもありますが、我らは堂々と活動しております。帝てい国こくの法律に照らしても、やましいことは何もありませんからな」

「鉄アイのアン心ハー臓ツソ協サエ会テイかあ」

　ロカは鉄の心臓をつついた。そうしてゲルラが何も言わないのを見てとると、手にとって重さを確かめるように掌てのひらの上にのせた。

「これ、鉄にしては軽いね。中が空くう洞どうになっているわけでもなさそうなのに」

「心臓が入っているのですよ。鉄の心臓だけに。ほっほっほっほっ」

「へー」

　ロカの目がきらきらしている。何がそんなにおもしろいんだか。いや、ロカは鳥籠かごのようなあの村から解き放たれた鳥なのだ。何だっておもしろくてしょうがないのだろう。

　うらやましい、とカルアは思ってしまった。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。カルアとロカでは立場が違う。カルアはロカのようには生きられない。何を措おいても使命を果たすことだ。そのためにカルアは生きながらえた。使命を与あたえられなければ、きっと父と一いつ緒しよに最後まで帝国軍に抵てい抗こうして、死んでいただろう。

　命あっての物種、とは思わないけれど。

　ロカみたいに、望みや願いがたくさん胸にしまってあって、どんどんあふれてくるようなら、一分一秒でも長く生きたいと思うのかもしれないけれど。

　カルアはとにかく、使命を果たしたい。あとのことはどうでもいい。籠手なんかいらないんじゃないかとも思う。さいわい帝国軍の追っ手には捕ほ捉そくされていないようだし、国境を目指したほうがいいんじゃないのか。

　──いけない。

　カルアはそっと頭かぶりを振ふる。

　冷静になれ。投げやりになってどうする。籠手は必要だ。ぞんぶんに魔ま法ほうを使うことができたからこそ、今までどうにかこうにかやってこられた。あの籠手がないと、カルアの魔法使いとしての実力は半減する。それではドロシーを守れない。使命を果たすことなんてできっこない。

「ゲルラ、この街に水色の髪かみをした女の魔法使いがいるはずなんだ」

「ほう？　水色の、ですか」

　ゲルラは黄色い目をぱちくりさせた。

「それはめずらしい。他ほかに特とく徴ちようはありますかな」

「特徴、は──そうだな……」

「えろい」

　とドロシーが人差し指をピッと立てて言った。

「カルアが大好きな大きな胸の持ち主」

「……僕が大好きな、の部分はべつにいらないだろ。僕の嗜し好こうは関係ないし、だっ、だいたい、す、好きじゃないし……」

「カルアが超ちようとても大好きな大きな胸の持ち主で、唇くちびるの左下にほくろがある」

「……ほくろはあるね。たしかに。でも、僕が超とても大好きな、は余計だからね」

「目は緑色。名前はエロチネ。じゃなかった。エルチネ。あと、カルアが好きすぎてたまらない大きすぎる胸の持ち主」

「もういいよ。何回言うんだよ……」

「何回でも」

「ほっほっほっほっ」

　ゲルラは逞たくましい下した顎あごを撫なでた。

「わかりました。髪の色を変えていなければ、数時間で情報は集まるでしょう。ただし、必ず居場所や行方ゆくえを突つき止められるとは保証しかねますな。触媒のほうは？」

「ああ、そっちは──」

　カルアはベルトのポーチを探さぐった。触媒は魔法一回分の小しよう片へんか、小包にしてポーチの中のポケットにしまってある。辰砂シナバーの小包が一つ。マロガリ鳥の嘴くちばしが一欠片かけら。磁鉄鉱マグネタイト、クロマイトが二つずつ。マホトムツリー炭の小包が一つ。たったこれだけか。縛バク氷ヒヨウ獄ゴク、破ハ陣ジン風フウ、壁ヘキ巌ガン靠コウを一回ずつ、雷ライ切キリと雷ライ電デンを二回ずつしか使えない。

「磁鉄鉱マグネタイトとクロマイト、あとはマホトムツリー炭……それから、尖晶石スピネルが欲ほしいかな。できれば、赤尖晶石レツドスピネルも。トルマルクボーンもあればあったほうが……ああ、だけど、尖晶石はともかく赤尖晶石は高いだろうし、トルマルクボーンも……」

「赤尖晶石は金に糸目をつけなければお出しできますが、トルマルクボーンはやや難しいですな。以前、ベクター殿にお譲ゆずりしたものを入荷した際に見たのが、個人的には最後なのですよ」

「じゃあ、トルマルクボーンは無理か。……うん。わかった。赤尖晶石の値段って、どれくらい？」

「勉強させていただいても、正直これくらいは」

　ゲルラが指で示した額を見て、カルアはうつむくしかなかった。そんなに──そんなに高いのか。赤尖晶石は雷ライ獅ジ子シの触媒だ。雷獅子はカルアにとって切り札といってもいい魔法だし、なんとか一度は使えるようにしておきたいが、そのために持ち金の半分が吹ふっ飛ぶとなると──いや、迷う余地なんかない。だめだ。だめに決まっている。

「……赤尖晶石はあきらめるよ」

「申し訳ありません。魔法の触媒に用いるものですと、最上級の品でなければいけないとうけたまわっておりますし、赤尖晶石の産地は帝国内に一いつ箇か所しよしかなく、また、産出量もきわめて少ないのです。加えて、帝てい家けの御おん方かた々がたがことのほか好む宝石なもので、どうしても値が張るのですな」

「そう……なんだ。知らなかった。帝家が……」

　自分は世間知らずの魔法使いだと思わずにいられない。カルアは所しよ詮せん、触媒を独力で入手する苦労さえ味わったことのない、温室育ちのぼんぼんなのだ。世慣れているという意味では、エルチネのほうが遥はるかに有利だろう。たとえ魔法の力はこっちが上だとしても、侮あなどることはできない。

　でも、侮らなくたって、勝てるのか？

　エルチネはただ、カルアの手が届かないところへ逃にげればいいだけだが、カルアはエルチネを捕つかまえて、籠手を奪うばい返さないといけない。条件があまりにも違ちがいすぎる。無理なんじゃないのか。

　身体からだが重く感じる。

　自信だ。自信がない。

　カルアは瞼まぶたを閉じて一つ息をつき、目を開けた。ドロシーはもちろん、ロカにも、弱みを見せたくない。いや、見せるわけにはいかないのだ。

「触媒は尖晶石が手に入れば充じゆう分ぶんだ。あとはとにかく、エルチネの情報を頼たのむ」

「かしこまりました」

　ゲルラは一礼して、蜥蜴とかげの顔に人間にもそれとわかる笑えみを浮うかべた。
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「どうも好きになれないな、船ってやつは……」

　アンナマリーはぽつりと呟つぶやいて、平べったい胸をさすった。

　揺ゆれはさほどでもない。馬や鱗豹馬ラパード、馬車のほうがよっぽど揺れる。水の上を移動しているせいか。そうかもしれない。泳ぎの経験がないから、水に落ちたらたぶん、終わりだ。超再生者リジエネレーターのアンナマリーといえども、まず間違いなく溺おぼれ死ぬ。いちいちそんなことを考えているわけではないが、どこかに恐きよう怖ふ心がこびりついているのかもしれない。

「大丈夫……？」

　シズが顔をのぞきこんできた。

　アンナマリーはちょっとだけ笑って、シズの腰こしをさわった。

「大丈夫だ。シズ、おまえこそどうなんだ。左ひだり腕うで」

　シズは壊れた左腕を吊つったままだ。

　アンナマリーはわずかに顔をしかめて、

「不便じゃないか」

「問題は、ない……左腕が使えない、という点をのぞけば……」

「大問題だけどな。どう考えたって、それだけでも。くそ」

　アンナマリーは灯火に照らされている川かわ面もに目をやって、親指を軽く嚙かんだ。

「あいつら、ちょこまかと。おまえの腕を付け替かえる余よ裕ゆうもない」

「決着は、エッセナ市で……」

「そうだな。あいつらがカンウァイで船に乗ったのは、大勢に目もく撃げきされているし、間違いないんだ。だとしたら、行き先はエッセナしかありえない」

「嚙まないで。指、痛いから……」

「ん？　ああ……癖くせなんだ」

　アンナマリーが口から親指を離はなすと、シズに手を握にぎられた。

　そんなふうにされると、親指を嚙もうにも嚙めない。

「シズ。心配してくれるのはうれしいけど、あたしは多少痛い思いをしたって、どうせすぐ治るんだから──」

「だめ……」

　シズは黒に近い濃のう紺こんの瞳ひとみを悲しげに細めた。

「それは……そういう考え方は、だめ」

「わかったよ」

　アンナマリーはうなずいた。

「わかった。気をつけるから」

　でも、シズはアンナマリーの手を放そうとしない。

　どうしたのだろう。まだ何かあるのか。

　アンナマリーは首をひねって、

「どうかしたのか？」

「どうもしない……」

「いや、でも」

「手」

「うん？」

「もう少し、このまま……こうしていても、いい……？」

　いいに決まってるじゃないか。

　アンナマリーはそう言おうとして、言葉に詰つまった。なんだか妙みように恥はずかしい。さりとて、シズの手を振りほどこうなんてこれっぽっちも思わない。

　結局、アンナマリーは黙だまっていた。

　外輪船がエッセナ市につくまで、シズはアンナマリーの手を放さなかった。
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　カルアは足を止めて、短たん剣けんグリギュエンルをそっと抜ぬいた。

　これが宿だとはいまだに信じられない。薄うす暗ぐらいというよりも暗くて狭せまい廊ろう下かの両側に部屋が並んでいるのだが、戸はなくて、すだれが下ろされているだけなのだ。弱い灯あかりは、部屋の中からすだれの隙すき間まを通してもれている。すごい匂においだ。香こうか何かなのだろうが、ほとんど悪あく臭しゆうに近い。うっすらと立ちこめている煙けむりの匂いなのか。嗅かいでいると、少し頭がぼんやりしてくる。麻ま薬やくのたぐいなのだろうか。耳を澄すまさなくても、男たちの息づかいや、女たちの艶なまめかしい声が聞こえる。それぞれの部屋で、男女が睦むつみあっているのだ。戸がないのに。廊下と部屋とはすだれでしか仕切られていないのに。ここはおかしい。べつに道徳を説こうとは思わないが、ふしだらすぎる。

　見ようとすれば見えるので、見ないようにだいぶ努力しないといけなかった。

　まあ、ことさら見ようとしなくても、いくらかは見てしまったのだけれど。

　はっきり言って、動どう悸きがしまくっていて、やばい。

　刺し激げきが強すぎる。

　いや、違うんだ。そうじゃない。欲情に駆かられているとか、そういうことじゃなくて。違う。それは断じて違う。興奮とかはしていない。百歩、いや千歩、いやいや一万歩譲って興奮しているとしても、それはあくまで刺激に対して脳が反応しているだけであって、カルアの意思とはまったく関係ないし、そんな脳の反応ごときに敗れ去るほどやわな意思なんか持ちあわせていないから、今まで、それから現在、そしてこれからの行動には何ら影えい響きようしないので、どうか心配しないでほしい。ちなみに、誰だれに向かって心配するなと思っているかというと、自分だ。自分自身だ。大丈夫だ、とカルアは自分に言い聞かせる。これくらい、たいしたことはない。ぜんぜん、まったく、なんでもない。でも、ドロシーとロカを置いてきてよかった。ありえない。こんなところに二人を連れてくるなんて。くそ。エルチネめ。

　こんな宿に潜せん伏ぷくするなんて。

　もし鉄アイのアン心ハー臓ツソ協サエ会テイの助けを借りられなかったら、まず見つけだせなかった。こんな汚けがらわしい場所が存在することさえ、カルアは知らなかったのだ。

　ともかく、二時間。

　たった二時間で、鉄アイのアン心ハー臓ツソ協サエ会テイはエルチネの居場所を探りあててくれた。

　まあ、まだ本人の姿をこの目で確かめたわけじゃない。エルチネはこのすぐ先の、左手のすだれの向こうにいるはずだが、ひょっとすると人違いかもしれない。

　でも、万ばん全ぜんの態勢で臨のぞむべきだ。

　対魔ま法ほう使つかい戦。

　──じつは、実戦は初めてだったりする。

　それも当然といえば当然で、火器の発達により、魔法は下火になって久しく、とりわけ帝国では過去の遺物と化している。何せ、魔法使いを育成するのは大変だし、個人差もある、というか、ありすぎて、魔法使いを百人育てても、使い物になるのはせいぜい三割、しかもその三割のうち九割は、日進月歩の火器にまったく対たい抗こうしえないのだから、そうならざるをえない。

　ようは、魔法使い自体がレアなのだ。

　王立魔術学院で魔法使いを養成していたレベルデッド魔王国や、魔法使いの軍団を擁ようする東の陽よう国こくは異例中の異例で、魔王国では、それからたぶん陽国でも、魔法はあくまで莫ばく大だいな火器を擁する帝国軍と戦うための手段として研究されてきたし、この先もそうだろう。そして、やすやすと火器に凌りよう駕がされるようになれば、魔法使いが住む国は滅ほろびる。魔王国のように。そうならないように、陽国では火器の整備も進めているというし、火器の生産性や効率性が魔法を上回ると見なされれば、魔法は自然と消えてゆくだろう。

　魔法使いと魔法使いが一いつ騎き打うちをする。

　そんなシチュエーションは基本的にないということだ。

　ないはずなのに、それが起ころうとしている。

　さあ、どうする、魔法使い。

　カルアは胸の裡うちで自分自身に声をかける。

　魔法は人を燃やす、雷いかずちで打ちすえ、凍こごえさせる。つまり、たやすく命を奪ってしまう。

　それがわかっているから、魔法使いは致ち命めい的てきな魔法から身を守るすべも発達させてきた。簡単に言えば、精せい霊れいの力を遮しや断だんする膜まくを身体に張りめぐらすのだ。

　この保護膜は、精霊の力によって傷つけられ、その傷が一定のレベルを超こえると、破は壊かいされてしまう。また、保護膜を張りめぐらせたまま魔法を使うことはできない。魔法を使いたければ、保護膜を取り去ってしまう必要がある。もちろん、この保護膜も魔マ力ナを費ついやして展開するもので、破壊されても、自ら取り去っても、費やしたぶんの魔マ力ナは戻もどってこない。

　エルチネはカルアの襲しゆう撃げきを警けい戒かいしているだろうか。

　仮に襲おそわれるかもしれないと考えていたら、防ぼう御ぎよ魔法を使っていてもおかしくはない。エルチネはカルアの魔法を知っているから、初撃を受けきれる強度の保護膜を張っているだろう。

　無警戒なら、防御魔法で魔マ力ナを無む駄だ遣づかいするような真ま似ねはしていないはずだ。

　どちらにしても、カルアとしてはまず、防御魔法を使うか使わないか、いずれかを選せん択たくしなくてはならない。

　決めた。

　カルアはうなずいて、まばたきをする。開門アンロツク。防御魔法はカルアが知っているだけでも数種あるが、効果は同じだ。カルアの防御魔法は中性精霊と呼ばれる精霊を使う。

「こい、精霊潤ウル鬼キ」

　囁ささやくような声で精霊を呼びよせる。防御魔法に触しよく媒ばいはいらない。かわりに、体内の経絡を巡めぐっている精気プラナを食わせる。精気プラナとはようするに活力だ。防御魔法を張りめぐらせつづければ、いずれ衰すい弱じやくして昏こん倒とうしてしまう。もっとも、黒魔法のように大量の精気プラナが消費されるわけではないので、心身を落ちつけて精気プラナを練りつづければ、ずっと防御魔法を展開していられる。

　潤鬼は本来、名もなき中性精霊だ。カルアが名づけて手なずけた。目玉のような球がいくつか寄り集まったような姿をしていて、ゆっくりとくっついたり離れたりしている。

「幸サイワイト災ワザワイヲ纏マトイシ者モノ唯タダ吾ワガ身ミヲ護マモリ給タマエ反ハン霊レイ阻ソ」

　カルアは小声で呪じゆ文もんを唱えながら、目標の部屋に突とつ入にゆうする。

　すだれをはねあげたときにはもう、潤鬼は引き延ばされたような状態になってカルアの全身を覆おおっていた。

「っ……！」

　いた。

　エルチネ。

　部屋の奥に腰を下ろしていて、とっさに片かた膝ひざを立てた。立ちあがろうとしたのか。そうはさせない。カルアは一気に詰めよる。エルチネは折り畳たたみ式のナイフを抜いて、構えようとした。無む駄だだ。カルアが短剣を突つきだすと、エルチネは防ごうとした。悪いけど、フェイントだよ。カルアは短剣を引っこめ、左手をすっとのばして、エルチネの顔面を掌てのひらで一撃した。エルチネは怯ひるんだ。「──きゃっ……」

　カルアはきっとまだガキなのだろうが、舐なめてもらっては困る。見る間にエルチネの背後に回りこんで羽は交がい締じめにする。右みぎ肘ひじと右みぎ膝ひざで挟はさみこむようにしてエルチネの右肘に打撃を加えると、その手から折り畳みナイフが落ちた。

　首筋に短剣を突きつける。

「今すぐその籠こ手てを外して、僕に返せ。おとなしく返すなら、命まではとらない」

「……顔を殴なぐること、なくないですかねぇ？」

「女だからって？　関係ないな」

「ほんとに関係ないですかぁ？」

「あたりまえだ」

「これでも？」

「おいっ、動く──なっ……」

　カルアは思わず息をのんだ。

　エルチネはもともと下着に毛が生えたような服しか着ていない。ほぼ痴ち女じよの装よそおいだ。

　でも、その服さえ──胸を覆っている部分さえもめくり上げてしまったら、ほぼじゃなくて完全無欠の痴女だ。

　ていうか、あの？

　見えてますよ？

　ばっちり見えちゃってますけど？

　いいの、これ？

　いや、待て、そもそもほとんど見えてたんだ。今さらすっかり見えたからってどうだっていうんだ。たいして変わらないじゃないか。動どう揺ようするようなことじゃない。そうだ。そのとおりだ。まったくそのとおり。だよね？　違ちがう？　何か間違ってる？

　ああもうよくわからない。

　わからないが、わかったこともある。

　こうなってたんだ……。
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　そうだったんだ……。

　こんなふうに……。

「せーのっ」

　エルチネがうなだれて、それから後ろに頭を振ふった。そうするとどうなるかというと、こうなる。

「ごっ……」

　カルアの鼻はな面づらとエルチネの後頭部が激突して、カルアは放してたまるかと思ったし、放すまいとしたつもりなのだが、一いつ瞬しゆん、力が抜ぬけてしまったらしい。エルチネはその間にカルアの腕うでを振りはらって前転した。転がりながら折り畳みナイフを拾って、すぐに立ちあがったかと思うと、すだれに突っこんで部屋から飛びだした。

「くっそ……！」

　カルアは追いかけた。息がしづらい。口のところが濡ぬれている。鼻血が出ているのか。情けない。というか、恥はずかしい。猛もう烈れつに恥ずかしい。廊ろう下かに出る。エルチネの姿はすでにない。カルアは左手で顔の下半分をぬぐいながら、叫さけぶ。

「待て、エルチネ……！」

「待つわけないじゃないですかぁ……！」

　声は遠い。

　廊下を突き当たりまで行って曲がる。そのずっと先が出口だ。エルチネの後ろ姿。見えなくなった。

「あっ！　エロチネ！」

　外で待っていたドロシーの声だ。

「待ちなさい、エロチネ……！」

「追うな、ドロシー！　ロカ、ドロシーを止めてくれ……！」

「うん、わかったよ、カルアにいちゃん！　──だめだってば、ドロシーねえちゃん！」

「──ぐだぐだじゃないか……！」

　カルアは吐はき捨てて、走る。宿を出て、右を見て、左を見た。ドロシーとロカは左にいた。エルチネはわからないが、そっちに行ったのだろう。

「何もかも、僕のせいだけど……！」

　あんな手に引っかかるなんて、ひどい。自分が。ひどすぎる。でも、見てしまった。見せられた。見せつけられた。脳のう裏りにしっかりと焼きついている。だから何だ。単なる人体の一部分じゃないか。そうだ。あんなものは肉のかたまりでしかない。特別なものじゃない。消えろ。消えてくれ。頼たのむから。

　ロカに押さえつけられているドロシーを追い越こす。

　すれ違いざまにロカが、

「カルアにいちゃん、すぐ先を右……！」

「了りよう解かい！」

　カルアはロカが示した脇わき道みちに入った。その瞬間だった。

「……奮フルエ射イ貫ヌケヨ双ソウ炎エン箭セン！」

　呪文。

　飛んでくる。

　二本の火矢が。

　カルアはかまわず突き進む。

　潤鬼の防ぼう護ご壁へきが火矢を二本とも吸収。

　カルアはベルトポーチから触媒をとりだして、まばたきをする。開門アンロツク。

「こい、正しよう四し位い雷らい霊れい憂ウキ久ヒサ！」

　エルチネは前方にいる。こっちを向いて、また魔法を使おうとしている。

「幸サイワイト災ワザワイヲ纏マトイシ者モノ唯タダ吾ワガ身ミヲ護マモリ給タマエ──」

「イト猛タケ々ダケシキ雷イカズチノ穂ホ先サキ閃ヒラメキ貫ツラヌキ打ウチ砕クダク──」

　カルアは呪文を詠えい唱しようしながら、防御魔法か、と思う。しかも、偶ぐう然ぜんだろうが、カルアが使っているものと同じ防御魔法だ。でも、ここで止めたってしょうがない。一瞬でも先んじられれば。

「轟ゴウ雷ライ槍ソウ……！」

「反ハン霊レイ阻ソ……！」

　魔ま法ほうの発動はほぼ同時だった。

　稲いな妻ずまが生じてエルチネに命中したものの、吸いこまれるように消えてしまった。

　あの様子だと、まだ防御魔法を突破できていない。それはそうか。轟雷槍だ。せめて爆バク雷ライ索サクを使うべきだった。でも、爆雷索の触媒、尖晶石スピネルはゲルラから仕入れて持っているが、予想していたより高価だったので、たった三回分しかない。それでついケチってしまったのだ。

「とにかく、次だ……！」

　もう一発ぶっ放して、エルチネの防御魔法を破るか。それとも、エルチネが攻せめてくるのを見越して、防御魔法を使うか。

　カルアはまばたきをする。開門アンロツク。

「正四位地ち霊れい愚グ封フウ！」

　その直後だった。エルチネは手を打ちあわせて、

「おいでなさいな、従じゆ二に位い炎えん霊れい火ホ足タルさん……！」

　火足。猛モウ火カ炎エン葬ソウだ。やっぱり攻めてきたか、と思いながら、カルアは呪文を詠唱する。

　そして、エルチネも。

「不フ壊エノ底ソコ土ツチニ下クダセシ鉄テツ槌ツイ砕クダキ紊ミダシ──聳ソビエヨ壁ヘキ巌ガン靠コウ……！」

「揺ユル揺ユレ震フルエ弔トムライニ燃モエ烈レツ火カニ踊オドリ舞マイ散チル徒アダ花バナ──今コン生ジヨウ一イツ切サイ猛モウ火カ炎エン葬ソウ……！」

　呪文が短いぶん、エルチネの猛火炎葬よりもカルアの壁巌靠のほうが早く発動した。

　舗ほ装そうされていない道路が盛りあがって、土つち壁かべとなる。

　カルアが跳とび下がると、その土壁が炎上した。

「……うぉっ！」

　ものすごい火勢だ。髪かみの毛がちょっと焦こげた。

　というか、土壁だけじゃない。

　道の両側の建物まで燃えている。

「巻き添ぞえに……！　なんてことを……！」

「手加減なんかして勝てる相手だとは思ってないんですよ……！」

　エルチネの声は遠ざかってゆく。

「……あの女！」

　カルアは地面を蹴けりつけた。追いかけようにも、燃えさかっている壁が邪じや魔まだ。いや、それだけじゃない。追いつくことができたとしても、このままではだめだ。負けはしないだろうが、勝てない。

　さっき、カルアはエルチネが攻こう撃げきに転じてくるだろうと予想した。攻めてくるなら、たぶん、エルチネにとって最大の魔法、猛火炎葬を使ってくるだろう。防ぼう御ぎよ魔法を使うか、壁巌靠でかわすか。カルアは後者を選せん択たくした。べつに間違いではなかったと思うが、腰こしが引けていたとも思う。

　こんな街中で、エルチネは本当に猛火炎葬みたいなでかい魔法を使ってくるのか。

　猛火炎葬がくると予期していながら、カルアは半信半疑だったのだ。

　なぜか。

　カルアにはできないからだ。

　ピンポイントで的を狙ねらう魔法ならどんなに威い力りよくがあっても問題ないが、周囲を巻きこむような魔法は危険すぎる。

　下手をしたら、無関係の人間を死なせてしまうかもしれない。人が死ななくても、こんなふうに建物が燃えたり壊こわれたりしたら、大おお事ごとだ。

「僕は……甘いのか」

　カルアにはわからない。

　でも、これではっきりした。

　エルチネは周りに被ひ害がいが及およんでも気にしない。ためらわずに魔法を使う。

　ひいては、カルアがエルチネを追いつめれば追いつめるほど、罪もない人々が傷つき、何かを失うかもしれない。

　火災に見舞われた建物から女が飛びだしてきた。子供を抱だいているようだ。女はこっちを見て、何か叫んだ。火事だ、危ないから逃にげて、というようなことを言っているみたいだが、よく聞こえない。だけど、逃げて？　どうして。逃げなきゃいけないのは、そっちじゃないか。

　カルアはあとずさって、踵きびすを返した。

「……エルチネ……！」

　胸がむかむかする。

　憎ぞう悪お。

　それだけじゃない。

　エルチネに見すかされている。

　さっきの猛火炎葬で、エルチネはカルアに言い放ったのだ。

　自分はここまで、それも、躊ちゆう躇ちよしないでやれる、と。

　そっちはどう？　できる？　できないでしょ？

　できないなら、無理。

　あんたにはあたしを止められない。勝てない。魔法ではあたしに勝てても、この勝負には勝てない。

　カルアは唇くちびるを嚙かんだ。

「……僕は、エルチネに勝てない」
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「アンナマリー……」

　シズが遠くを指さした。

「火事みたい……」

「何？」

　アンナマリーはシズが指さした方向に目を凝こらした。

「……ほんとだ。煙けむりが上がってる。火も見えるな。火事、か」

　顎あごをつまんで、考える。火事なんて、とくにめずらしくもない。でも、気になる。シズもおそらく同じなのだろう。何か引っかかったのだ。

「行ってみるか」

　アンナマリーがそう言うと、シズはひっそりとうなずいてみせた。
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「カルア！」

　ドロシーは向こうから歩いてくるカルアに駆かけよって、肩かたをつかみ、顔をのぞきこんで、腹のあたりを見つめ、もう一度、顔を見た。

　暗いのではっきりとは見えないが、どうやら怪け我がはしていないようだ。

　ドロシーはため息をついた。

「……よかった」

「逃がした」

　カルアは短く言って、うなだれた。

「このままじゃ、だめだ。あの女を見つけても、同じことの繰くりかえしになる」

「同じこと」

　ドロシーは首をひねる。

「それはどういう意味？」

　カルアは答えずに首を横に振ふった。それではわからない。言葉にしてほしいとドロシーは思ったが、なぜか言えなかった。

「わあ、すごい火だね」

　ロカが追いついてきた。

「あれはカルアにいちゃんがやったの？　そんなわけないよね。てことは、エルチネさんの仕し業わざか。容よう赦しやないなあ」

　ロカがそう言ったとき、カルアの肩がぴくっと震ふるえた。なんとなく、気分を害したか、傷ついたか、そのどちらかなのではないかとドロシーには思えた。でも、カルアは下を向いたまま、口を開こうとしないし、表情も変わっていないように見える。

　いったいどうしたのだろう。

　気がかりだし、何がどうしたのか尋たずねたいのに、どういうわけか訊きけない。

「カルア」

　名を呼ぶのが、ドロシーには精せい一いつ杯ぱいだった。

　カルアは、しかし、わずかにうなずいただけで、その場から動こうともしない。

「ねえ」

　とロカが言った。

「ここにいてもいいの？　厄やつ介かい事に巻きこまれちゃうかもしれないし、さっさと離はなれたほうがいいんじゃないかな」

「ああ」

　カルアは思いだしたように顔を上げて、

「そう……だね。そうだ。ここにいちゃまずい。一度、ゲルラのところに戻もどろう。それまでに、どうするか決めて──どうするか……」

　頭をぶるんと振る。迷っているのだ。

　なんだかカルアらしくない。変だ。何かあったのか。

　ドロシーはカルアの腕うでをぎゅっとつかんだ。

　エルチネの姿が脳のう裏りに浮うかんで、瞬しゆん間かん的に頭に血がのぼった。

　ひょっとして──エルチネが相手だから、カルアは迷っているのだろうか。相手がエルチネだから、本気を出せない、とか。

　魔法使い同士だから、通じあうものがあるのか、入りこみづらいような雰ふん囲い気きを醸かもしだしたりもしていた。

　実際、ドロシーには魔法使いのことがわからないのだ。

　とくに、カルアはただの魔法使いじゃない。幼いころから将来を嘱しよく望ぼうされていた。父親が宮きゆう廷てい魔術師ルインだったから、親の七光りだという者もいたらしいが、どう考えてもやっかみ以外の何物でもない。王立魔術学院始まって以来の神童だというのが、カルアに対する一いつ般ぱん的な評価だった。

　おそらく、カルアにとって、魔法について対等に語りあえる相手は、父親だけだったはずだ。でも、その父親は宮廷魔術師で、かつ、魔王の、つまりドロシーの父の相談役だった。さらに、常時国難で、あまりにも多た忙ぼうだった。

　カルアとは長いつきあいだ。お互たがい小さなころから知っている。カルアはどう思っているかわからないが、ドロシーはカルアのことをそれなりに理解しているつもりだ。だからこそ、気づかずにはいられなかった。

　カルアは魔法以外のこともたくさん勉強していて、物知りだし、難しいことばかり考えている。年ねん齢れいは一つしか違ちがわないのに、十も二十も年上のようだ。もちろん、年相応なところもあるにはあるが、やっぱりドロシーよりもずっと大人だと思う。

　ドロシーでは、カルアの話し相手にもなれない。

　カルアは早くに母親を亡なくして、乳う母ばにも懐なつかなかったことから、魔王のすすめで王宮に連れてこられた。たまたま同年配だったので、ドロシーの遊び相手を仰おおせつかった。ドロシーは魔王の娘むすめだ。カルアは魔王の臣下の息子むすこなのだ。言うことを聞かないわけにはいかない。だから、ドロシーがわがままを言っても、カルアは従うしかなかった。傍はたから見ると、仲のよい友だち同士だったかもしれない。ドロシーもそう思っていた。いや、思いたかっただけかもしれない。本当は違ったのかもしれない。カルアはずっといやだったのかもしれない。断れなかっただけなのかもしれない。

　今だってそうだ。

　主命だから、カルアはドロシーを連れて逃げた。

　ここまで連れてきてくれた。

　ただ、カルアが望んでそうしたわけじゃないだろう。魔王に命じられなければ、こんなことはしたくなかったはずだ。きっと、父親と肩を並べて最後の最後まで戦いたかったに違いない。きっとそうするつもりでいたはずだ。それなのに、命令が下ってドロシーを逃がすことになった。無念だったはずだ。頭にきただろう。だけど逆らえなかった。魔王の言うとおりにする以外の道はなかったのだ。

　それなのに、ドロシーは相変わらず身勝手なことばかりして、カルアを困らせている。

　さぞかし腹に据すえかねているだろう。いやに決まっている。あげく、話も合わないのだから、いいところがない。

　エルチネは、でも、魔ま法ほう使つかいだ。

　それも、ドロシーから見ても、なかなか腕のいい魔法使いだと思う。思うというか、カルアがつかまえようとして取り逃がしたのだから、間違いなく腕のいい魔法使いだと言ってもいいだろう。

　エルチネなら、カルアと魔法の話ができる。

　それに──とても、とても、胸が大きい。

　ドロシーが思うに、カルアはきっと、大人の女の人が好きなのだ。ふくよかな胸は、たぶん、大人の象しよう徴ちようなのだ。

　ドロシーは子供だ。

　胸も小さいし、考えも幼よう稚ちで、どうしようもない。

　何もかも、違いすぎる。

　勝てない。

　ドロシーでは、エルチネに勝てない。

「カルア」

「……え？」

「あの」

「うん。何？」

「わたしは」

「ドロシーが……何？」

「ううん」

　ドロシーは首を振った。

　心臓がどきどきしている。

　自分は今、何を言おうとしたのだろう。何を言ってしまいそうになったのだろう。

　カルアはいぶかしそうにしている。

　口を開いて、何か言いかけた。

「っ……！」

　そうかと思ったら、カルアはいきなりドロシーを突つき飛ばした。

「──ゃっ……!?」

　ドロシーは尻しり餅もちをついた。何が起こったのか。わからない。

「帝てい国こく軍……!?」

　とロカが叫さけんだ。そうだ。帝国軍。軍服を着ている小こ柄がらな女が。いつ？　どこから？　近くの建物の屋根からか。飛び降りて、襲おそいかかってきた。間かん一いつ髪ぱつ、それに気づいて、カルアはドロシーを突き飛ばしたのだ。守るために。

「──アンナマリー・エコー……！」

　アンナマリーはちらっとこっちを見てから、カルアに躍おどりかかる。

「くっ……！」

　カルアは下がる。でも、そっちにも誰だれかが。女だ。背が高い。左腕を吊つっている。右手だけで大きな刀を持って、振りおろそうとしている。

「カルア！　後ろにシズが……！」

「なっ──」

　カルアは横っ跳とびしてアンナマリーのナイフとシズの刀をかわした。

　かわしたように見えたが、かわしきれなかったのだ。

　アンナマリーがやったのか。シズか。どうだっていい。どっちでも同じだ。

　カルアの左腕から鮮せん血けつがまき散らされた。

「血……」

　ドロシーは目を見開いた。

　胸の奥のずっと深いところで、何か大きなものが、どくん、と脈打った。

　カルアがアンナマリーの追つい撃げきから逃のがれ、シズの斬ざん撃げきをよけながら、ドロシーのほうに顔を向けた。

「くっ──ドロシー……ッ！　だめだ……！」

　何がだめなの。何が。だめ。何が。だめ？　何が。だめ何が。わからない。わからない。だめ。何が。カルア。ああ。血。血が。だめ。そんな。血。カルア。死。だめ。カルア。血。死んじゃいや。死なないで。カルア。何が。もう。ああ。だめ。だめ。だめ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ。ダメ？

　ダメ、ジャナイ。
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　衝しよう撃げき波は。カルアは吹ふっ飛ばされる。アンナマリーも、シズも、それからロカもだ。

　カルアは地面を転げまわって、起きあがろうとしたら左腕に重くて鋭するどい痛みが走った。かなり深く斬きられたようだ。出血も少なくない。でも、そんなことはどうだっていいんだ。傷なんて関係ない。

「ドロシーィィィィ……ッ！」

　聞こえないのか。

　ああなってしまうと、カルアの声なんてドロシーの耳には、心には、届かないのか。

　ドロシーは頭を抱かかえている。

　その頭には、短い角が生えている。

　いや──だけど短いといっても、前に見たときよりは長い。

　両目からは青く冷たい光があふれている。

　ドロシーはのけぞって、吼ほえる。

「ふぅぅぅぅぅぅああああぁぁぁぁぁぁああああぁぁぁあぁぁああぁぁぁぁぁぁ……！」

　ふたたび、衝撃波。

　カルアはとっさに四よつん這ばいになって、なんとかこらえた。

「ドロシー！　目を覚まして！　頼たのむから、正気に……！」

「魔王の娘め……！」

　アンナマリーはシズに合図をしながら、ドロシーの横か背後に回りこもうとしている。シズと二人でドロシーを挟はさみ撃うちにするつもりか。

　ドロシーは剣けんを抜ぬいた。

　魔ま剣けんレベルデッド。

　その黒い剣身は、ふだんは短剣程度の長さしかないのに、今はドロシーの背せ丈たけと同じくらいあって、反っている。

　魔王家が代々受け継ついできたあの剣は、むろん暗ダー黒クエ期イジの遺物レリツクだ。現在の技術ではどうやっても生みだすことができない。魔王顕現アウトブレイクした魔王が魔剣レベルデッドを振ふるえば、鋼はがねのかたまりすらやすやすと両断してしまう。

「やめろ、アンナマリー、シズ……！」

　カルアは叫んで、立ちあがる。

　ドロシーを止めることができないのなら、アンナマリーとシズを止めるしかない。

　でも、アンナマリーとシズだって、子供の使いじゃないのだから、カルアにやめろと言われてやめるわけがないのだ。

　だけどやめないと、大変なことになる。

　なんでそれがわからないんだ。

「すらあぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　ドロシーが魔剣を振りまわす。

「くっ……!?」「っ……！」

　アンナマリーもシズも、大おお袈げ裟さなほど跳び下がった。魔剣をかわしたというよりも、そのすさまじい剣圧に気け圧おされたかのようだった。

　直後、ドロシーが跳ちよう躍やくした。人間のジャンプ力じゃない。目を疑うような跳び方だった。ドロシーは二メテル以上跳びあがって壁かべを蹴けり、さらに一・五メテルほどジャンプして一回転した。

　そして屋根の上に降りたつや否いなや、飛び降りて躍りかかる。

　狙ねらいはシズだ。

　シズは刀で魔剣を防ごうとする。だめだ。

「ばっ──」

　とアンナマリーが声をもらした。馬ば鹿かな、と言おうとしたのだろう。

　魔剣がシズの刀を断たち斬ったのだ。

　シズは刀を捨てて、斜ななめ後ろに身を投げだす。ドロシーが、魔剣がシズを追う。そうはさせじとアンナマリーが後ろからドロシーに襲いかかる。

「ドロシー……！」

　カルアは反射的に注意を促うながした。でも、必要なかったかもしれない。ドロシーはたぶん、カルアが声を出すよりも一いつ瞬しゆん早く振り返った。振り向きざまに魔剣を繰くりだしてアンナマリーを牽けん制せいし、すぐさまシズに向きなおる。

「くそ、速すぎる……！　シズ、逃にげろ……！」

　アンナマリーは体勢を低くした。捨て身でドロシーに組みつくつもりか。

「やらせるかよ……！」

　カルアはグリギュエンルを抜いてアンナマリーに突とつ進しんした。アンナマリーはドロシーに集中していたのだろう。呆あつ気けないほど簡単に肉にく薄はくできた。アンナマリーの背中にグリギュエンルを突き立てたとき、カルアのほうが驚おどろいたくらいだった。

「ぐっ……きさ、ま……っ！」

「これくらいじゃ死なないだろ、超再生者リジエネレーター……！」

　カルアは言い訳をするみたいにそう言って、グリギュエンルの刃やいばを思いきりねじった。アンナマリーが呻うめいて、その身体からだから力が抜けた。まだだ。甘い相手じゃない。油断したらすぐに再生する。カルアは無我夢中でグリギュエンルを引き抜いて、もう一度、今度は首筋に突き刺さした。
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「アンナマリー……！」

　シズが悲鳴のような声をあげた。

「かぁぁぁぁぁぁあああああぁぁぁぁあああぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

　ドロシーがシズに迫せまる。

　カルアには、わからない。

　こんなふうになることを、自分は望んでいたのか。

　でも、引き金を引いたのはカルアだ。少なくとも、引き金がいくつかあったとしたら、そのうちの一つはカルアが引いた。

　だって、カルアがアンナマリーを刺して、それを見てシズが動きを止めたのだから。

　ドロシーが魔剣を振りおろした。

　いくら遺物レリツクでも、人じん智ちを超こえた魔剣であっても、あれだけの長さのものを、あんな速度で振りおろせるなんて、おかしい。

　異様だ。

　あれが魔王の力だ。

　魔剣はシズの頭頂から股こ間かんまでひと息に斬り裂さいた。

　シズは文字どおり真っ二つになって、右半身と左半身が別々に倒たおれ伏ふした。

「おおお……おぉぉぉ……ぉぉぉおおおぉぉぉぉぉぉおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉ……」

　アンナマリーが血ち反へ吐どを吐はきながら唸うなった。

　グリギュエンルの柄つかを握にぎりしめているカルアの手が震ふるえだす。

　ドロシーは振り向いた。

　双そう眸ぼうが輝かがやきを増している。

　魔剣を引きずるようにして、近づいてくる。

「シズ」

　と、アンナマリーが絞しぼりだすように言う。

「シズッ……シズゥゥゥゥゥゥゥ……シズゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ……ッ」

　アンナマリーから、地面にぼたぼたと、様々な液体が落ちる。

　血とか、涙なみだとか、いろいろなものが。

　カルアの手だけじゃない、全身が小刻みに震えている。

　ずる、とグリギュエンルがアンナマリーの身体から抜けた。

「ゆる……さない……きさま……ゆる……さない、ぞ……シズを……よくも……！」

　アンナマリーが駆かけだして、ドロシーは無造作に魔剣を振るう。

　右みぎ腕うでが、左腕が斬り飛ばされる。

「ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ……！」

　アンナマリーはひざまずくような姿勢になって、声にならない声を発した。

　ドロシーはかすかに首をかたむけて、魔剣を振りかぶる。

　その口くち許もとがわずかにゆるめられたように見えた。

　まるで微笑ほほえむように。

「……やめろ」

　カルアは頭かぶりを振った。なんで自分がこんなことをしているのかわからない、こんなことはすべきじゃない、そんな気もするが、抑おさえられないのだ、今はとにかくこうするしかない、だって違ちがう、違うだろ、ドロシー、望んでないだろ、ドロシーはこんなことがしたいわけじゃなかったはずだろ、恨うらんでないんだろ、憎にくんでないんだろ、帝国は憎ぞう悪おしていても、帝国軍の兵士個人個人が憎いわけじゃない、そう言ってただろ、だからアンナマリーやシズとだって、仲よくしていたのとは違うかもしれないけど、一人の人間として見てただろ、それがドロシーだろ、それなのにこんなことは、こんなこと、しちゃいけないだろ、ドロシーはしたくないはずだろ、だから──だからカルアは、ドロシーとアンナマリーの間に割って入った。まるでアンナマリーを守ろうとするみたいに、ドロシーの前に立ちふさがった。

　だけど違うんだ。

　べつにアンナマリーを守りたいわけじゃない。カルアはドロシーほど、正気のときのドロシーほど、割りきれない。帝国軍は嫌きらいだ。恨んでいる。魔王国が素す晴ばらしい国だったと思っているわけじゃないし、魔王国の民たみが全員善良だったわけでもない、唾だ棄きすべき者はいた、大勢いた、同じなんじゃないかとさえ思う、どこの国にだって、いい人間もいれば、悪い人間もいる、ただそれだけのことなんじゃないかと。でも、帝国はカルアから何もかも奪うばった。帝国軍の兵隊はくそったれだ。アンナマリーもシズも同じだ。敵だ。単なる敵でしかない。死ねばいい。

　でも、ドロシーは違うはずじゃないか。

　アンナマリーなんかどうだっていい。

　だけどこれ以上殺したら、ドロシーはどうなるんだ。

「やめるんだ、ドロシー」

　カルアはグリギュエンルを鞘さやに収めて、ドロシーの青く光る瞳ひとみを見すえた。

「やめろ。もう殺すな。……お願いだから、ドロシー」

　ドロシーは魔剣を振りかぶったまま、動かない。

　だとしたら、希望は、ある。

　カルアは一歩進む。

　ドロシーは立ちすくんでいる。

　さらに、一歩。

　ドロシーは少しだけあとずさりする。

「まだ殺したいなら、僕を斬れ、ドロシー」

「……っ」

　魔剣が、ぴくり、と動いた。

　斬られるかもしれない、とカルアは思った。

　下がりたい。逃げたくてしょうがない。でも、あえて進む。カルアが背を向けたら、きっとおしまいだ。どうなるのかなんてわからないが、めちゃくちゃになる。絶対に取り返しがつかなくなってしまう。

　斬られてもいい。

　死んだってかまわない。

　殺せ。僕を殺せるものなら、殺してみろ。

　ドロシーじゃない、ドロシーの中に眠ねむっていて、今は目を覚ましている魔王の凶きよう暴ぼうな血と、カルアは対たい峙じしているのだ。

　同時に、ドロシーも魔王の血と対決しているはずだ。

「負けるな、ドロシー」

　カルアは一歩、また一歩と、ドロシーに歩みよる。

　もう手が届く距きよ離りだ。

「僕を見て。僕の声を聞いて。ドロシー。きみは魔王の娘むすめじゃない。魔王なんかじゃない。ドロシーだ。そうだろ、ドロシー」

　手をのばす。

　角にふれる。

　ドロシーは邪じや魔ましなかった。

　まだ少しやわらかい角を握った瞬間、ドロシーが「はっ……」と息をもらした。

　途と端たんに目の光が弱まって、脱だつ力りよくする。

　角が、見る間にしぼんでゆく。

　魔ま剣けんが地面に転がった。

　カルアは崩くずれ落ちかけたドロシーを抱だきとめ、天を仰あおぐ。

　──殺気。

　振ふり返らず、馬みたいに後方を蹴ると、踵かかとがアンナマリーの腹部にめりこんだ。

「ぐっ……！」

　アンナマリーは吹ふっ飛んで、地べたに這はいつくばった。

　嗚お咽えつしながら、両腕をかき集めようとしている。

「……殺す……殺す……殺す……殺してやる……必ず殺す……何があっても殺す……」

　カルアはアンナマリーに声をかけようとして、歯を食いしばった。声をかける？　何を言えば？　お悔くやみでも言えっていうのか？　馬鹿げている。敵だ。敵なんだ。それに、何を言ったって無む駄だだ。

　もう、どうにもならない。

　だけど最初からそうだったんだ。

　故く国には滅ほろびた。滅ぼされた。家族も縁えん者じやも死んだ。殺された。帰る場所はない。失われた。目指す場所はある。でも、そこにたどりついたら、幸せが待っているとでも？　とんでもない。亡命が受け容いれられたとしても、安あん穏のんと暮らすことなんかできるわけがないのだ。とりわけ、魔王の血を引いているドロシーは無理だ。利用されるか、利用してなんとかうまくやるか。どっちにしても、一秒たりとも気を抜ぬけない。明るい未来なんてどこにもない。

　八はつ方ぽう塞ふさがりだ。

　そうは思いたくないから、道があると信じたいから、帝国を出ればどうにかなると信じこむふりをして、ここまでやってきた。

　でもさ、ドロシー。

　本当はどうにもならないんだよ。魔王の血に翻ほん弄ろうされているかぎりは、道なんかない。一つだけなんだ。方法は、一つしかない。

　魔王の血を、捨てる。

　血を、断たち切る。

　魔王とも、魔王国とも無む縁えんの、ただのドロシーとして、生きる。

　それしかないんだ。

　だけどこうやって、その血は目覚める。勝手に大暴れして、人を傷つける。ドロシー自身をも。

　なんでだよ。どうしてドロシーが背負わなきゃいけないんだ。

　魔王の娘として生まれたからこそ、ドロシーはここにいる。そんなことはわかっている。考えてもしょうがないことだとわかってはいるが、それでも考えずにはいられない。

　できることなら、魔王の血をすべて流し尽つくさせて、ただのドロシーにしてあげたい。

　ただのドロシーでも、僕は一生守る。

　決して放さないで、守りつづけてやる。

　でも、逃にげられないのだ。

　生きているかぎり、ドロシーは魔王の血から逃のがれることはできない。

「……ぁ」

　カルアの腕の中で、ドロシーが身じろぎをして、目を開けた。

「……カル……ア。わたし、は……」

「ドロシー」

　カルアは名を呼ぶことしかできなかった。何を言えばいいのか。説明するべきなのか。魔王顕現アウトブレイクして、こんなことがあったと。シズを殺して、アンナマリーを殺しかけたのだと。カルアが止めなかったら、きっとアンナマリーをも殺していただろうと。

　言えない。

　そんなことは。

　言わなくたって、どうせわかってしまうのだ。

　ドロシーはあたりを見まわした。

　口を閉じる。

　鼻だけで浅い、速い息をする。

　肩かたが激しく上下している。

「な、な、に……こ、れ……これ、わた、し、が……」

「しょうがないんだ」

　カルアはドロシーをきつく抱きすくめた。

「……しょうがなかった。ドロシーのせいじゃない」

「違う！」

　ドロシーはカルアの腕を振りほどいて、突つき飛ばした。

「それは違う！　わたしでしょう！　わたしがやったんでしょう！　わたしが！　わたしが、シズを……！　アンナマリーも……！」

「敵なんだ！　帝国軍の兵士だ！　追っ手だ！　やらなきゃ、やられてた！　ドロシーがやらなかったら、僕がやってた！　それだけのことなんだ！」

「違う！　違う！　違う……！　アンナマリーもシズも、わたしを生いけ捕どりにしようとしていた！　それくらい、わたしだってわかっているもの！」

「それは──それは、でも……」

「ロカくんは……？」

「え？」

「ロカくん!?」

　ドロシーが走りだす。

　なんてことだ。今の今まで、ロカのことはカルアの頭に浮うかばなかった。

　ロカは、おそらく衝しよう撃げき波はで吹き飛ばされて、建物の壁かべに叩たたきつけられ──その壁が崩れて、下した敷じきになったらしい。

　ドロシーはロカの前で足を止めた。

「……ロカくん」

　ロカは動かない。カルアは片かた膝ひざをついて、慌あわててロカを押し潰つぶしている瓦が礫れきを持ちあげようとしたが、だめだ。びくともしない。息は、息はあるのか。口に手をあててみる。呼吸は、どうやらしている。

「……生きてる。大丈夫だ、ドロシー。ロカは、生きてる」

「ロカくん……」

　ドロシーは、聞いていない。もう魔王の血は眠りについているのに。それなのに、カルアの言葉がドロシーに届いていない。

「ロカくん……これも、わたしが。わたしが、ロカくんを」

「だから、大丈夫だって！　ロカは生きてるから──」

「わたしは」

　ドロシーは自分の両手を見た。

「わたしは、魔王。悪い魔王。わたしは、殺す。壊こわしてしまう。何もかも」

「そうじゃない、ドロシーッ！」

「これが、わたし。わたしの正体」

「ドロシー……そんなことは──ちょっ……ドロシー？」

　カルアは一いつ瞬しゆん、何が起ころうとしているのか、理解できなかった。

　ドロシーがカルアに背を向けたのだ。

　それだけじゃない。ドロシーは歩きだした。早足だ。遠ざかってゆく。

「え……？　ドロシー？　なっ……」

　まさか、どこかへ行くつもりなのか。カルアを置いて？　一人で？　そんな──カルアは立ちあがった。追いかけようとしたら、ドロシーが叫さけんだ。

「こないで！」

「こ、ないで──って……」

「ついてこないで」

「や、だけど」

「わたしを、一人にして。もういいから」

「もういいって」

「わたしは、一人でいたほうがいい。わたしと一いつ緒しよにいると、不幸になる。誰だれも彼もみんな、わたしはいつか、この手で殺してしまう」

「ドロシー、僕は！」

「カルアを殺したくない……！」

　ドロシーは駆かけだした。いけない。行くな。一人で行かせちゃだめだ。つかまえないと。カルアはそうしようとしたのだ。でも、ロカが「……ん……」と声を出して、うっすらと目を開けた。

「ロカ！」

　呼ぶと、ロカは咳せきこんで、

「……カルア……にい、ちゃん……」

　とかぼそい声で答え、「うっ……」と顔をしかめた。痛いのか。あたりまえだ。カルアの力では動かせないような、大きな瓦礫の下敷きになっている。痛くないわけがない。

「待ってろ、ロカ、今──」

　いや、だけどドロシーが。

　カルアはロカを見て、ドロシーを捜さがす。いない。見あたらない。

　アンナマリーはかろうじて繫つながりつつある両りよう腕うでで、シズの右半身と左半身をくっつけようとしているのか。くっつくわけがないのに。

　ドロシーを追わないと。

　ロカを放ほうっておくわけにもいかない。

　どうする。

　どうすればいい。

「誰か……！」

　カルアは声を張りあげた。

「誰か、手を貸してくれ！　子供が怪け我がをしてるんだ！　頼たのむ、誰か……！」

　まずロカを助ける。それからドロシーを。それでいいのか。わからない。よくないような気がする。だけどわからないんだ。どうするのが最善なのか。

　最善？

　ない。

　一番いい方法なんて、あるわけがない。

　もうどこにもありはしないんだ。
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「……少々困ったことになりましたな」

　カルアはゲルラのことをそれほど知らないのだが、金を積んで頼めば何でもしてくれそうな、どんなことでも経験していないことはないのではないかと感じさせるような、そんな底知れなさをこのジャグラグ人は漂ただよわせている。そのゲルラが、困った、と言うくらいだから、本当に困っているのだろう。

　困らせているのは、むろんカルアだ。

　大怪我をしたロカを運びこんで、ドロシーと、それからエルチネの行方ゆくえを捜してもらいたいと頼んだ。こうして、隠かくれ家がまで用意してもらった。

　今、カルアとゲルラ、ロカ、そしてロカを看護してくれている細身のジャグラグ人女性は、その隠れ家にいる。

　ずいぶん奥まった場所にある、狭せまい家屋の一室だ。

　粗そ末まつな寝しん台だいと椅い子すが一つずつあるだけで、窓もない。

　カルアは椅子を勧すすめられたが、断った。

　ロカは寝台の上で寝ね息いきを立てている。ここに連れてくるまではだいぶ苦しそうだったが、投とう与よされた鎮ちん静せい剤ざいのおかげで眠ねむっているようだ。

「すまない、ゲルラ」

　カルアは頭を下げた。

「他ほかに頼たよれる相手がいなかった。ここまで迷めい惑わくをかけるつもりはなかったんだけど」

「いえ、それはよいのです」

　ゲルラは低く笑った。

「ベクター殿どのとは、若いころからのつきあいでしてな。あの方は恩を売るようなことは好みませんが、じつは命を救われたことすらあるのです。甥おい御ご殿にお力ちから添ぞえさせていただくのは、我が身の喜びですらあるのですが──帝国が絡からんでいるとなると、当協会も多少動きがとりづらくなるのですな」

「誰だって、帝国に目をつけられたくはないだろうし」

「正直に申しあげて、そのとおりです」

　ロカの前では、鉄アイのアン心ハー臓ツソ協サエ会テイは堂々と活動している、帝国法に照らしてもやましいことは何もない、とゲルラは言っていたが、あれは事実じゃない。たとえば以前、カルアとドロシーが持っていた偽ぎ造ぞう公民章は、ゲルラに用意してもらったものだ。所持が禁止されている銃じゆう器きも、買い手の身み許もとが確かで代金さえ払はらえば売ってもらえるだろう。ただ、犯罪行こう為いは協会の本業じゃない。副業ですらなく、あくまで協会員や顧こ客きやくのニーズを満たすべく取りそろえている商品の中に、違い法ほうの物品がふくまれているというだけのことらしい。

「この者は」

　ゲルラはジャグラグ人女性を視線で示した。

「協会の関係者ではありませんでな。竜の巣ドラグレアの竜人ドラグーンです」

「……竜の巣ドラグレア。竜の末まつ裔えいを自任するジャグラグ人たちの相そう互ご互助組織、だっけ」

「さようです。まあ、私の個人的な友人でしてな。信用できます。竜人が竜人を裏切ることはありません」

「お名前を教えてもらえますか」

　カルアが尋たずねると、ジャグラグ人女性はこっちを向いて、軽く首を振ふってみせた。

　ゲルラが代わりに、

「申し訳ない。彼女は口がきけぬのです。名は、ウェブリといいます」

「……そうなんだ。ウェブリさん」

　カルアはウェブリに向かって頭を下げた。

「ロカを看みてくれて、ありがとう」

　ウェブリはふたたび、今度はゆっくりと首を横に振った。どうか気にしないでください、という声が聞こえたように思えた。

　カルアはウェブリにちょっとだけ微笑ほほえんでみせてから、下を向いた。

　こんなことをしている場合じゃない。

　なんで僕はここでじっとしているんだ？　今すぐ飛びだして、ドロシーを捜さないといけないだろ？

　いや、ゲルラに捜してもらっている。土と地ち鑑かんもない自分が闇やみ雲くもに動きまわったところで、見つけられるわけがない。むしろ、ここで報しらせを待っているべきだ。

　わかっている。自分は間ま違ちがっていない。本当に？　こうしているのが正しいと、断言できるのか？　たとえ見つけることができなくても、捜すべきなんじゃないのか？　自分の使命は何だ？　ドロシーを安全なところまで逃にがすことだ。それが何よりも大事なんだ。それなのに──それなのに、あのときなんで、ドロシーを追わなかった？　ロカが怪我をしていたから？　それはある、なくはない、でも──それだけじゃないような気がする。追いかけることもできたはずなのに、できなかった。どうしてだ？

　わからない。

　とにかく足が前に出なかった。

　でも、見つけないと。

　ドロシーを一人にはしておけない。一秒だって、離はなれていたくはない。

　カルアは腰こしに差してあった魔ま剣けんレベルデッドを抜ぬいて、見つめた。

　ドロシーはこの魔剣を置いていった。ということは、丸腰だ。身を守る武器すら持たずに、一人でどこかをうろついている。

　一人きりでいるドロシーを、アンナマリーが狙ねらっているはずだ。ゲルラの手の者よりも先に、アンナマリーがドロシーを見つけたら、どうなるだろう。たしかに今までは生いけ捕どりにしようとしていたかもしれないが、たぶんもう違う。アンナマリーはきっとドロシーを殺す。ドロシーが殺される。

　考えただけで、頭がおかしくなりそうだ。

　なんとしてもドロシーを守らないと。

　ドロシーはここにいないのに、どうやって？

　そもそも、籠こ手てを持っていないカルアが、超再生者リジエネレーターのアンナマリーに勝てるのか？

　わからない。

　そうじゃない、わからないというよりも、自信がないのだ。

　勝てるかどうか、ああでもないこうでもないと思案する前に、勝てる気がしない。

「カルア殿」

　と、ゲルラがおそらく、わざと名前でカルアを呼んだ。

　顔を上げると、ゲルラはひんやりした手でカルアの手をそっと握にぎった。

「ベクター殿とは、あのあとにもお会いしておりましてな。カルア殿を大変心配なさっておいででした。いずれ見まみえることもあろうが、もしそれより先に私がカルア殿に行き逢あうことがあれば──と、言付けを頼まれておったのです」

「……叔お父じさんが、僕に？」

「さようです。本来ならば先ほどお伝えするべきだったのですが、恥はずかしながら失念しておりましてな。私にはとんとわからぬ言葉なのですが」

「何だろう。教えて」

「〝信ずる者は足を掬すくわれる。それは真実必要か？〟と」

「信ずる者は救われる、じゃなくて、足を掬われる……？」

「はい。ベクター殿は紛まぎれもなくそう仰おつしやっておられました。私もはてと思い、確かく認にんさせていただいたので、間違いありません」

「叔父さんらしい」

　カルアはちょっとだけ苦く笑しようした。カルアの父、宮きゆう廷てい魔術師ルインは、叔父ベクター・アーヴについて、弟は自分よりも才能がある、と評していた。弟ベクターは兄ルインのことを、たぐいまれな素質を持ちながらくだらない規則や前例に縛しばられて自身の限界を狭せばめてしまった馬ば鹿か者だと、悔くやしそうに語っていた。

　どっちが上かなんて、カルアにはわからない。でも、父は生き真ま面じ目めで伝統を重んじる重厚な魔法使いで、叔父は頑がん固こで破は天てん荒こうな魔法使いだった。正反対だが、よく似ているところもある。そっくりな兄弟が、運命のいたずらか、何かの拍ひよう子しで別々の道を歩むようになって、それぞれ似ても似つかない大魔法使いになった。そんなふうに思えなくもない。

「信ずる者は、足を掬われる……」

　カルアはもう一度呟つぶやいた。

　どういう意味だろう？

　叔父のことだから、何か深い意味があるに違いない。

　それもたぶん、魔法に関することだ。

　必要。

　それは真実必要か？

　それとは、いったい何を指しているのだろう。

　──無理だ。

　謎なぞかけの答えを求めて頭をひねっていられるような状じよう況きようじゃないし、冷静に物を考えられる状態でもない。

　ただ、それは真実必要か、という言葉は、カルアの胸をえぐった。

　必要──かもしれない。

　今の自分には。

　叔父が言わんとしていることとは、おそらく、いや、確実に、まったく異なっているだろうが、もう手段を選んではいられない。

　カルアは魔剣を腰に差しなおして、ゲルラに向きなおった。

「用意してもらいたいものがあるんだ」
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　わたしは、何がしたいんだろう。

　わたしは、一番上の娘むすめだったから、いつか自分は魔王になるのだろうと、自然とそう思っていた。

　魔王になる、ということが、どういうことかは、よくわかっていなかったけれど、わたしはいつか、魔王になる。

　父のような、立派な魔王に。

　帝てい国こくと戦争をしていることは、幼いころから知っていた。

　国が乱れていることも、わかっていた。たぶん、戦争のせいだと、わたしは見当をつけていた。

　どうして、人が人を殺したりするのだろう。

　いくら考えても、わたしにはわからなかった。

　帝国は戦争なんかして、何がしたいのだろう。何を欲ほしがっているのだろう。

　レベルデッド魔王国はもともと資源国だったから、帝国がそれを欲ほつしているということは、頭ではわかる。

　でも、やっぱりわからない。

　戦争すれば、魔王国の人だけじゃなくて、帝国の人たちだって死ぬのだ。たくさん、たくさん、死ぬのだ。その人たちには、お父さんがいて、お母さんがいて、おじいさんやおばあさんもいて、恋こい人びとがいたり、奥さんがいたり、子供だっているかもしれない。友だちだっているだろう。人が一人死ぬことは、その人がいなくなるだけじゃなくて、その人と繫つながりのある人たちみんなが、その人を失うということでもあるのだ。

　それなのに戦争する人たちは、どこかおかしい。

　どこそこの戦線で、我が軍は何人死にました。何人怪け我がをしました。敵軍は何人死にました。怪我人の数は不明です。

　それで、こっちのほうが死んだ人の数が少なかったから勝ったとか、相手の死者数が少なかったから負けたとか。

　昨日は何人死にました。

　今日は何人死にました。

　明日は何人死ぬでしょう。

　まるで、天気について話しているみたいだ。

　昨日は曇くもりでした。

　今日は晴れでした。

　明日は雨でしょう。

　だけれど、そういう日がつづくと、不思議なことに、わたしも慣れていった。

　人が死ぬのはあたりまえのことで、何人死んだか、それが問題なのだと、知らないうちにわたしも受け止めるようになっていた。

　それじゃいけない、と思うけれど。

　死んだ人たちにはそれぞれ顔があって、人生があって、それが失われたのだから、せめて慰い藉しやしなければならないのだと言い聞かせて、わたしは毎日、お祈いのりした。

　死んだ人たちが、もうつらい目に遭あいませんように。

　安らかに、永遠に、眠ねむれますように。

　できたら、戦争なんかしなくてもいい場所に、生まれ変われますように。

　戦争をつづけて、いつか勝てるなんて、わたしは信じていなかった。

　たぶん、父も母も武官も文官も、ほとんど誰だれも、信じていなかったと思う。

　ただ、いつか終わるだろうと思っていた。

　わたしはきっと、そのとき死ぬのだろうと覚かく悟ごしていた。

　だから、ごめんなさい、死んでいった人たち、わたしもいつかそこに行くから、待っていてね、許してね、ごめんなさい。

　わたしは死ぬはずだったのだ。

　それなのに、どうしてか、生きている。

　生かされてしまった。

　わたしはどうすればいいのだろう。

　死ぬはずだったわたしに、何かできることは、やるべきことはあるのだろうか。

　わたしなりに、ずっと考えて、出した結論は──

　魔王になること。

　わたしは結局、魔王の血を引いている、魔王の娘だから、魔王になるしかない。

　いい魔王に。

　じゃあ、いい魔王って？

　はっきりとはわからないけれど、苦しんでいる人を助けたい。

　救いを求めている人がいれば、手をさしのべたい。

　自分にできることがあれば、したい。

　帝国は、憎にくい。

　帝国なんかなくなってしまえ、と思う。

　帝国に踏ふみにじられる人たちを、救いたい。

　いい魔王になりたい。

　できるか、できないか、じゃない。

　せめていい魔王にならないと、わたしには生きている価値がない。

　わたしが生きている意味もない。

　わたしが生まれた意味もない。

　父と母がわたしを生んだ意味もない。

　魔王の血がここに存在する意味がない。

　でも、ああ、でも、だけど、わたしは。

　わたしにできることは。

　座りこんで、壁かべに背を預けて、両手を見る。暗いから、ほとんど真っ暗に近いから、よく見えない。でも、汚よごれている。濡ぬれている気がする。

　血で。

　殺した。

　殺したんだ。

　わたしがこの手で殺した。

　シズ・ブラッドベリ。

　帝国軍の兵士だけど、追っ手の一人だけど、悪い人じゃなかった。わたしを捕つかまえようとしていた、でも、殺そうとはしていなかった。それなのに、わたしは彼女を殺した。真っ二つにした。そのときのことは覚えていない。覚えていない？　本当に？
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　覚えていない、と思おうとしているだけじゃないの？　本当は違ちがうんじゃないの？　覚えているんじゃないの？　わたしじゃない、魔王の血がやらせた、わたしのせいじゃない、そう思おうとしているだけなんじゃないの？

　違う、そんなこと、ない、覚えていない、本当の本当に、でも、ああ、わかる、わたしがやった、間違いなくわたしが、否定しようがない、わたしが殺した。

　こんなことがしたかったわけじゃない。わたしはただ、助けようと。困っている人がいたら、苦しんでいる人がいたら、助けようと。誰かを傷つけたかったわけじゃない。それはもちろん、家族を殺した人たちは憎い、仇かたきを討うちたい、そんなふうに考えたことが一度もないわけじゃない、でも、変わらない、たとえ仇あだ討うちをしたって、死んだ人たちは戻もどってこない、何の意味もない、それよりわたしは、いい魔王に。いい魔王になって、それで、そうして──復ふく讐しゆう。

　そう。

　いい魔王になることで、魔王の血を引く自分が、いろいろな人に感謝されて、賞賛されて、たくさんの人たちに必要とされて、いい魔王、魔王ここにありと知らしめて、そんな魔王の国を滅ほろぼした帝国は外げ道どうだと、鬼き畜ちくだと、帝国の所業は間違いだと証明したい、少しずつ、時間をかけて、わたしはいい魔王に。

　わたしは、そんなことを、考えていた……？

　我ながら、だいそれた、子供っぽい、馬鹿げた企たくらみだ。

　そんな力、わたしにはないのに。

　わたしにできるのは、人を殺すこと。

　わたしに備わっているのは、破は壊かいの力。

　でも、魔ま剣けんレベルデッドを置いてきたから、今のわたしにはそれもない。

　何もない。

　からっぽだ。

　わたしは、からっぽ。

　死んでしまえばいいのに。

　わたしなんか、死んでしまえばいい。

　そうすれば、カルアだって自由になる。カルアはすごい魔法使いだし、どんなふうにでも生きてゆけるだろう。一人なら。

　わたしがいるから。

　わたしなんかがいるから、カルアに迷めい惑わくをかけている。わたしは余計だ。邪じや魔まだ。邪魔者だ。いないほうがいい。消えたほうがいい。死んだほうがいい。

　両手を首にかけてみる。

　絞しめる。

　力をこめて、思いきり絞めつける。

　息ができない。目の前が真っ赤になる。頭の中が沸ふつ騰とうしそうになる。苦しい。手がゆるみそうになる。だめ。もっと。もっと力をこめる。死ね。死ね。死ね。わたしなんか、死んでしまえ。

　気が遠くなる。

　これで死ねるかな、と思う。

　力を抜ぬいちゃいけない。もっと力を。力。死。死ぬ。死──

　目が覚める。

　息をしている。

　気を失っていたのか。どれくらい？　わからない。でもたぶん、たいして長い時間じゃない。よだれや涙なみだ、鼻水で、顔中べとべとだ。汚きたない。わたしは、汚い。

　何が、死ね、だ。

　自分で首なんか絞めて、死ねるわけがない。少し考えれば、それくらいのことはわかるのに。馬ば鹿かなだけ？　そうかもしれないし、最初から死ぬ気なんてないのかもしれない。

　顔をぬぐおうとして、やめた。

　膝ひざを抱かかえこんで、壁に後頭部をこすりつける。ぐりぐりと、こすりつける。

　できない。わたしには勇気がない。自分で自分を殺すなんて、できっこない。情けないけれど、しょうがない。それがわたしだ。汚い、卑ひ怯きような、わたし。

　目をつぶる。

　わたしは待つことにする。そのうちきっと、アンナマリーがわたしを捜さがしあてる。アンナマリーはわたしを許さないだろう。わたしを殺そうとするだろう。

　アンナマリーにこの命をさしだそう。

　たぶん、アンナマリーにとって、シズはかけがえのない、誰よりも、何よりも大事な人だった。わたしはそれを奪うばった。埋うめあわせにはならないと思う、でも、ちょっとは気が晴れるかもしれない。アンナマリーに殺してもらおう。

　わたしが死んだら、カルアはどう思うだろう。

　少しは悲しんでくれるだろうか。それともやっぱり、厄やつ介かい払ばらいができたと、すっきりするだろうか。

　悲しんでほしくない、と強く思う。カルアには自由になってほしい。誰かもっとわかりあえる人と一いつ緒しよに、まっすぐ歩いていってほしい。べつに、それがエルチネでもかまわない。カルアはきっと、エルチネのことが好きだと思う。なんとなく、そう感じる。だからおそらく、エルチネに裏切られて、ショックだったはずだ。だけどエルチネもたぶん、本当はカルアのことが好きなのだ。

　わたしがいるせいで、二人は寄り添そえない。

　わたしさえいなければ、二人はきっと、うまくやってゆける。

　早く、早くきて、アンナマリー。

　わたしはここにいる。ここから動かない。だから、早く見つけて。

　わたしを殺して。

「おじょうさん」

　声をかけられて、わたしは目を開ける。

　アンナマリーじゃない。

　男の人だ。若いのか、年老いているのか。暗がりの中だし、判然としない。すぐ前で身を屈かがめて、わたしの顔をのぞきこもうとしている。

「はい」

　とわたしは答える。男の人は、

「どうしたんだい、こんなところで」

「……どうもしません」

「どうもしないってことはないだろ。女の子が一人でいるような場所じゃないよ。具合でも悪いのかい」

「具合は悪くありません」

「そうかい。でも、こんなところにいちゃいけないよ。危ないからね」

「危ない」

「そうさ。危ないよ。だめだよ、こんなところにいちゃ。家に帰りな」

「家」

「ああ。急いで帰らないとだめだ。まさか、ここで夜明かしするつもりじゃないだろ」

「わたしは人を待っています」

「人を？」

　男の人はあたりを見まわして、

「待ちあわせをするような場所じゃないと思うけどな。俺はここいらに住んでる者だけど、ここで人待ちをしている人なんて、一度も見たことがないよ」

「わたしは、見つけてほしくて」

「……おじょうさん、大丈夫かい？　どうも様子が変だな。まさか、家出とか」

「家はありません」

「家がない？　そうか。どうもわけありみたいだね。泊とまる場所は？」

　男の人に訊きかれて、わたしは首を振ふってみせる。

　すると男の人は肩かたをすくめて、

「まいったな。放ほうっておけばよかったんだろうが、そこまで聞いてしまうとね。おじょうさん、とりあえず、俺の家にこないか。なに、心配ないよ。すぐそこだし、家内も、子供もいる。俺はね、仕事の帰りなんだ」

　家内。子供。家族。

　わたしにはそんなところへ行く資格なんてない。シズ・ブラッドベリを殺して、ロカまで傷つけたわたしには、そぐわない。

　男の人は、でも、わたしの腕うでをつかんで、引っぱり起こす。

「おいで。こんなところにいちゃだめだ。さあ、くるんだ」

　わたしは男の人に連れてゆかれる。

　足早に歩きながら、男の人は、

「俺はグエンだ」

　と名乗る。

「わたしはドロシー」

　とわたしはお返しに名前を教える。

「そうか。ドロシー。このへんの人間じゃないな。そうか……」

　グエンの家は、たしかにすぐそこだった。

　家に入ると、グエンは灯あかりをつけた。小さなランプだった。それから出入口の戸に鍵かぎを、そして、かんぬきをかけた。

　家族がいるようには見えない。

　この薄うす汚よごれた小屋のような家には、わたしとグエンしかいない。

「家族は？」

　とわたしはグエンに尋たずねた。

「家族か」

　とグエンは答えて、わたしの背後に回った。

「家族はな、いないよ」

「なぜ？」

「さあな。親は死んじまったし、兄弟とは別れ別れだ。どこで何をしてるのかも知らん。もうくたばっちまってるかもな」

「あなたは一人なの」

「そうだよ、ドロシー。俺は一人なんだ」

　羽は交がい締じめにされた。

　わたしは身を硬かたくする。

「何を──」

「わかってるんだろ？　あんなところに一人でいて、おとなしくついてきたんだからな。わかってないってんなら、ただの馬鹿だ」

「わからない」

「だったら、馬鹿なんだな。どっちにしたって同じことだ」

　グエンはわたしの両腕を押さえて、首筋に鼻を押しつける。匂においを嗅かぐ。

「若い娘むすめの匂いだ。いいな。いい。興奮する。おまえはどうだ、ドロシー。いやか。俺にこうされるのは」

「やめて」

「いやなんだな。気持ち悪いか。そりゃそうだ」

「あなたは何をしているの」

「おまえを抱だこうとしてるんだよ、ドロシー」

「抱く」

「そうだ。初めてなのか、ドロシー。おまえは本当に馬鹿なのかもな」

「馬鹿」

　そうかもしれない、とわたしは思う。かもしれない、じゃない。わたしは馬鹿だ。

　グエンはわたしの首筋から耳の後ろに鼻を移動させて、荒あらい息をしている。グエンの左腕はわたしの両腕を押さえて締しめつけていて、右手はわたしの身体からだをまさぐっている。気持ち悪いか、とグエンが言った。わたしにはよくわからない。気持ちよくはないけれど、とくに気持ち悪くもない。何も感じない。

　あらがう気にもなれない。

　わたしは力を抜く。というよりも、抜けてしまう。

　立っているのも億おつ劫くうで、わたしはもう、グエンに支えられている。

　ふと、グエンの動きが止まる。

「……おまえ、泣いてるのか」

「泣いている」

　わたしは鸚おう鵡む返がえしに言って、まばたきをする。そのときに気づいた。わたしの両目から涙が流れている。

「わたしは、泣いている。なぜ？」

「し、知るか」

「わたしにはわからない。何もわからない」

「大丈夫か、おまえ」

「はい」

「……どうだっていいんだがな」

　グエンはまたわたしの首筋に、今度は唇くちびるを押しつける。髭ひげが刺ささって、少し痛い、とわたしは思う。

「どうだっていいんだ。きれいな肌はだだ。すべすべだ。おまえはこれから俺のものになるんだ。男とやったことはあるか。きっとないだろうな。俺が初めてってわけだ。最高だ。俺はな。これだけが楽しみなんだ。教えてやるよ、ドロシー。どうせ誰だれにも言えないだろうからな。俺は暗くなるとああやって街をうろついて、獲え物ものを探すんだ。おまえみたいな獲物を。おまえはぼんやりしてたから騙だまして連れてきたけどな。さらうこともある。騒さわいだり、暴れたりしたら、殺す。殺してからでも、まあいいんだ。生きてるほうがいいけどな。そうさ。生きてるほうがずっといい。生きたまま慰なぐさみ者ものにするのが一番いい。わかるか、ドロシー。生きてる女と死んでる女とじゃあ、ぜんぜん違ちがう。どう違うかっていうとだな、生きてる女は反応する。どんなにいやがっても、生きてる女は反応するんだ。それがたまらない。俺は女が好きなんだ。気がついたら女を抱くことばかり考えてた。でもな。俺は不細工なんだ。そんじょそこらの不細工じゃない。さっき灯りをつけたとき、驚おどろかなかったか？　俺は醜みにくい。俺のツラを見れば、どんな女でも逃にげだすんだ。だから、俺は暗くなってから女を探すことにしてる。明るいうちだと、俺がそこにいるだけで女は寄りつかないからな。職場の親方にも言われてるんだ。おまえは人前には出るなって。客が仰ぎよう天てんするからってな。最初はそりゃあ傷ついたよ。でも、慣れたし、そのとおりだからな。俺はわかってるんだ。自分がひどい不細工だってことは。醜しゆう悪あくだってことは。まともなやり方じゃあ、女を抱けない。商売女だって、俺とはいやがるんだ。大枚をはたいて抱かせてくれる女もいるけどな。ひどい女ばかりさ。病気持ちだったりしてな。俺にだって好みはあるんだ。冗じよう談だんじゃない。なんで金を払はらってそんなブスの年とし増まを抱かなきゃならないんだ。だから女を買うのはやめた。調達することにしたんだよ。やってみたら、これが意外と簡単なんだ。コツは、そうだな、浮ふ民みんを狙ねらうことだ。まあ、場ば所しよ柄がらだよな。ほとんど浮民しかいない、公民はめったに足を踏ふみ入れない地区ってのがある。ここらもそうだがね。俺は違うぜ。俺はちゃんと税金を納めて、公民章を持ってる。わざとこんなところに住んでるんだ。浮民が住んでる地区は、どっちかなんだよな。やたらと身内意識が強いか、互たがいに無関心か。極きよく端たんなんだよ。ここは、無関心なほうだ。流れ者だとか、鼻つまみ者だとか、汚きたない商売をしてるやつだとか、親兄弟がいないやつだとかな。そういう連中の吹ふき溜だまりさ。だから、ドロシー、おまえがわめいても無む駄だだ。誰も助けてくれない。とにかく、浮民の女を狙うんだ。これが、簡単なんだ。必要なのは、ちょっとの機転と、度胸だけさ。それだけあれば、誰にもできる。なんでみんなやらないんだ？　俺は不思議なんだ。でも、ひょっとしたら、俺には簡単だけど、他ほかの男にはそうでもないのかもな。俺は特別なのかもしれない。俺には才能があるのかもな。何人も、何人も、こうやって女を抱いたよ。何人だと思う？　もちろん、俺はちゃんと覚えてる。今まで三十七人だ。おまえが三十八人目だよ、ドロシー。本当はさ。間かん隔かくをあけるんだ。一ヶ月とか、二ヶ月とか、それ以上とか。あまり頻ひん繁ぱんにやると、さすがに警けい戒かいされるかもしれないからな。じつは、四日前に一人やったばかりなんだ。今回は、たまたまなんだ。俺はたまたま、おまえを見つけちまったんだ。一目見て……ああ、暗くても、俺にはわかるんだな。わかるようになったんだ。上玉だと思ったんだ。こいつはやらなきゃ後こう悔かいするってな。ドロシー。ああ、いい匂いだ、ドロシー。肌がきれいだ。こんなにきれいな肌をした女は初めてだ。おまえを飾かざっておきたいよ。ここにずっと飾って、好きなときに、好きなだけやるんだ。そうしたいのは山々だけど、無理だろうな。じっとしてないだろうしな。俺はおまえをぞんぶんに楽しんだら、殺すしかないんだ。残念だな。残念だけど、しょうがない。これはどうしようもないことなんだよ、ドロシー。俺が不細工だから、醜いから、悪いんだ。女に好かれるような見た目に生まれてたら、俺だってきっと、こんなことはしなかったよ。でも、俺は醜いからな。だけど俺は女を抱きたいんだ。女を抱きたくてたまらないんだ。しかたないだろ。ああ、好きだ、ドロシー。俺はおまえのことが好きだよ。こんなに好きなんだよ。それなのに、なんでだ？　どうして反応しない？　いやじゃないのか？」

　わたしはグエンの顔を見つめていた。

　部屋は薄暗いし、グエンはわたしの首筋や耳の後ろを舐なめまわしているので、ちゃんとは見えない。でも、顔だちくらいはわかる。

　たしかに、整ってはいない。鼻が大きすぎて、眼球が突つきでているし、皮ひ膚ふは黒ずんでいて、でこぼこしている。

　グエンはわたしの視線に気づいて、少しだけ身体を離はなした。

「……な、何だ。なんで俺を見てるんだ」

「あなたは醜いの？」

「見りゃわかるだろ、そんなことは」

「わたしにはよくわからない」

「わ、わからないだと？　ふざけたことを……そうか、わかったぞ、俺を惑まどわすつもりだな。残念だけどな。無駄なことだ。楽しむだけ楽しんだら、始末する。それが俺のやり方なんだ。ずっとこうしてきたし、間違いは一度もない」

「わたしを殺すの？」

「そうだ！　言っただろ。俺はこれからおまえを抱いて、殺すんだ！」

「どうして？」

「それが一番いいんだ！」

　グエンはかきむしるように自分の顔を手でこすった。

「これしかない！　この方法しか！　お、おまえだって……おまえだって、そのほうがいいはずだ！　何しろ、この俺に抱かれるんだからな！　おぞましいだろ！　俺なんかに抱かれたら、もう生きてたくないだろ！　死んじまったほうがましだと思うだろ！　俺だって、それくらいわかってるんだ！　だから、こうするしか……」

「あなたは寂さびしいの？」

「寂しい……？」

　グエンはわたしから離れて、あとずさった。

「寂しいか、だと？　そりゃあ……寂しいさ！　寂しいに決まってるだろ！　誰も俺をまともに見ない！　弟で子し入りさせてくれた親方だって、塵ごみを見るような目で俺を見る！　親方の奥さんは、一度も俺と目をあわせたことがない、一度もだ！　それでも働かせてくれて、感謝してるさ！　ずっと下したっ端ぱで、給料が上がらなくても、文句なんか言ったことはないんだ！　でもな、わかってるんだ、職場で俺は汚お物ぶつなんだ！　親方は俺を怒ど鳴なりつける、殴なぐる、蹴ける！　それを見て、みんな安心するんだ、自分はあいつよりましだって！　見てくれもひどけりゃあ、無能で、どうしようもない、あいつよりはいい！　みんなそう思ってるんだ！　だけどな、本当の俺は違う、あんな雀すずめの涙なみだみたいな給料だけで公民税を払えるわけないだろ、俺は盗ぬすみもやる、酔よっ払ぱらいを見つけたら殴り倒たおして金目の物を奪うばう、女だって抱いてる、あいつらは知らない、何も知らない、俺を知らないんだ！　俺は汚物なんかじゃない、俺は──俺を、見るな……見ないでくれ……！」

　わたしはじっとグエンを凝ぎよう視ししている。

　グエンは後退して、両手で顔を覆おおう。

「やめろ！　そんな目で、俺を見るな……！」

　わたしはグエンに近づいて、彼の両手首を右手と左手で握にぎる。

　グエンは、やめろ、やめてくれ、と哀あい願がんしながら、わたしに逆らわない。

　わたしはグエンの両手を顔から外させる。

　グエンの顔は涙に濡ぬれている。

　わたしも泣いている。

「グエン」

　わたしはグエンを正面から抱だきしめる。グエンは一度、身体をこわばらせて、おお、と声をもらす。

「おお、おお、おお……」

　言葉にならない声を発しながら、グエンは床ゆかに膝ひざをつく。

　わたしはグエンの頭や背中をぎゅっと抱きしめる。グエンの顔を自分のおなかに押しつける。グエンはわたしにしがみつく。とりすがって、おいおい泣く。

　わたしはグエンを撫なでさすりながら、言う。

「グエン、わたしを殺して」
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　エルチネが網あみに掛かかったのは未明だった。カルアはロカをウェブリに任せて隠かくれ家がを出た。ゲルラにエッセナ市の詳しよう細さいな地図を見せてもらって記き憶おくしたので、地理はだいたい頭に入っている。エルチネは街がい娼しようが大勢立っている地区、八番街で目もく撃げきされた。扇せん情じよう的な恰かつ好こうをしている女たちの中に紛まぎれてしまえば傍はた目めには目立たないだろうし、髪かみを染めている女も多いらしい、いい手だとエルチネは思っているのかもしれないが、地元の女たちは余よ所そ者ものの女がいればすぐにわかる。それに、水色の髪の女なんているわけがない。まず間違いないだろう。

　カルアが鉄アイのアン心ハー臓ツソ協サエ会テイという様々な筋に顔が利きく組織の協力をえていることを、エルチネは知らない。

　そして、カルアが今まで以上の覚かく悟ごをもって事に当たろうとしていることにも、たぶん気づいていないだろう。

　歩いているだけで、アンナマリーに斬きられた左ひだり腕うでが疼うずく。

　痛みは感じるが、カルアは集中している。

　迷いはない。

　やれる、と思う。

　譲じよう歩ほも手加減もしない。必ず籠こ手てを奪い返す。そのためなら何だってする。

　籠手を取り戻もどして、すべてはそれからだ。籠手さえあれば、きっとぜんぶうまくゆく。

　信ずる者は足を掬すくわれる、という叔お父じの言葉が思い浮うかぶ。

　カルアは信じようとしている。籠手があればなんとかなると。それだけではどうにもならないと知りつつ、籠手にすがろうとしている。

　こんな姿、叔父さんには見せられないな、と頭の隅すみのほうで考える。叔父は絶対に叱しかるだろう。おまえは本当に魔ま法ほう使つかいか、それで魔法使いのつもりなのか、と。

「べつに、魔法使いじゃなくていい」

　カルアはあえて低く呟つぶやいた。

　そうだ。なんで魔法使いにこだわらなきゃいけない？　それこそ限界を狭せばめる行こう為いじゃないか。自分が魔法使いかどうか。そんなことはどうでもいい。それよりも大事なことがある。魔法は、魔法使いであることは、あくまで手段だ。目的じゃない。だいたい、僕は魔法なんか信じてないんだ。正直、魔法には先がない、とさえ思っている。だって、魔法は開かれていない。個人の資質に左右されすぎる。才能がある者でも、魔法に接することがなければ、そのまま一生を終えてしまう。そうした者は決して少なくないはずだ。ごく少数の物好きの、その中でたまたま運よく向いていた者だけが魔法を学ぶ。どこまでも非効率だ。すでに衰すい退たいしている魔法は、いずれ消え去り、忘れられるに違いない。魔法が存在しない世の中が訪おとずれる。どの国よりも魔法を軽視している帝てい国こくが勢力をのばせばのばすほど、その時代の訪れは早まるだろう。魔法使いたちは帝国によって葬ほうむられる。げんに、現代最高の魔法使いの一人と見なされていたカルアの父も、帝国に殺された。魔法は滅ほろびる。滅びつつある魔法を信じるなんて、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。叔父さん。ベクター・アーヴ。僕は魔法を信じない。

　信じるべきものは、魔法じゃない。

　自分自身だ。

　自分の意思だ。

　もうすぐ八番街だ。

　夜明けが迫せまりつつあるというのに、街灯がぽつぽつ灯ともる街路の両側に女たちが立っている。どの女も濃こい化け粧しようをして、色とりどりの服を身にまとい、胸や腹、脚あしをあらわにしている。

「あら、おにいさん、遊んでかない」

「まだ若いわねえ。めずらしい。安くするわよ」

「朝までどう？」

「ほらあ、こっちにきて」

「いいでしょう、遊びましょうよ」

　女たちが声をかけてくる。手を引こうとする女もいる。

　カルアは返事をしない。女の手を振ふりはらって、黙もく々もくと進む。

「ちょっと、そんなに急いでどこに行くのよ」

「おにいさん、だめよ、女を無視しちゃ」

　絡からみついてくる女もいる。やわらかな胸を押しつけてくる女も。だが、自分でも不思議なほど、カルアの心はまったく揺ゆらがない。女たちが物に見える。動くだけの、物。声はただの音だ。苛いら立だちもしない。

　悪くない、とカルアは思う。平べったくなって、高くも低くもならない、波立たない心は強きよう靱じんだ。この感じは悪くない。

「通さなーい」

　と言いながら通せんぼをした女を無言で押しのけて、カルアは歩く。

　八番街には、街娼たちが男に抱かれて稼かせいだ金で密造酒を飲んで憂うさを晴らす店が何軒けんもある。エルチネはその中の一軒、ボンボッタという店にいるらしい。

　表通りから一本、二本入って、街灯のない裏通りを少し行くと、飲み屋街の入口だ。飲み屋街といっても、客はほとんど娼しよう婦ふだろうし、出す酒は密造酒だから、ひっそりしている。時間帯のせいか、人通りもない。

　看板が出ていないので確かめようがないが、ボンボッタは三軒目のはずだ。

「ここか」

　カルアはまばたきをして、開門アンロツクする。小声で防ぼう御ぎよ魔法の呪じゆ文もんを唱えれば、準備は完了だ。

　戸を開けて店に入る。中は案外、広い。客の入りは五分といったところだ。見たところ、客は全員、女。ほとんどの女がこっちを見た。なんで若い男が、という表情だ。一瞬前までそれなりに騒さわがしかったのに、今は静まりかえっている。

「エルチネ」

　水色の髪。

　いた。

　一番奥の卓たくだ。

　エルチネは顔を上げて、その直後、立ちあがった。

　見るからに慌あわてている。

　手を打ちあわせて開門アンロツクし、呪文を唱えようとした。

　その前にカルアはベルトに差していた拳けん銃じゆうを抜ぬいて銃口をエルチネに向け、親指で撃鉄を起こし、人差し指を引き金にかけた。

　ハッカー＆クロウリーＭ７５６。中折れ式六連発回リ転ボ式ル拳バ銃ー。かつて帝国軍の制式装備だった拳銃で、グリフィンズＭ７７７に取って代わられたあと、裏市場に大量流出した。カルアが手にしているＭ７５６も、もともと帝国軍で使われていたものらしく、軍の刻印を消した痕こん跡せきがある。

「動くな、エルチネ」

　カルアは銃じゆう把はを握っている右手に左手を添そえながら、エルチネに歩みよってゆく。

　女たちは瞬間、息をのんだり、小さな悲鳴をもらしたりしたが、今は静かだ。

　エルチネも口を引き結んで、動かない。

　カルアの銃は、身じろぎもしないエルチネに狙ねらいを定めている。

「僕が言う以外のことをしたら、撃うつ。全弾だん撃ちこんで、きみを殺す」

「カ──」

「誰だれがしゃべっていいと言った？」

「…………」

「そうだ。黙だまっていろ」

　もうカルアとエルチネは四メテルほどしか離はなれていない。

　カルアは足を止めた。

　この距きよ離りなら外さない。万が一もない。

「籠手を外せ。右手からだ」

　言いながら、カルアは笑いそうになった。

　籠手なんていらないんじゃないかと思ったのだ。何が遺物レリツクだ、家宝だ。第ク五イ要ン素ト石ウラが埋うめこまれていて、魔法の半永久触しよく媒ばいとして機能する。魔マ力ナがつづくかぎり、どんな魔法でも使い放題だ。たしかにすごい。逸いつ品ぴんだ。でも、肝かん心じんの魔法がこのざまじゃないか。たった一丁の銃にも勝てない。たやすく制圧されてしまう。

　エルチネは右手の不エヴ滅アラのステ右イン手Ｒをゆっくりと外した。

　カルアは軽く顎あごを振ってみせた。

「テーブルの上に置け」

　エルチネはカルアに言われたとおり、テーブルに不エヴ滅アラのステ右イン手Ｒを置いた。

　カルアはうなずいて、

「次は左手だ」

　と命じつつ、テーブルに歩みよる。

　銃の照準はエルチネの胸の真ん中に合わせたままだ。

　カルアはテーブルの上の不エヴ滅アラのステ右イン手Ｒに左手をのばそうとした。そのときだった。

　背後で轟ごう音おんが鳴り響ひびいた。

　とっさに振り返った。出入口だ。戸が吹ふっ飛んでいる。何かが戸を粉ふん砕さいして店の中に突とつ入にゆうしてきたのだ。何か。人じゃない。でも、生き物だ。犬。犬だ。ただし、大きい。巨きよ大だいで、それだけじゃない、頭が三つもある。それぞれの頭がゴルゥン、ガウァ、バォンと吠ほえる。ペロ。ペロだ。ジャック・ラヴローの飼い犬が、どうしてここに。

　店は恐きよう怖ふと混乱の巷ちまたと化した。逃にげ惑まどう女。泣き叫さけぶ女。食器がひっくり返され、酒がぶちまけられて、テーブルや椅い子すが倒たおされる。

　そんな中を、ペロが突進してくる。

　こっちだ。

　カルアめがけて駆かけてくる。

「冗じよう談だんじゃ……！」

　カルアはペロに銃口を向ける。引き金を引いて、撃つ。二発の銃弾を浴びせてから、横っ跳とびする。だめだ。ペロは止まらない。弾たまはたしかにペロの額と左目に命中したが、やつには頭が三つある。

　ちらりとエルチネのほうを見た。

　エルチネは不エヴ滅アラのステ右イン手Ｒを引っつかんで逃げようとしている。

「くそ……！」

　出入口のほうには行けない。ペロはそっちからくる。向かって右手に、戸のない出入口がある。厨ちゆう房ぼうか。カルアはそっちに走る。グァオンッ。ホォバゥッ。ペロが追いかけてくる。厨房に入ると、案の定、裏口があった。戸は開け放たれている。店の人間がそこから逃げたのだろう。ペロに追いつかれる前に裏口から出て、どうせ無む駄だだろうが戸を閉める。頭上に光を感じた。

　何だ、と思うより早く、見上げて撃つ。

　それは素す早ばやく飛んでかわした。

　羽だ。

　それはきらめく美しい羽を生やしている。

　手には、大振りの刀。

　ピンク色の髪を振り乱して、黄緑の瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせている。

　小麦色の肌はだにうっすらと光る体紋もんが浮うきでていて、ぞっとするほどきれいだ。

「ジャックを殺したな……！」

「──妖よう精せい……！」

「知ってるんだ！　おまえが愛あい芹せりのジャックを殺した！　おまえも死ね……！」

「まだ死ぬわけには……！」

　カルアは愛芹を狙い撃ちながら、路地を駆け抜ける。

　一発。二発。三発。弾切れだ。

　愛芹は銃弾をかいくぐってカルアに肉にく薄はくし、刀を振るう。

「細切れにしてやるよ……！」

「っ……！」

　カルアは地面に伏ふせて、かろうじて愛芹の刀をかわした。

　愛芹は飛びすぎていったが、裏口から出てきたペロが突とつ撃げきしてくる。

　カルアは起きあがろうとした。間に合わなかった。ペロに体当たりされて、吹っ飛ばされた。途と切ぎれそうな意識をなんとか繫つなぎとめ、地べたに叩たたきつけられてすぐ、まばたきをして開門アンロツクする。

　ペロがのしかかってくる。

「従じゆ三さん位い雷らい霊れい惟コレ遠トオ──」

　カルアは磁鉄鉱マグネタイトの欠片かけらをとりだして、ペロに両りよう肩かたを踏ふみつけられながらも、なんとか呪文を唱える。

「暗アン雲ウンヲ斬キリ裂サク焰ホムラ刹セツ那ナニ震フルエ打ウチ貫ヌケ雷ライ切キリ……！」

　紙一ひと重えだった。もうちょっとでペロはカルアの顔面に咬みついていただろう。その寸前にカルアの掌てのひらから雷いかずちが放たれてペロを感電させた。ペロはぶるんっと全身を震わせたが、この程度で倒せる相手じゃない。カルアはペロの下から這はいだした。ペロはもう動きだそうとしている。愛芹がくる。
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「しゃあ！　しゃあ！　しゃあ……！」

　空中から襲おそいかかってくる愛芹を、その刀を、よけているという実感はもはやカルアにはない。必死で身をかわしている。それは事実だが、よけきれていない。あちこち斬られている。傷の深さは？　わからない。痛みさえ定さだかじゃない。致ち命めい傷しようじゃないことを祈いのりながら、カルアは路地からさらに狭せまい、身体からだを横にしないと入りこめない路地へ。

「生意気なんだよ！　逃げまわって……！」

　愛芹は地面に降りたって、カルアと同じように身体を横にして追いかけてくる。ペロは身体のサイズ的に無理みたいだ。吠えている。

「もお！　狭いよ、ここ！　おっぱいがつっかえるじゃないかぁ……！」

「そりゃよかった！」

　カルアはあえて軽口をたたいた。落ちつけ。冷静になれ。愛芹はたしかにうまく進めないみたいだ。カルアとの距離は開きつつある。妖精。妖精には魔ま法ほうが効かない。黒魔法ならいけるけど。だめだ。黒魔法は集中しきって領域ゾーンにでも入っていないと使えない。銃。銃だ。弾を込こめろ。弾丸はある。あと二十四発。射撃の訓練は受けたことがある。銃器の扱あつかいも一応、理解している。慣れてはいないけど。手がおぼつかない。くそ。指が震える。ちゃんと力が入らない。痺しびれている。傷。傷のせいか。どこを怪け我がしているのか。手。左手の親指と人差し指の間がざっくり切れている。肩も痛い。右肩。左の上じよう腕わんも。これは前にやられた傷か。いい。そんなことは、どうでも。とにかく弾を込めるんだ。路地を進みながら、弾を。よし。終わった。愛芹に銃口を向ける。──いない。

　どこに行った？

　もしかして、飛んで先回りするつもりか。

　ペロは路地の入口でまだ吠えている。

　挟はさみ撃ちにされる。

　考えろ。

　どうする。

　いつの間にか、肩で息をしている。呼吸にあわせて、身体中の傷が疼うずく。血がどくどくと流れている。

　まばたきをして、開門アンロツク。

「正しよう四し位い地ち霊れい愚グ封フウ」

　精霊を呼びだして、外がい壁へきに手をつく。

「不フ壊エノ底ソコ土ツチニ下クダセシ鉄テツ槌ツイ砕クダキ紊ミダシ聳ソビエヨ壁ヘキ巌ガン靠コウ」

　石いし壁かべだったから、どうにか穴をあけることができた。壁巌靠は地面を盛りあげて壁をつくるだけじゃない。こういう使い方もできるのだ。

　外壁にあけた穴から侵しん入にゆうした建物は、ボンボッタとは別の酒場だった。でも、今は営業時間外なのか、誰もいない。一休みしたくなったが、休んでいる場合じゃない。早く逃げないと。ジャック。ジャック・ラヴロー。やっぱり死んだのか。カルアが殺したのだ。魔法で殺した。それが何だっていうんだ。悪党じゃないか。死んで当然だ。罪悪感はない。これっぽっちも。それより、愛芹とペロを出し抜ぬけるのか。やらないといけない。エルチネから籠こ手てを取り返す。いや、それよりもドロシーだ。ドロシーを見つけないと。

　もう二度と、ドロシーと会えないかもしれない。

　不ふ吉きつな予感にとらわれて、カルアは瞬間、息ができなくなった。

　頭かぶりを振ふる。

　そんなことはない。

「……僕は、ドロシーを見つける。絶対に。何があっても、見つけてみせる」

　自分に言い聞かせて、歯を食いしばる。

　殺せばよかった。

　エルチネ。

　脅おどしたりせずにいきなり撃うち殺して、籠手をとりもどすべきだったんだ。

「次は、殺す」

　問答無用で、殺す。

　邪じや魔まをする者は全員、殺す。

　もう、そうするしかないんだ。

　そうするしか。
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　寝しん台だいの上で横になっている。

　そうしろと言われたからだ。

　グエンはさっきから何か支し度たくをしているようだ。

　この家には窓がないが、壁や屋根の隙すき間まから光が射さしこんでくる。もう朝らしい。

「ドロシー」

　グエンが寝台に近づいてきた。

「俺、仕事に行かなきゃならないんだ。休むと、親方に何されるかわからないからさ。親方は平気で俺をぶん殴なぐるし。鉄の棒でぶっ叩いたりもするんだ。仕事を辞やめたっていいんだけど、そうするならそうするで、じっくり考えてから決めたい。俺はこう見えて、計画的な人間なんだよ。行き当たりばったりはいやなんだ」

　ドロシーは顔を横に向けて、じっとグエンを見つめている。

　グエンはうつむいて、手で顔を覆おおった。

「……だから、見るなって言ってるじゃないか」

「どうして」

「恥はずかしいんだよ。そりゃあ、ドロシーはいいだろうさ。人に見られたって。なんたって、きれいだからな」

「きれい。わたしが」

「きれいだよ。俺が今まで見た中で、一番きれいさ。保証するよ。俺に保証されたって、うれしくないだろうけど」

「わたしはわたしのことを汚きたないと思う」

「そんなことはないよ。ドロシーは──」

　グエンは屈かがんで、手をのばす。

　ドロシーの頭に、こわごわとふれる。

　頭を撫なでられて、ドロシーはまばたきをする。

　グエンは手を引っこめる。

「きれいだよ。俺の言うことなんて信じられないだろうけど、本当だよ。少なくとも、俺は心の底からそう思ってるよ」

　ドロシーは答えない。

　何の言葉も見つからない。

　グエンは、これから、仕事に行く。

　ようやくドロシーは、

「いってらっしゃい」

　とグエンに声をかける。

　グエンは、はにかむように笑って、

「ああ、行ってくるよ、ドロシー。夕方には戻もどるから」

「夕方には戻る」

「うん。暗くなる前にね。暗くなったら……俺は、自分を抑おさえる自信がないからさ。言い訳かもしれないけど、俺の中にはね、もう一人の俺がいるんだ。暗くなると、そいつが目を覚まして、悪いことをしようとする。俺は止めたいんだ。ずっと止めたかったんだよ。でも、できなかったんだ。ドロシーのおかげで、そのことにやっと気づいたんだよ。だから、これからは努力するよ。あいつの好きにはさせない。わかってはもらえないと思うけどさ、この戦いは難しいんだ。すごく大変なんだよ、自分自身と戦うのは。悪い自分と向きあって、どけ、やめろ、出てくるな、と言うのはね。いや、言うだけなら簡単なんだけど、相手は実力行使してくるから、こっちも腕うでずくで止めなきゃならないだろ。だけど、俺は勝ったんだよ。ドロシーに悪いことをしなかった。俺は勝ったんだ。正直に言って、ものすごくきつかったけど、これからも俺は勝ちたいと思ってるし、きっと勝ちつづけられる。ドロシーがいてくれたら絶対大丈夫だって、俺は感じてるんだ。なんていうのかな。違ちがう気がするんだよ。これまでとは違う。何もかもが。今まで悪い夢でも見てたような心地ここちがしてるんだ。俺は悪い夢の中にいたんだよ。でも、もう目が覚めたから、大丈夫なんだ。こんなことを言ったら迷めい惑わくかもしれないけど、ドロシーは俺のお守りなんだよ。悪い自分から、俺を守ってくれる。ドロシーは光なんだ。俺は闇やみの中にいたんだ。ドロシーが照らしてくれたんだ。それで、ようやっと正しい道がわかったんだよ。俺は大丈夫だ。仕事をがんばるよ。親方に認めてもらえるように、がんばる。結局、俺はあきらめてたと思うんだ。こんな自分だから、どうせだめだろうって。何をしたって無む駄だだって。染しみついてるんだろうな。そういう考えが。だけど、やめるよ。そんな考え方をしてたって、何もよくならない。俺はねドロシー、馬の鞍くらとか靴くつとか鞄かばんとか、そういう革かわ製品を作る工こう房ぼうで働いてるんだよ。ああ、これはもう言ったっけな。ずいぶんいろんな話を聞いてもらったから、自分が何を話したか忘れちゃってさ。とにかく俺は工房で働いてて、ずっと下働きをしてきたんだ。まあ、雑用係だな。二十年だよ。普ふ通つうは、五年くらい下働きをしながらちょっとずつ仕事を覚えて、いろんなことを任せられるようになるんだけど、俺は二十年もの間、雑用一筋でさ。親方の意地悪だと思ってたけど、そうじゃないんだろうな。俺のせいなんだよ。俺がよくなかったんだ。俺、生まれ変わった気持ちで働くよ。仕事だって、見て覚えてないわけじゃないんだ。できることもある。親方に言ってみるよ。何でもいいから、雑用以外のことをやらせてほしいって。段取りはだいたい知ってるんだから。がんばって仕事をして、何か食べ物を買ってくるよ。悪いけど、それまで我が慢まんしてて。俺が帰ってくるまで。なに、すぐだよ。俺の話を聞いて疲つかれてるだろうから、眠ねむっていればいい。そしてドロシーが起きるころには、たぶん俺は帰ってくるからさ。じゃあ、行ってくるよ、ドロシー」

「いってらっしゃい」

「うん」

　グエンは家を出て、外から戸に鍵かぎをかけた。施せ錠じようする以外の音もした。戸が開かないように、何か細工をしているのかもしれない。

　ドロシーは顔をまっすぐ上に向けて、天てん井じようを見た。

　グエンはドロシーを殺さなかった。

　どうして殺してくれなかったのだろう。

　カルアは捜さがしているだろうか。

　捜さないでほしい。

　そう言っても、カルアは捜すだろうという気がした。

　グエンが殺してくれないなら、自分で自分を殺せばいい。でも、それはできない。今はまだ、できない。

　いつか覚かく悟ごが定まるだろうか。

　それまでは、ここでこうしていてもいいかもしれない。

　その前に、グエンが心変わりをして、ドロシーを殺すかもしれないし。

　ドロシーは目をつぶった。

　ひどく疲れている。

　もう何も考えたくない。考えられない。

　眠ろう。

　カルアの顔を思いだしたくないから、思いだすと胸が苦しくなるから、生きていたいのか死んでしまいたいのかよくわからなくなるから、眠ってしまおう。
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　苦く心しん惨さん憺たんして愛芹とペロの追つい跡せきを振りきり、命からがらなんとか隠かくれ家がに戻ることができた。傷はウェブリがぜんぶ縫ぬってくれた。それから、鎮ちん痛つう剤ざいと化か膿のう止どめを静脈注射してもらったが、化膿止めはともかく、鎮痛剤のほうはあまり効果がなかった。痛みは我慢できる。でも、動きまわることを考えると、痛みはないほうがいい。ゲルラに頼たのむと、気乗りしない様子ではあったものの、ウェブリに別の鎮痛剤を用意させた。

「痛みはきれいに消えると思いますが、副作用が非常に強いのですよ。危急の際でもなければ、おすすめはしませんな」

「今はその危急の際だよ、ゲルラ」

「その状態で動かれること自体、危険ですからな」

「べつに危険じゃない。これくらい平気だ。ただ、怪け我がのせいで鈍ると困る。僕が心配してるのはそれだけなんだ」

「鎮痛剤として開発された薬ではありますが、身体からだには毒なのです」

「すべての薬は毒でもある」

「麻ま薬やくとして用いている者も少なくないのですよ。我々ジャグラグ人は多くの薬物に耐たい性せいがありますが、この薬は効きます。それくらい作用が激げき烈れつなのです」

「やってくれ。頼む。金は払はらうから」

「金の問題ではありません」

「ごめん。そういうつもりで言ったんじゃないんだ」

「わかっております」

　ゲルラはウェブリに目をやった。

「打っておあげなさい、ウェブリ」

　ウェブリはうなずいて、カルアの腕に注射器の針を突つき刺さした。薬液が注ぎこまれてから少したつと、カルアの中で何かが変わりはじめた。

　カルアは大きなため息をついて、ゆっくりと首を回した。今まで曇くもっていたのか。室内なのに？　晴れている。太陽が出て。どこだ？　太陽？　わからない。とにかく陽ひが出ている。明るくて、あたたかい。息を吸うたびに、何かすばらしいものが体内に満ちる。それは身体中を駆かけめぐって、古かったり傷ついたりしている細さい胞ぼうを新しくする。歌いたい気分だ。カルアは歌っていない。それなのに、歌のような音が聞こえる。その音は輝かがやいている。何もかもが光を放っている。ウェブリも、ゲルラも、寝台も、まだ意識が戻らないロカも。まぶしくて、カルアは目を細める。こんなに大切なものに囲まれていたことを、カルアは知らなかった。何もかもが、こんなに大事だなんて。ひざまずいて感謝したい。そんなことをしなくても、みんなわかってくれている。ドロシー。ああ、ドロシーに会いたいな。この気持ちを伝えたい。ドロシーも喜んでくれるはずだ。

「どうですかな、痛みのほうは」

　ゲルラに訊きかれて、カルアはうなずく。

「いいね。いいよ。痛み？　痛い？　なんで？　どこが？　痛くないよ。どこも、まるで、痛くない」

「……効いているようで、何よりです」

「すごいな、この薬」

　カルアは笑った。こんなふうに笑ったのはたぶん、生まれて初めてだ。何のわだかまりもなく、こだわりもなく、楽しくて、気持ちよくて、笑っている。笑わずにはいられない。ここは僕が行きたくて、でも、たどりつけなかった場所だ。そこに今、僕はいる。すごい薬だ。薬一つでここにこられるなんて、詐さ欺ぎみたいだ。だけど詐欺じゃない。この感覚は本物だ。どう考えても現実だ。これが現実だ。苦しいだけの現実なんて噓うそっぱちだ。悩なやみなんてくそ食くらえだ。ここにいたいな。ずっとここにいたい。ドロシー。そうだ。ドロシーを捜さないと。ここに連れてくるんだ。ドロシーもここにくれば、きっとわかってくれる。きっと、じゃない。絶対にわかるはずだ。

「行くよ、ゲルラ。ドロシーを捜さないと」

「しかし、お姫ひい様の行方ゆくえについては、手がかりがありませんぞ」

「そっか。まいったな。でも、なんとかなるよ」

「……カルア殿どの」

「何？　どうかした？」

「エルチネと申す魔ま法ほう使つかいについては、どうも偽ぎ造ぞう公民章を買い求めようとしているらしいとの情報が入っております」

「ああ、そういえば、さっき言ってたね、そんなこと。エルチネなら簡単に見つけられるかな。じゃあ、そっちにしよう。どうせドロシーだって、そのうち見つかるんだ。必ず見つけられるよ。そうだろ、ゲルラ」

「……さようでございますな。どうかお気をつけて」

「僕は大丈夫だよ。こんなに気分がいいんだから、大丈夫じゃないわけがない」

　カルアは隠れ家を出た。身体が軽い。どこにでも行けそうだ。いつまでも歩きつづけられる。走ろうか。いや、それはやめておこう。とりあえず今のところは。

　エルチネはどこにいるんだっけ。偽造屋をあたっているとゲルラが言っていた。何人もの偽造屋にあたって、少しでも安く偽造公民章を手に入れようとしているらしい。おそらく列車に乗るつもりだろう。そうはさせないけどね。

　わかってるんだ。

　その筋では名の知れた、信しん頼らい度どと価格のバランスがいい偽造屋の名前と風ふう体てい、居場所を、ゲルラは教えてくれた。エルチネは早晩、彼のところにたどりつくに違いない。

　そこはミャウミャウ通りという曲がりくねった小こう路じだ。やたらと野の良ら猫ねこが多いことから、その名で呼ばれるようになったらしい。

　たしかに、そこらじゅうに猫がいる。道に猫、塀へいにも猫、建物の屋根の上にも猫、猫、猫、猫だらけだ。ここの猫たちは人間に馴なれているらしい。警けい戒かいするそぶりも見せずに、日向ひなたぼっこをしたり、毛け繕づくろいをしたり、日ひ陰かげで休んでいたりする。

　カルアは何匹びきもの猫に囲まれている男の前を通りすぎた。外がい套とうのフードを被かぶっていて、顔は見えない。でも、道みち端ばたに腰こしを下ろして猫の喉のどを撫なでている左手の薬指がやたらと長かった。間ま違ちがいない。あの男が偽造屋シェン・ゴーだ。

　カルアはシェン・ゴーがぎりぎり見える位置で足を止めた。ミャウミャウ通りにはシェン・ゴーのように道端に座っている人間が大勢いる。カルアも同じようにしゃがんでフードを被った。すぐに虎とら毛げの猫が寄ってきて、膝ひざに頭をこすりつけてくる。食べ物でも要求しているのか。

「悪いけど、おまえに食べさせるようなものは持ってないんだ」

　猫は首をかしげてカルアを見上げた。そうしていれば、そのうち根負けして何かよこすだろうと思っているかのようだ。

「ほんとに何もないんだよ」

　笑いかけて首筋を撫でてやると、猫は細い声で甘えるように鳴いた。

　猫の相手をしながら、さりげなくシェン・ゴーの様子をうかがう。

　カルアは確信していた。

　エルチネはくる。

　いつか、というよりも、近いうちに。

　根こん拠きよがあるわけじゃないが、今のカルアにはわかるのだ。勘かんが冴さえている。霊れい感かんが働いていると言ってもいい。頭の中がクリアなんだな。空気が澄すみきっていて、遠くまで見える感じ。頭の中があの状態なんだ。今ならどんなことだって理解できる。エルチネのことも手にとるようにわかる。籠こ手てがあれば僕を超こえられるとでも思ってるんだろうな。そんなわけないのに。魔法ってそんなに簡単じゃないんだ。魔法は残ざん酷こくなんだ。できる者はできる。できない者にはできない。最初から区別されている。努力は副次的だ。天才しかいない。天才の中にも差がある。厳然とした差が。

　エルチネ。きみには無理だよ。僕よりすごい魔法使いにはなれない。絶対、なれっこない。むなしくないのかな。きみだってわかっているはずなのに。

　無む駄だなあがきをしても、寂さびしいだけだ。

　大切なのは、気づくこと。気づくことで、魔法使いは進歩する。あくまで、自分の限界の中で。限界。

　限界は超えられないのかな。超えられないと、父さんは思っていた。どこまで行っても、自分の限界からは逃のがれられない。己おのれの限界まで行きつく道こそが魔道なのだと。

　叔お父じさんは違う。叔父さんは限界、あるいは限度を超えようとしていた。だから、父さんは悟さとりきったように落ちついていて、叔父さんはもどかしそうだった。もっと、もっとだ、もっと。叔父さんは絶えずそう念じているような人で、たぶん僕にもそれを要求していた。見えている道の果てにはまだ見ぬ道がつづいているし、道なき道を行くこともできる、そうやって前ぜん人じん未み踏とうの道を見いだして進めと。

　だけど僕にはできなかった。

　滅めつ亡ぼうに瀕ひんしていた魔王国で展望のない重責を担になっていた父さんと同じように、僕も先行きのない使命にとらわれていた。そう。

　この使命には先がない。ドロシーをドロシーのまま、魔王の娘むすめのまま帝国の外に逃にがしたって、何の解決にもならない。魔王の娘には何らかの価値があるかもしれないけど、それはドロシーにとっての価値じゃない。他人だ。魔王の娘を利用しようとする者にとって価値があるだけだ。魔王の血を残す？　骨こつ董とう品じゃないんだ。ドロシーは物じゃない。人なんだ。血筋なんて単なる感傷主義センチメンタリズムじゃないか。くだらない。

　いや、ただの血筋なら、くだらない、の一言で切り捨てることもできるけれど、魔王の血は違う。

　ドロシーは魔王の娘で、すなわちそれは魔王の力を持つということだ。

　かつて人々に魔王と恐おそれられ、その恐きよう怖ふ、畏い怖ふを身にまとうべく、魔王を自じ称しようするようになったともいうルナティック・デッド・エターナル。

　ドロシーはその後こう裔えいで、彼女の父がそうだったように、魔王顕現アウトブレイクすれば一いつ騎き当千、万ばん夫ぷ不当の恐るべき戦士と化す。

　そしてどうやら、虚神アダムさえも従えることができるらしい。

　ドロシーには利用価値がある。

　腑ふに落ちた。

　なぜ帝国がドロシーを生いけ捕どりにしようとしているのか。

　きっと、帝国は知っているのだ。魔王の血の有用性を。ならばどうして、赤黒隊ノワルージユという決して大きいとは思えない部隊だけがドロシーの追跡に携たずさわっているのか。きっと帝国の中でも、魔王の血について理解しているのは一部なのだろう。帝国の中のある勢力、ないしは重要な地位についている個人が、魔王の血を欲ほつしている。手に入れたがっている。たぶん、赤黒隊ノワルージユはその手先なのだ。

　やはり帝国の中にはいられない。

　国外に出て、どこかの国、たとえば陽よう国こくに亡命するというのもだめだ。いいように利用される。

　逃げる。

　そうだ。

　逃げるんだ。

　どこか遠くに、誰だれも追ってこられない場所に、逃げる。

　たとえば、永遠の命を持つに至った古き魔法使いたちや地ち竜りゆうたちが棲すむという神じん竜りゆう諸島はどうだろう。沿海州から海を渡わたって、神竜諸島へ。海には竜がいるけれど、小さな船ならめったに襲おそわれないと聞いたことがある。神竜諸島は人間が住めるような場所じゃないらしいが、あくまでただの人間の話だ。魔法使いと魔王の娘なら、なんとかなるかもしれない。いいや、なんとかなる。なんとかしてみせる。そこで僕とドロシーは不死の魔法使いたちや地竜と出会うんだ。いつか彼らに認めてもらう。ここにいてもいいと。そのためなら何だってする。

　ああ、早くドロシーに会いたい。

　いいことを思いついたんだ、ドロシー。違う、思いつきなんかじゃない。これは天てん啓けいだ。完かん璧ぺきに近い名案だと思う。今すぐドロシーにこの考えを伝えたい。きっと賛成してくれるはずだ。反対するわけがない。

　神竜諸島で、ずっと一いつ緒しよに暮らすんだ。

　どんなところだろう。

　想像もつかないけれど、すごいところだと思う。僕とドロシーを乗せた小こ舟ぶねが海岸にたどりつく。たぶん、砂すな浜はまじゃない、荒あら磯いそだ。接岸することもできなくて、僕らは浅あさ瀬せで小舟を下りる。海辺は岩山に見おろされている。その上に、巨きよ大だいな地竜が身を横たえている。僕らに気づいて、地竜は頭をもたげ、咆吼する。僕らは縮みあがって、走りだす。こんなところで生きてゆけるだろうか、もちろん不安はある、でも、二人で切り開いてゆくんだ。少しずつ、少しずつ、未知の土地に分け入ってゆく。

　ドロシーに会ったら、僕の考えを話そう。

　神竜諸島に渡る前に、叔父さんにだけは会っておきたいな。限界について聞きたい。叔父さんは、僕たち魔法使いの限界についてどう考えているのか。僕は今、変わりつつある。人はある大きさの容器を与あたえられていて、その容量一いつ杯ぱいまで満たすことはできても、それ以上に水をそそいでもあふれてこぼれるだけだ。人は死ぬまでその容器で勝負するしかない。父さんみたいに、そんなふうに考えていたけど、そうじゃないのかもしれない。僕だって、不死の魔法使いになれるかもしれない。なれるような気がするんだ。なれないなんて、誰が決めた？

　信ずる者は足を掬われる。

　それは真実必要か？

　叔父さんの言葉が胸に響ひびく。

　何かつかみかけているように思う。

　手が届きそうだ。

　でも、その前に、きみを始末しないとな。

　エルチネ。

　まともな服を着て、帽ぼう子しを被っても、すぐにわかるよ。歩き方に特とく徴ちようがあるし、大きすぎる胸は隠かくせないしね。籠手だって片方つけたままじゃないか。当然の用心だろうけど、不自然すぎる。

　エルチネはシェン・ゴーの前で足を止めて、何か声をかけた。

　シェン・ゴーが顔を上げて、答える。

　カルアは猫の背を撫でながら、待つ。

　そろそろかな、と思う。

　まばたきをして、開門アンロツク。中性精せい霊れいを呼び、防ぼう御ぎよ魔ま法ほうの呪じゆ文もんを唱えながら立ちあがって、拳けん銃じゆうを抜ぬく。撃げき鉄てつを起こす。

　エルチネはすぐに気づいて、こっちを見た。逃げるか。逃げない。手を打ちあわせて、開門アンロツク。

「おいでなさいな、従じゆ二に位い炎えん霊れい火ホ足タルさん……！」

　猛モウ火カ炎エン葬ソウか。

　カルアはかまわずエルチネに銃口を向け、引き金に人差し指をかけて近づいてゆく。

　エルチネは呪文を唱える。

「揺ユル揺ユレ震フルエ弔トムライニ燃モエ烈レツ火カニ踊オドリ舞マイ散チル徒アダ花バナ今コン生ジヨウ一イツ切サイ猛モウ火カ炎エン葬ソウ……！」

　炎がくる。猛然と。カルアは、だが、炎上しない。防御魔法が猛火炎葬を受け止め、吸収する。でも、さすがだ、エルチネ。悪くない魔法だ。猛火炎葬一発で防御魔法が壊こわれた。猫たちが悲鳴をあげながら逃げ散ってゆく。カルアがふたたび、即そく座ざに開門アンロツクして防御魔法を発動させると、エルチネも手を打ちあわせた。

「きて、従じゆ一いち位い炎えん霊れい有アリ禍カ……！」

「へえ」

　と、思わずカルアは目を瞠みはる。

　従一位の有禍。猛火炎葬じゃない。

「使えるのか、その魔法」

「飢ウエ沸ワキ立タチ足ア搔ガク焦シヨウ熱ネツノ深フカキ青アオノ申モウシ子ゴヨ唯タダ悉コトゴトク恣ホシイママニ──」

　エルチネは返事をせず、カルアに掌てのひらを向けた。

　カルアは微笑ほほえんで人差し指に力をこめ、引き金を引き絞しぼろうとする。

「ちゃんと使えたら、褒ほめてやるよ、エルチネ」

「──なんちゃって」

　エルチネはにやっと笑って身をひるがえした。

　カルアはとっさに発はつ砲ぽうする。外した。エルチネはまっすぐ走るのではなくて、右に左に蛇だ行こうしながら逃げてゆく。撃鉄を起こして、カルアも駆かける。

「せっかく褒めてやろうと思ったのにな……！」

「鉄砲で片を付けようとするなんて、魔法使いの面つら汚よごしですよ、カルアくん……！」

「顔が汚れたら洗えばいい！」

「知らないんですか！　その汚れはとれないんです！　誇ほこりを失った魔法使いなんて、手品師以下なんだから……！」

「誇りとやらを抱いだいたまま死ぬといいよ、エルチネ！」

　カルアは撃うつ。

「僕にはもっと大事なものがある……！」

　撃つ。

　撃つ。

「──っ……！」

　三発目がかすった。左ひだり肩かたか。エルチネは右手で左肩を押さえて、路地に飛びこんだ。カルアはベルトポーチから尖晶石スピネルをとりだして開門アンロツク、路地に駆けこむ直前に精霊を呼ぶ。

「こい、正しよう二に位い雷らい霊れい迅ジン宇ウ、従二位雷らい霊れい徹テツ辰シン」

　エルチネは路地の七、八メテル前方にいた。こっちを向いている。魔法を使う気だ。カルアも呪文を唱えだす。

「仰アオギシ空クウ冥メイ鳴ナリ渡ワタル霹ヘキ靂レキ燦キラメキ怒ド濤トウノ如ゴトク降フリ頻シキレ爆バク雷ライ索サク」

「揺ユル揺ユレ震フルエ弔トムライニ燃モエ烈レツ火カニ踊オドリ舞マイ散チル徒アダ花バナ今コン生ジヨウ一イツ切さい猛モウ火カ炎エン──」

　僅きん差さではあったが、勝った。

　カルアの魔法のほうが発動が早かった。

　幾いく条もの稲いな妻ずまが同時にエルチネを打ちすえる。エルチネは「あがっ」と声をもらして吹ふっ飛んだ。

　倒たおれ伏ふしたエルチネに照準を定める。

　引き金を引こうとしたら、研とぎ澄すまされているカルアの感覚が警告を発した。

　飛びのくと、一いつ瞬しゆん前までカルアがいた場所にアンナマリーが落下してきた。

「──魔法使い……！」

　アンナマリーは着地するなり、二本のナイフを手にカルアに飛びかかってくる。

「ドロシーはどこだ……！」

「さあね……！」

　カルアは下がる。後退するだけでは足りなくて、拳銃でアンナマリーのナイフを弾はじく。弾いてすぐさま、撃つ。

　アンナマリーは体勢を低くして銃じゆう弾だんをよけると、カルアに足あし払ばらいをかけようとする。

　カルアはアンナマリーの右足を右足で蹴けり返して、跳とび下がった。撃とうとして、やめる。残弾は一。弾たまを込こめなおす余よ裕ゆうはない。ベルトポーチからクロマイトをとりだしながらまばたきをして、開門アンロツク。

「従三位雷らい霊れい惟コレ遠トオ」

「やらせると思うか……！」

　アンナマリーは素す早ばやく距きよ離りを詰つめてくる。

　カルアは下がらない。前に出る。

「なっ……」

　アンナマリーは少し驚おどろいたみたいだが、それで鈍にぶってくれるような相手ならこんな手を使う必要はない。

　突つきだされるナイフは速く、カルアを即そく死しさせずに、それでいて戦せん闘とう能力を奪うばう鋭するどさを秘ひめている。

　右手のナイフが先だ。それから、左手のナイフ。

「暗アン雲ウンヲ斬キリ裂サク焰ホムラ刹セツ那ナニ震フルエ──」

　カルアは呪文を唱えつつ、左ひだり腕うでの前側、手首と肘ひじの間くらいのところで、右手のナイフを防いだ。

　ナイフの刃やいばは皮ひ膚ふを、筋肉を破って骨まで達したが、貫つらぬくまでには至らない。

　カルアは身体からだをぶつけるようにしてアンナマリーに迫せまり、彼女の左腕を右腕でがっちりと抱かかえこむみたいにつかんだ。

　そして、右手をアンナマリーの脇わき腹ばらにあてて、

「打ウチ貫ヌケ雷ライ切キリ」

「くふぁっ……!?」

　カルアの掌から放たれた雷撃がアンナマリーを感電させる。アンナマリーは白目を剝むいて、カルアにもたれかかってきた。一切加減しないで放った雷切だ。超再生者リジエネレーターのアンナマリーといえども、回復するのには時間がかかるだろう。

　カルアはアンナマリーを突き放そうとして、思いとどまった。

「……深フカキ青アオノ申モウシ子ゴヨ……」

　呪文。

「……唯タダ悉コトゴトク恣ホシイママニ……」

　エルチネが低い声で呪文を詠えい唱しようしている。

「……焼ヤキ尽ツクセ藍アイ色イロ炎エン上ジヨウ」

　特徴的な濃こい青の炎が襲いかかってきて、逃にげられない、とカルアは思った。だめだ。間に合わない。まさかあの状態で魔法を使えるなんて。油断した。

　藍色炎上。

　まともに食くらったら終わりだ。あの炎は普ふ通つうじゃない。炎霊魔法は得意じゃないし、従一位の炎霊を操あやつれる魔法使いなんてまずいない。だから初めて見たが、あれは標的を焼き尽つくすまで消えない、恐おそろしく執しゆう念ねん深い炎だという。

　死ぬのか。

　生きながら焼かれて、命を奪われるのか。

　ドロシー。

　もう会えないのか。

　──信ずる者は足を掬われる。

　それは真実必要か？

　カルアは何かをつかんだ。

　その瞬間はそれが何かまではわからなかった。

　でも、間ま違ちがいなくつかんだのだ。

　突とつ如じよとして、精霊が舞う。

　どこから現れたのか。とにかく忽こつ然ぜんと出現した。見たこともない精霊だ。というよりも、それには形がない。もしかすると、精霊ではないのかもしれない。精霊のようで、精霊ではないもの。それが、それらが、カルアの周りを乱らん舞ぶしている。藍色の炎に食われて、それらは刻一刻と数を減らしてゆく、でも、そのぶん炎が妨さまたげられている。カルアを守っているのだ。ついでに、アンナマリーも。

　防御魔法なのか。

　たしかに、死を意識した刹せつ那な、カルアの頭の中には防御魔法のことがあった。もし使う暇ひまがあれば、防御魔法を使っただろう。

　これはその結果なのか。

　開門アンロツクせず、呪文の詠唱もなしで、魔法を使った？

　そんな馬ば鹿かな、と思った途と端たん、藍色の炎が勢いを増した。いや、そうじゃない。防御魔法が弱まったのだ。これは僕の魔法。僕の防御魔法だ。でも、いったん衰おとろえてしまった。押し返せない。押しきられる。

「くっ……！」

　カルアはアンナマリーを突き倒しながら飛びすさった。

　藍色の炎はカルアの身体を軽く舐なめ、アンナマリーを包んで燃えさかる。

　ほんの瞬間でも、ものすごい熱だった。衣服は焦こげ、皮膚は焼かれた。

「……ああう！　あああぁ！　うぁぁぁああぁぁぁぁああぁぁぁぁあぁぁぁぁぁ……！」

　アンナマリーが火だるまになって転げまわる。

　藍色の炎に焼かれつつ、再生しているのか。再生しても、再生しても、焼かれる。燃やしても、燃やしても、再生する。

　いつまでつづくのか。

　術者が息絶えるまでか。

「藍色炎上。すごい魔ま法ほうだ」

　カルアは咳せきをした。喉のどがひりつく。

「……ひどい魔法だ」

　言いなおして、自分の両腕を見る。全体的に赤くなっている。早くも水すい疱ほうができかけているところもあった。顔面も似たような状態だろう。拳けん銃じゆうは問題なさそうだ。

「褒めてやるよ、エルチネ」

　カルアはエルチネに歩みよる。

　エルチネは身体のあちこちから煙けむりを立ちのぼらせて、目は白はく濁だくしていた。魔法を使ったのだから、息はある。でも、たぶん虫の息だろう。

　カルアは銃口をエルチネの胸に向けた。

　心臓の位置だ。

「従一位の炎霊を使いこなせるなんてね。僕はきみを甘く見てたのかもしれないな。きみ個人っていうよりは、人間を侮あなどっていたのかもしれない。合体魔法アマルガムのときに僕が感じたきみの全体像を、きみの限界を、きみは超こえてみせた。誇っていいと思うよ」

「……ちょっと……うれ、しい……」

「そう。それはよかった」

「……死に、たく……ない、なあ……」

「きみの希望なんて、僕の知ったことじゃない」

「……あたし……カル……ア……くん……と……」

「裏切ったからだ」

　カルアは唇くちびるを嚙かんだ。

　強く、きつく、嚙んだ。

　嚙みちぎる寸前まで、嚙んだ。

「僕を裏切ったからだ。僕を裏切ったりしなければ、こんなことにはならなかった。もっと……もっとわかりあうことだって、できたかもしれない。きみがそのチャンスをふいにしたんだ。僕は悪くない。きみのせいだ」

「……うん……わかって……る……」

「わかってない。きみは何もわかってない！　何も！　まったく！　わかってやしないんだ！　僕は、きみを……！」

「カルア……くん、の……せいじゃ……ない……」

「だから、そう言ってるじゃないか！」

「……藍色炎上、は……ちょっと……無理……だった、かな……あたし、には……」

「え……？」

「……あたし……が……死ぬ、のは……カルアくん、の……魔法の……せい、じゃ……」

「エルチネ」

「……自じ業ごう……自得……」

「おい、エルチネ」

「……ねぇ……あた……を……いて……」

「エルチネ！」

　カルアは膝ひざをついて、エルチネの頰ほおに、それから唇に手をふれた。まだ呼吸をしている。かすかに。死ぬのか。死ぬ。死ぬんだ。死のうとしている。

　僕がエルチネを殺す。

　いや、そうじゃないとエルチネは言った。藍色炎上を使ったせいだ。やっぱり無茶だったんだ。過ぎた力を行使しようとすれば、大きな代だい償しようを払はらうことになる。ときには自分自身の命をさしだす羽目になることだってあるのだ。人は、魔法使いは、身の程ほどを知らないといけない。エルチネは分不相応なことをした。藍色炎上の触しよく媒ばいは血星曜石ジグネヴイアだ。赤尖晶石レツドスピネルよりも遥はるかに貴重で、まず手に入らない。籠こ手てのせいだ。籠手をつけていなければ、エルチネも藍色炎上を使おうなんて思わなかっただろう。エルチネは愚おろかなことをした。その報むくいを受けて、死ぬ。僕じゃない。エルチネが自分で言ったとおりだ。自業自得なんだ。僕のせいじゃない。

　エルチネの息が止まった。

　アンナマリーが苦しそうに呻うめいている。藍色の炎ほのおは衰えつつある。

　カルアはアンナマリーに銃口を向けた。

　引き金に人差し指をかける。

　なぜだか力が入らない。

　銃を下ろして、エルチネを見た。表情がゆるんでいる。目が少し開いたままだ。閉じさせてやった。

　ねぇ、あた、を、いて。

　あれは何を言いたかったのだろう。おそらく、カルアに何かを求めていた。何かしてほしいとせがんでいた。

　もう遅おそい。

　エルチネは死んだ。それに、僕に何かを求めるなんてお門かど違ちがいだ。

　カルアは銃じゆう把はの底で地面を叩たたいた。

「……自業自得だ」
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　浅い眠ねむりから覚めると、身体からだを起こして寝しん台だいに腰こしかけていた。何かしようと思いたつことはなかったし、考えらしきものは浮うかんでこなかった。

　グエンは夕方に帰ってきた。

「やあ、ただいまドロシー。食べ物を買ってきたよ。こう見えて、俺は安くてうまい屋台をいくつも知ってるんだ。そこでね、ほら、これは細切り肉と葱ねぎと飯の炒いため物で、それからこっちは魚の揚あげ物もの、芋いも団子もあるし、あとはスープ。急いで帰ってきたんだけど、ちょっと冷めてるかな。でも、うまいはずだからさ」

　とくに空腹は感じなかったが、ドロシーは寝台の上に並べられた料理をすすめられるままに食べて、飲んだ。

　グエンは料理をつまみながら、ドロシーが食事をする姿を楽しそうに眺ながめている。

「いいね。こうやって誰だれかと飯を食うのは久しぶりだな。いつ以来だろう。考えても思いだせない。だけど、そのときはたぶん、いいものだとは思わなかったような気がするよ。ドロシーと一いつ緒しよだからいいのかな。きっとそうだ。そうに違いないよ。こんなことを言ったら驚おどろくかもしれないけど、ドロシーは俺にとって特別な存在なんだな。だって、そうじゃなきゃこんなふうにはなってないはずだろ。俺は思うんだけどさ。これは運命なんだよ。俺はきっと、ドロシーと出会うためにあんなふうな生き方をしてきたんだ。あんな生き方をしてなかったら、あそこでドロシーを見つけることはなかったはずだからね。すべては直結してるんだよ。これは俺の考えだけどさ。世の中にはいろんな人がいて、いろんな物があって、いろんな出来事が起こるわけだけど、ぜんぶ影えい響きようしあってるだろ。他ほかとまったく無関係なことなんてないんだよ。いいとか悪いとかじゃなくてさ。善悪は問題じゃないんだ。たとえば、俺があんな生き方をしてたのだって、ただ俺がやりたくてやったなんて、そんな単純なことじゃない。どういう両親のもとに生まれて、どんなふうに育って、周りにどんなやつがいて、何が起こって、そういうことが俺っていう人間をつくったわけだからさ。何もかも必然なんだ。偶ぐう然ぜんなんか一つもない。俺があんな生き方をしてたのはしょうがないことなんだ。同じようにさ。俺とドロシーがあのとき、あの場所で出会ったのも必然なんだよ。なるべくしてこうなったんだ。ドロシーもそう思うだろ。ドロシーなら俺の言ってることがわかるはずだよ。わかってくれると思うんだ」

　グエンの声が次し第だいに熱を帯びてゆく。

「俺のせいじゃないんだ。俺が悪いんじゃない。俺がこうなった原因は、少なくとも俺の中だけにあるわけじゃないんだよ。どうしてみんな、それがわからないんだろうな。親方もわかってない。頭が悪いんだな。俺がこうなったのは、親方のせいでもあるのに。無能呼ばわりされてさ、殴なぐられたり蹴けられたり、そんなことばかりされたら、仕事をするどころじゃないよ、そうだろ？　罵ののしられたくない、殴られたくない、蹴られたくない、そればっかり考えるようになるんだ。仕事は二の次なんだよ。俺は二十年、我が慢まんしてきたんだ。我慢してきたんだよ。親方はそれがわかってない。どれだけ俺にひどいことをしてきたか。本当なら、俺に何をされたって文句は言えないはずなんだ。親方も、同どう僚りようたちも、全員だよ。あの人たちは俺を知らないからさ。俺はあの人たちが思ってるような人間じゃないから。その気になれば、俺はあの人たちをどうにかすることだってできるんだ。あの人たちは俺を下だと思ってるかもしれないけど、そうじゃない。だから、勘かん弁べんしてやってたんだけどね。もう限界だな。限界だよ」

　グエンは床ゆかに唾つばを吐はいた。

「限界だ。やってられない。やってられるかっていうんだ」

「何かあったの」

　尋たずねるともなく尋ねると、グエンはうつむいて肩かたを震ふるわせた。

「……俺は今日から仕事を真ま面じ目めにやるつもりだったんだ。親方にもそう言った。心を入れ替かえて働きますって。何でもいいから、仕事を任せてくださいって。頭を下げて頼たのんだんだ。それが礼れい儀ぎってものだろ。俺は馬鹿じゃない。礼儀くらいちゃんと知ってるから、そうしたんだ。そうしたらさ、親方はどう答えたと思う？　笑ったんだよ。いきなり大笑いしたんだ。『おめえ今さら何言ってやがんだ、とうとう頭がいかれちまったのか？』ってね。ちなみに、これは親方の物真ま似ねなんだ。ドロシーは親方を知らないだろうからわからないと思うけど、けっこう似てるんだよ。親方が腹を抱かかえて笑うと、同僚たちも笑いだして、俺はもちろん頭にきてさ、でも、それよりショックだったんだ。まさかそんなことを言われるなんて想像してなかったからさ。それで、俺はどうしたと思う？　俺はね、ドロシー、俺は……笑ったんだ。親方たちと一緒に笑った。自分でもよくわからないけど、たぶん、ごまかそうとしたんだと思う。たしかに、その場はそれで収まったよ。何度か同僚に馬ば鹿かにされたけどね。だけどそれ以外はいつもどおりだった。何も変わらない。今までと同じだった。信じられないよ。信じられない。俺は変わるつもりだったのに。もっといい俺になろうとしてたのに。誰も望んでないんだ。それどころか、今までと同じ役割を俺に期待してる。だめで、クズで、八つ当たりするのにちょうどよくて、どんな扱あつかいをしてもいい、そんな俺でいてほしいと思ってるんだ。俺はいやなのに。俺はごみ箱じゃないんだよ、ドロシー。本当はもっと上等な人間なんだ。それなのに、親方たちが俺をごみ箱にしようとする。俺のせいじゃない。あいつらが悪いんだ」

　グエンは突とつ然ぜん、ドロシーの両肩をつかんで、

「なあ、ドロシー、俺は仕事を辞やめようと思う。あんな仕事、やってられない。どんなにがんばっても、どうせ一人前扱いしてもらえないんだから、意味がないだろ。明日、親方に言おうと思うんだ。辞めさせてくれって。どう思う、ドロシー？　辞めてもいいと思うだろ。辞めるべきだって思わないか？」

「わたしにはわからない」

「そんなことを言わないでくれよ、ドロシー。これはドロシーのためでもあるんだよ」

「わたしのため」

「そうさ。仕事を辞めたら、ずっとドロシーと一緒にいられるだろ。ドロシーだって、そのほうがいいだろ。いいに決まってる」

　ドロシーは答えられない。グエンの言っていることが理解できない。

　グエンはドロシーの両肩から手を離はなして、

「……ああ、すまない。つい興奮しちゃって。違うんだ。こんなことがしたいわけじゃない。俺は、だって、ドロシーに悪いことをしなかっただろ。しないつもりなんだ。言っただろ。ドロシーは特別なんだよ。他とは違うんだ。ひどいことはしない。誓ちかうよ。ただ、俺はドロシーと一緒にいたいんだ。これは運命なんだし。ドロシーだってそれはわかってくれるだろ。ドロシーがそばにいてくれれば、悪いことをしないですむような気がするんだよ。俺はきっと、いい人間になれる。そのためにはドロシーの助けがいるんだ。わかるだろ。ドロシーはただ俺と一緒にいてくれればいいんだ。あとは何もしなくていい。仕事はさ、そうだな、新しい仕事を見つけるよ。しばらくしたらね。平気だよ。蓄たくわえはあるんだ。よくないことをして貯めた金だけどね。もうこれっきりだ。よくないことはしないよ。やめるつもりなんだ。だから、そばにいてほしい。お願いだよ、ドロシー。ドロシーが一緒にいてくれないと、今にも俺は悪いことをしそうなんだ」

　やっとわかった。

　グエンは、ここにいろ、さもないとまた他の人を殺す、と言っている。

　ようするに、ドロシーを脅おどしているのだ。

　今まで三十七人の女の人を慰なぐさみ者ものにして殺したと、グエンは言っていた。放ほうっておけば、もっと殺すだろう。罪もない女の人が次々と犠ぎ牲せいになって、誰もグエンがそれをやっているとは知らない。

　グエンは恐おそろしい人なのだ。

　なぜ自分がここに、こんなところに、殺さつ人じん鬼きのねぐらにいるのか、ドロシーは一瞬わからなくなった。どうやってグエンと出会い、ここに連れてこられて、何があったのか、覚えていないわけじゃない。でも、どうして自分は抵てい抗こうしなかったのだろう。なんで一度も逃にげようとしなかったのか。

　ここにいるべきじゃない。

　でも、ここから出たいとドロシーが言って、グエンが納なつ得とくするだろうか。簡単に首を縦に振ふるとは思えない。間違いなく引き止めようとするだろう。隙すきをうかがって逃げだすしかない。

　ただし、もしドロシーが逃げおおせたら、グエンはまた女の人を殺すかもしれない。

　グエンの言葉が真実ならば。

　ひょっとすると、グエンは噓うそをついているかもしれない。本当は誰も殺していない。たまたまドロシーを連れこんで、威い嚇かくするために、自分を大きく見せるために、あんなことを言った。女の人を殺した証しよう拠こがあるわけじゃないのだから、その可能性もある。

「グエン」

「何だい、ドロシー」

「あなたがいない間、よく眠れなかった。疲つかれているから、眠りたいの」

「そうか。うん。それはよくない。寝ねたほうがいいよ。今、食べ物を片づけるから、寝台を使って。俺は床でいいんだ」

　グエンは手早く寝台を使えるようにした。

　ドロシーが横になると、グエンは寝台の下に手を突つっこんだ。たぶん、敷しき布か何か、寝具になるものをしまってあるのだろう。それをとりだそうとして、間違えたようだ。

「……これじゃないな」

　小声でそう呟つぶやいたグエンの手に握にぎられていた物を、ドロシーは目にした。

　ベージュの服だった。

　明らかに女物で、ところどころ黒っぽく汚よごれていた。

　グエンはドロシーの視線に気づき、慌あわててその服を寝台の下に突っこんだ。

「ああ、ごめん、あれはなんていうか……捨てようと思ってるんだ。もういらない物だからさ。わかるだろ。俺にはもう必要ないんだ。ドロシーさえいてくれれば、こういう物を手て許もとに置いておかなくたっていい。あれば、思いだせるだろ。まあ、思い出の品ってとこなんだけど、忘れてもいいと思ってるんだ。むしろ、きれいさっぱり忘れたほうがいいのかもしれないな。俺はドロシーと一緒にやりなおすんだから」

　ドロシーは曖あい昧まいにうなずいて、目をつぶった。

　噓じゃない。

　人数まではわからないが、グエンは実際に女の人を殺している。

　そして、ドロシーが逃げれば、グエンはまた別の女の人を殺すだろう。

　ここにいたくはない。

　でも、ここにいるしかないのかもしれない。
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　──気を失っていたのか。

　どこだ、ここは。

　椅い子す。

　自分は、椅子に座っている。

　寝台。ロカが寝ている。そのそばに立っているジャグラグ人の女性、ウェブリが振り向いて、首をかたむけた。

「大丈夫だよ」

　カルアはそう答えて頰ほおをさわった。顔中に包帯を巻いてある。両りよう腕うでもだ。指先で唇くちびるにふれると、火ひ膨ぶくれになっていた。頭が痛い。頭痛なのか。それとも、身体中の火傷やけどが痛んで、頭にまで響ひびいているのか。わからない。火傷だけじゃなくて、左腕やら右手やらの切り傷も疼うずく。鎮ちん痛つう剤ざいが切れたのだ。自分は眠ねむっていたのか。失神していたのか。今は腰こしに吊つるしてある、この籠こ手てを奪うばい返して、隠かくれ家がに戻もどってきた。そこまでは覚えている。ぼんやりと。はっきりしない。夢みたいだ。何が夢？　どっちが？　もしかすると、これが夢かもしれない。カルアは夢の中にいる。そんな感じもする。現実と夢の境界がわからない。でも、痛いから、やっぱり夢じゃないのか。

「ゲルラは」

　尋ねると、ウェブリは身振りで何か示した。どうやら、しばらく前に出ていった、まだ帰ってこない、といったようなことを伝えようとしているらしい。

「そっか。まいったな」

　言いながら、何がまいったのか、と考えている。頭の回転が遅おそい。ひどく鈍どん重じゆうだ。

「ゲルラがいないと、情報が……情報……そうだ、ドロシー……どこにいるんだろう。どこに……もう、ドロシーだけなんだ。籠手は奪い返したんだから。あとは……」

　声に出して言わないと、思考がまとまらない。

　せっかくまとめた思考が、でも、すぐばらばらになってしまう。

「……カルアにいちゃん？」

　ロカの声がした。

　見ると、寝しん台だいの上のロカがこっちに顔を向けて、目を開けていた。

「ロカ」

　カルアは椅子から立ちあがった。身体からだがやたらと重くて、気が遠くなりかけた。歩くのが億おつ劫くうだ。この足は本当に自分の足なのか。ぜんぜん言うことを聞いてくれない。それでもなんとか寝台に近づいた。

「ロカ。具合はどう」

「……カルアにいちゃんこそ。どうしたの。その顔」

「ちょっとね。いろいろあって」

「……いろいろ。ドロシーねえちゃんは……？」

「今、ここにはいないんだ」

「じゃあ、どこに……？」

「ロカは心配しなくていいよ」

「……籠手。取り返したの？」

「うん。だから、もう大丈夫」

「……エルチネさんは？」

「エルチネは」

　カルアはため息をついた。

　肺が痛んだ。

「もう会うことはないんじゃないかな」

「……そう」

「ロカは気にしなくていい。自分の身体のことだけ、考えていればいいよ」

「……ぼくも、平気だよ」

「平気じゃない。肋ろつ骨こつが何本も折れてる。内臓も傷んでるみたいだし、頭だって打ったんだ。当分は安静にしてないとだめだ」

「カルアにいちゃんも……傷だらけじゃないか」

「僕は慣れてるから」

「……つらそうだよ」

「つらくない」

「……噓ばっかり」
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「噓じゃない。ロカ」

「……何？」

「ゲルラに頼たのんであげるから、鉄アイのアン心ハー臓ツソ協サエ会テイに入れてもらうといい。ゲルラは信用できる男だし、たぶん、きみのことを気に入ってる」

「……ぼくが、鉄アイのアン心ハー臓ツソ協サエ会テイに」

「おそらく、きみが思うよりすごい組織だよ。彼らの目的はね、暗ダー黒クエ期イジの失われた歴史を解明することなんだ。合法の活動も、非合法の活動も、ぜんぶそのためなんだよ」

「……失われた、歴史を」

「きみなら興味があるだろ。僕もすばらしいと思うな。戦争したり、逃げたり、追いかけまわしたり、そんなことをしているよりずっといい。きっと、みんなのためにもなるよ。きみは頭がいいし、行動力もあるから、何か大きな仕事ができるかもしれない。絶対、成し遂とげられると思うよ」

「……カルアにいちゃんは？」

「僕？」

「……カルアにいちゃんも、鉄アイのアン心ハー臓ツソ協サエ会テイに入れてもらったら？」

「僕は」

　カルアは目め頭がしらを押さえた。

　どうしてか、涙なみだがこぼれそうになった。

「……僕にはやることがあるから。それも悪くないけどね。そうだな。ぜんぶ片づいたら、そっちの道に進むのもいいかもしれない。今まで一度も考えたことがなかったな。でも、考えてみると悪くないね」

「約束だよ」

　ロカにそう言われて、即そく座ざにうなずけるほどの厚顔無む恥ちさは、まだ身につけていないということだろう。

　カルアは返事の代わりに、ロカの頭を撫なでた。

「眠るといい」

「……人が、自由になるのは、難しいね」

「そうだね」

「……捨てないと、だめなんだ。自由になるためには。……捨てないと」

「きみはそうしたんだ。えらいよ、ロカ」

「……母さんは、きっとぼくのことを心配してる」

「いつか会いに行ってあげるといいよ」

「……行けたらいいな」

「行けるよ。そのためにも、眠るんだ、ロカ。大丈夫。すぐよくなるよ。きみは若いんだから」

「……カルアにいちゃんだって、まだ若いじゃないか」

　ロカはそう言って少しだけ笑った。

　間もなく、寝息を立てはじめた。

　カルアは椅子に座って、目をつぶった。痛みだけじゃない。悪お寒かんがする。寒い。ひどく寒い。何だろう。この震ふるえは。吐はき気けがする。ドロシー。見つけないと。鉄アイのアン心ハー臓ツソ協サエ会テイか。いいアイディアだ。なんで今まで思いつかなかったんだろう。鉄アイのアン心ハー臓ツソ協サエ会テイくらいの組織なら、ドロシーを匿かくまってくれるかもしれないし。何か別の身分を用意して、別人に仕立ててくれるかもしれない。ネックは魔ま王おうの血かな。魔王の血も暗ダー黒クエ期イジに繫つながる。研究材料と見なされてしまうかもしれない。やっぱりだめかな。だけど、政治的に利用されるよりはましかもしれない。そうか。鉄アイのアン心ハー臓ツソ協サエ会テイ。そういう手もあるんだ。さすがロカだ。こう考えてみると、道はあるんだ。一つじゃない。選せん択たく肢しはいくつもある。なんでとにかくこうするしかないって思いこんでたのかな。頭が固いんだ。僕は馬ば鹿かなんだ。僕が賢かしこければ、もっとうまくやれていた。失敗したな。僕なんかに任せるからだ。僕は不適格だった。所しよ詮せん、ただちょっと魔法の素質があるだけのガキに、こんなことをやらせちゃいけない。陛下も父さんも、きっとあの世で後こう悔かいしてるだろうな。あの世なんてあるのかな。たぶん、ない。死んだら終わりだ。死体が残るだけ。死体もそのうち朽くちる。だから、エルチネも僕を恨うらんでない。もう恨むことなんかできないんだから。気にしなくていいんだ。忘れてしまえばいい。ああ、寒い。吐きたい。全身が痛い。おかしくなりそうだ。何か考えないと。頭の中をいっぱいにしていないと、とても耐たえられない。

　いや。

　手はある。

　この苦しみから逃のがれる方法が、他ほかにも。

「ウェブリ」

　名を呼んで目を開けると、ウェブリはこっちを見ていた。ジャグラグ人の表情は読みとりづらいが、おそらく険しい顔をしている。

「頼むよ、ウェブリ。薬をくれないか。あの薬を」

　ウェブリはかすかに首を横に振ふった。きっとゲルラに止められているのだろう。今ならわかる。あの薬の効果を一度体験して、切れている今なら。あの薬は危険だ。痛みが飛ぶだけじゃない。心の状態まで大きく変えてしまう。気分がいちじるしく昂こう揚ようして、悪いことを考えなくなる。積極的になる。肯こう定てい的になる。未来が開けたような心地ここちがする。ぜんぶうまくいきそうな気がしてくる。見えないものが見えるようになる。感じられないものが感じられるようになる。行けないところに行けそうで、手に入らないものが手に入れられそうで、自分には何だってできる、そう信じられるようになる。詠えい唱しようなしで魔法を使うことができた。あれもあの薬のおかげだ。限界を超こえられる。自分自身をがんじがらめにしている既き成せい概がい念ねんから自由になれる。

「ウェブリ。僕には必要なんだ。今の僕には。痛いんだよ。痛くてたまらない。死にそうだ。これじゃ動けない。何もできない。それじゃ困るんだ。ドロシーを捜さがさないと。見つけないといけないんだ。頼む。お願いだよ、ウェブリ」

　カルアは頭を抱かかえた。

「……無理だ。無理なんだ。あと一度でいい。一回だけ。頼むよ、ウェブリ。苦しいんだ。息をするのもつらい。物をまともに考えられないんだよ。これじゃ何もできない。でも、のんびり回復を待ってなんかいられないんだ。頼むから、ウェブリ」

　いずれウェブリは根負けするとカルアは知っていた。

　そのとおりになった。

　ため息をつき、首を振って、それでもウェブリはあの薬を注射してくれた。程ほどなく薬が効きはじめて、カルアは解放された。様々なものから解き放たれて、もうだめだとは微み塵じんも思わなくなった。これでいける。間ま違ちがいない。万ばん全ぜんだ。笑いたかったが、我が慢まんした。我慢しようとした。我慢なんかできない。カルアは噴ふきだした。肩かたを震わせて笑った。笑っている最中にゲルラが戻ってきた。

「ウェブリ。あの薬はだめだと言っただろうに」

「怒おこるな、ゲルラ。僕が無む理り強じいしたんだよ。ウェブリは悪くない。しかたないんだ。よくないってことはわかってるよ、僕もね。でも、今は必要なんだ。今だけだよ、ゲルラ」

「……それで収まればよいのですがね」

「中毒にはならない」

「誰だれしもそう言うのです」

「ドロシーを見つけるまでだよ。きみだってわかるだろ。それだけはどうにかしないといけない。ドロシーを見つけたら、説得するつもりなんだ。こんなことはもうやめようってね。何もずっと魔王の娘むすめとして生きることはないんだ。別人になって、違う生き方をしたっていい。そう思わない？」

「さあ……私にはなんとも」

「僕らを鉄アイのアン心ハー臓ツソ協サエ会テイに入れてもらえないかな」

「私の一存では」

「慎しん重ちようなんだな。まあいいよ。僕らのことは、僕がなんとかする。ロカはどう？　怪け我がが治ったら、預かってくれないかな」

「彼が下級協会員メンバーの資格を満たすことができれば、我らの友として遇ぐうすることもやぶさかではありません」

「そこはクリアできると思うよ。ロカならね。とても頭のいい子なんだ。頼むよ、ゲルラ。あの子は実の父親を亡なくした。父親代わりにロカを導いてやってほしい」

「私は人間ではありませんぞ」

「ゲルラは人間だよ。僕が知ってるたいていの人間よりは人間らしい。種族なんて関係ないだろ。些さ細さいな問題だよ」

「ロカ殿どのがどう思われますか」

「保証する。ロカは気にしない。僕はね、ゲルラ、ロカを買ってるんだ。思わず嫉しつ妬としちゃうくらい、すごい子なんだ。きっときみの力になる。それに、ロカを育てるのは楽しいはずだよ」

「検討してみましょう」

「是ぜ非ひそうして。安心したな。肩の荷が一つ下りた。何か情報は？」

「ダリット地区で、お姫ひい様らしき少女を見かけた者がおります。目もく撃げき情報としては、これが最後のようですな」

「ダリット地区。たしか、浮ふ民みん街がいだね」

「さようです」

「そこだな。ドロシーはそこにいる。わかるんだ。他でもない、ドロシーのことだからね。僕にはわかる」

　カルアは椅い子すから立ちあがって深呼吸をした。空気の味がはっきりとわかる。空気の粒さえ感じられる。この感覚は格別だ。いつまでも新しん鮮せんさが損そこなわれない。常に新しい自分でいられる。薬のおかげだな、とカルアは思う。薬のせい、と言ったほうがいいのかもしれない。僕は今、普ふ通つうじゃない。まともじゃない、と言うべきかな。恐おそろしい薬だ。でも、今は必要なんだ。この薬がないと、歩くこともままならない。僕を歩かせてくれる、走らせてくれる、飛ぶことだってできるかもしれない、すてきな、すばらしい薬だ。

「気になることがあります」

　とゲルラが言った。聞く前から、気にしすぎだとカルアは思う。

「何？」

「どうも帝てい国こく軍が動いているようなのです。治安維い持じ騎き士し団なら鼻薬を効かせることもできるのですが、軍は多少厄やつ介かいでしてな」

「アンナマリーかな」

　殺しておけばよかった。どうして殺さなかったのだろう。わからない。あのときはたぶん、おかしかったんだ。

「わかった。ありがとう、ゲルラ。気をつけるよ」

「今しばらく情報収集に専念し、時機をうかがうという方法もありますぞ」

「できない相談だ」

　カルアは部屋から出る間ま際ぎわに振り向いて、ゲルラとウェブリを見つめた。どこからどう見ても、好ましい人たちだ。どれだけ感謝してもしたりない。抱ほう擁ようして、接せつ吻ぷんしてもいいくらいだ。カルアは二人に笑いかけた。

「ロカを頼たのむよ、ゲルラ、ウェブリ。きみたちのことは忘れない。いつか借りを返せるといいんだけど。いや、返すよ、必ず」

「カルア殿……」

　ゲルラは力なく頭かぶりを振ってみせた。

「よいのです。貸し借りなどは、どうでも。ともかく、ご無事で。お姫ひい様のこともできるだけ考えさせていただきますので、今後もどうか何なりと私におっしゃってください」

　ウェブリが駆かけよってきて、革かわ製せいの容器をカルアの手に握にぎらせた。中身は見なくてもわかった。あの薬と注射器だ。ウェブリは指を三本立ててみせた。三回分ある、ということだろう。

「充じゆう分ぶんだよ、ウェブリ」

　カルアはウェブリの腕うでを軽く叩たたいて、隠かくれ家がをあとにした。

　どこだ、ドロシー。

　どこかに隠れているのかな。

　でも、見つけるよ。絶対に見つけてみせる。できると思うんだ。僕にはできる。できないはずがない。確信がある。二度と会えないなんて、そんなわけない。
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　夜が更ふけると、グエンは頻ひん繁ぱんに寝ね返がえりを打つようになって、そのうち低い声で呟つぶやきはじめた。

「……だめだ……だめだ……だめだよ……決めただろ……もうしないって……決めたはずだ……だめなんだ……こらえろ……こらえるんだ……だめだ……考えるな……そうだ、考えなければいいんだ……考えなければ……別の、別のことを考えろ……まったく別の……そうだ……ドロシー……ドロシーのことを……ドロシーのことだけ考えて……違う、そうじゃない！」

　グエンは起きあがって、自分の頭を殴なぐった。

　何回も、何回も殴りつけて、それから、両腕で自分の身体からだを抱だきしめた。

「……あああああああ。違う、考えるな、そんなことを考えちゃいけない、ドロシーをそんなふうに……そんな目で……違うはずだ、俺はもうやめたんだ、二度としないんだ、とくに、ドロシーには……そうだ、ドロシーにはしない、ドロシーは特別なんだ、きれいでいてくれなきゃ、ドロシーは……いつまでも、きれいなままで……そうじゃないと、俺はまた……また、俺は……ああくそ、やりたい、やりたい、やりたい、やりたい、だめだ、だめだってわかってるのに……いけない、わかってるんだ、ちくしょう、ちくしょうめ、俺ってやつは……」

　とうとうグエンは立ちあがって、寝しん台だいに近づいてきた。

　ドロシーは目をつぶって、眠ねむっているふりをする。

　息を殺すことはなんとかできても、早はや鐘がねを打つ心臓を抑おさえつけることはできない。

「ドロシー……」

　グエンはすぐそばにいる。

「ドロシー……どうしようか……どうすればいい……俺は、どうすれば……こんなに、俺はこんなに、どうしようもないほど……くそ、やりたいんだ、ドロシー。何がやりたいのか、自分でもよくわからないくらい、やりたい。めちゃくちゃにしたいんだよ、ドロシー。何もかも台無しにしてしまいたい。いっそ、きみを……」

　何かが、さらに接近してくる。

　手だろうか。

　グエンの指が、ドロシーの頰ほおにふれる。

　ドロシーは思わずびくっと身を震ふるわせてしまい、グエンは手を引っこめた。

「……お、起きたのかい、ドロシー？」

　返事をするべきか。

　考えあぐねているうちに、グエンは、ふう、と息をついた。

「起きてないのか。よかった。眠ってるなら……そうだ、ドロシーはよく眠ってる、眠ってるんだから……」

　寝台が軋きしんだ。

　ドロシーは動いていないのに。

　息づかいを感じる。すぐ近くに。至近距きよ離りだ。

　グエンが、ドロシーに覆おおいかぶさるようにして、寝台に両手をついている。

「ドロシー……」

　何をしているのだろう。

　グエンはゆっくりと顔を移動させているみたいだ。息を吸ったり吐はいたりしている。

「ドロシー……」

　寒気がする。身体が震えだしそうだ。いけない。気づかれる。目が覚めていることがばれたら、何をされるかわからない。こらえる。必死に。

「ドロシー……」

　さわられた。

　腕だ。二の腕。

　それから、肩を。

　そして、首。

　ドロシーはとっさに「ん……」と声をもらして、身じろぎをする。グエンは、でも、手を離はなそうとしない。

「ドロシー……」

　やめて。わたしの名前を呼ばないで。

　こわい。

　グエンは息を荒あららげている。寝台が揺ゆれる。グエンが身体を寝台にこすりつけているのだ。グエンの手がドロシーの首から胸のほうへと下りてくる。ドロシーは奥歯を嚙かみしめて、全身をこわばらせる。グエンの指がドロシーの胸の膨ふくらみをなぞる。やめて。こんなこと、しないで。叫さけびたい。でも、叫んだら、どうなるか。

「ああ、ドロシー……ドロシー……」

　耐たえるしかない、と思う。

　やりすごすしかない。

　下手に抵てい抗こうしたら、きっと──殺される。

　殺してほしかったはずなのに。

　グエンなら殺してくれるだろうと思って、ここにいる。そのはずなのに。

「ドロシー……ドロシー……ドロシー……ああ……」

　やめて。

　やめて。

　やめて。

　心の中でひたすら唱える。

　やがてグエンは大きく、深く息を吐いて、ドロシーの頭に顔を寄せる。

　耳の上のあたりに口づけをされた瞬しゆん間かん、泣きたくなった。

「ごめんよ、ドロシー……俺は、でも……やっぱり、俺は……」

　グエンが離れてゆく。

　床ゆかに寝転がる。

　グエンが鼾いびきをかきはじめるまで、ドロシーは身じろぎ一つしなかった。

　顔を横に向けて、薄うす目めを開ける。暗さに慣れた目で確かく認にんする、グエンはたしかに寝ている。もう大丈夫だ。大丈夫？　どこが？　何が大丈夫……？

　生まれ変わったなんて噓うそだ。大噓だ。グエンはきっと、また女の人をなぶり者にして、殺す。いつか、もしかしたらそう遠くないうちに、ドロシーもひどいことをされて、殺されるだろう。グエン自身が言っていたとおりだ。抑えきれないのだ。誰だれにも止められない。たぶん、物理的に止めないかぎりは。

　グエンを野放しにしておいたら、もっと犠ぎ牲せい者しやが増える。

　女の人たちが次々と陵りよう辱じよくされ、殺される。

　いったい何人の女性が、今、ドロシーが寝ているこの寝台に組み敷しかれて、想像を絶するような目に遭あい、命まで奪うばわれたのだろう。

　止めないと。

　物理的に、グエンを止めないと。

　わたしがやらないと。

　だって、わたしは知っている。グエンがしたことを。他ほかの人はおそらく知らないか、無関心だ。わたしが止めるしかない。

　グエンが自分で悪いことを止められないのなら、二度と悪いことができないようにするしかない。

　三十八人目の犠牲者が出る前に。

　二人が出会ったのは運命だと、グエンが言った。そのとおりかもしれない。たぶん、運命を司つかさどる神さまか何かが、グエンを止めるべくドロシーを遣つかわしたのだ。ドロシーがあのときあの場所にいなければ、グエンは別の女の人をさらって殺したかもしれない。そのあとも殺しつづけたかもしれない。そうはさせない。もう殺させない。

　わたしがあなたを止める。

　殺してあげる。

　わたしにはそれができる。わたしは魔ま王おうの娘むすめだから。わたしにはできる。人を殺せる。

　実際、わたしはシズを殺したんだから。

　グエンの鼾が止まった。

　でも、寝息を立てている。おそらく寝ていると思うが、慎しん重ちようにならないといけない。

　じっと待つ。

　そのうちグエンがまた鼾をかきはじめた。そろそろいいだろう。

　ドロシーは身体を起こす。

　音を立てないように気をつけたつもりだが、寝台が軋んだ。

　グエンは？

　眠っているみたいだ。

　安あん堵どして、床に足を下ろす。

　グエンを見おろして、考える。どうやって息の根を止めよう。武器があれば。魔ま剣けんさえあれば、刺さし殺せる。ないのだから、しょうがない。首を絞しめる？　掛かけ布を被かぶせて、窒ちつ息そくさせる？　顎あごを思いきり踏ふみ抜ぬいて、首の骨を折る？　首を踏みつけ、喉のどを潰つぶして呼吸できなくさせる？　どの手段が確実だろう。

　魔王顕現アウトブレイクできれば、話は簡単なのに。

　でも、あれは制せい御ぎよできない。成長が完全に止まるまでは血の働きが安定せず、危険なので、本来は目覚めさせないで眠らせておく。まだ眠っているはずの血が──そう、カルアが怪け我がをして、それを見た瞬間、覚かく醒せいしてしまった。覚醒したものの、ドロシーは血の扱あつかい方を知らない。どうすれば自分の意思で魔王顕現アウトブレイクできるのか。魔王顕現アウトブレイクしたまま理性を保つには、いったいどうしたらいいのか。

　本当に知らないのだろうか。

　不意に何かが脳のう裏りをよぎった。

　母の顔。

　そして、父の顔。

　二人の声。

『……おおまがときの……』

　おおまがとき？

　これは──記き憶おく？

　わからない。

　おおまがときの、何？

　思いだそうとしても、思いだせない。

　だめだ。魔王の血には頼たよれない。自分の力だけで、やるしかない。

　寝台の上に藁わらを詰つめた枕まくらがある。あれを使おう。窒息させて、殺す。抵抗されないように、寝ねているところを。

　ドロシーは枕を手にとった。

「何をしてるんだ、ドロシー？」

　と、グエンが、はっきりした声で言った。

　今の今まで鼾をかいていたのに。

　寝ているようにしか見えなかったのに。

　ドロシーはあえてすぐには答えなかった。呼吸を整えながら、枕を寝台にそっと置きなおした。

「べつに、何も」

「そうか。なら、いいんだけどな」

　グエンは鼻を啜すすって、こっちに身体を向けた。

　ドロシーは寝台に身を横たえて、目をつぶった。

　部屋の中の空気が固まっているかのような沈ちん黙もくがしばらくつづいた。

「なあ」

　グエンは猫ねこ撫なで声ごえを出した。

「本当は何をしてたんだ、ドロシー。何をするつもりだったのか、正直に教えてくれないか。そうしたら、許してやるから」

　噓だ、とドロシーは思った。

　グエンは許すつもりなんかない。

　でも、何をするつもりだったのか、とグエンは言った。ドロシーが何かをするつもりだったと、勘かんづいている。それどころか、何をするつもりだったのか、グエンは察しているのかもしれない。

　どうせ見抜かれているのだから、謝罪して許しを乞こい、油断させたほうがいいのか。

　いや、グエンもまだ半信半疑かもしれない。ドロシーが正直に打ち明けた途と端たん、逆上して襲おそいかかってくるかもしれない。

　ごまかす。

　どうやって？

　枕なんか持って、何をしようとしていたことにするのか？

　下手な言い逃のがれをしたら、追つい及きゆうされて藪やぶ蛇へびになってしまうかもしれない。

　ドロシーは結局、黙だまっていることにした。

　グエンは何も言わない。寝ているのか、起きているのか。それもわからない。

　ドロシーは気配を探さぐりつづける。もしグエンが明らかに眠ねむっている様子なら、決行したほうがいいかもしれない。グエンはきっとドロシーを疑っている。何かの拍ひよう子しにドロシーを餌え食じきにしようとするかもしれない。でも、疑っているとしたら、ドロシーの前で寝入ったりするだろうか。むしろ、グエンのほうこそ待っているのかもしれない。

　眠ってはだめだ。

　寝たら、やられる。

　あちこちの隙すき間まから弱い光が漏もれ入ってきた。

　外が明るくなってきたのだ。

　もはやドロシーは確信している。

　グエンは寝ていない。起きている。

「仕事は」

　突とつ然ぜん、グエンが言った。

「仕事は、休むことにするよ。行って、親方に辞やめるって言うつもりだったんだけど、今日じゃなくたっていい。ドロシーもそう思うだろ。明日でも、あさってでもいいんだ。いつだっていい。どのみちもう辞めるんだから」

　ドロシーは返事をしない。できない。どう答えればいいのか、わからない。

　期待していたわけじゃない。グエンが家を出たら、逃にげだすチャンスだ。そんなことは考えていなかった。グエンがドロシーを疑っている以上、一人にしてくれるはずがない。見張っていようとするはずだ。

「どうしてだろうな……」

　グエンはため息をついた。

「どうしてうまくいかないんだろう。じつはさ。何度かやめようとしたことがあるんだよ。やりなおそうってね。きっかけはいろいろだけど。俺も真人間になろうとしたんだ。わかるだろ。俺は根っからの悪人じゃないからね。そういうやつもいるかもしれないけど、俺は違ちがうんだよ。たまたまなんだ。たまたま我が慢まんできなくなって、女をさらってみたら、暴れるし、証しよう拠こを残したくないから、始末した。ぜんぶ簡単にできちゃったんだ。うまくいったんだよ。これはいつだってうまくいくんだ。こんなにうまくいったことは、今まで生きてきて他にないんだよ。才能があるんだろうな。俺にはきっと。だけど、これ以外のことはだめなんだ。何をやってもうまくいかない。やめようとしても、だめだ。ようするに、俺がこれをつづけているのは、そのせいなんだよ。あまりにもうまくいきすぎて、やめようとしてもうまくいかない。だったら、つづけるしかないだろ。俺じゃなくたって、同じようにすると思うよ。そうせざるをえないじゃないか」

　ぴんときた。

　グエンは決意したのだ。

　ドロシーを殺そうとしている。

「つまり、違ったってことかな」

　グエンは起きあがった。

「運命だと思ったんだけど、そうじゃなかったんだ。ドロシー、きみはちょっと変わった女の子だからさ。ちょっとじゃない、だいぶ変わってるな。ものすごくきれいだしね。だから、勘かん違ちがいしたんだろうな。それか、惜おしかったのかもしれない。きみ以上の獲え物ものにはもうお目にかかれないかもしれないから、ずっと手て許もとに置いておきたかったのかもな。そんな気がしてきたよ。たしかに、惜しいからね。今でも思うよ。ドロシーが俺のことを愛してくれたらってね。いつまでも俺のそばにいて、俺にやさしくしてくれたら、どんなにいいだろうって。そうしたら、俺がすることも悪いことじゃなくなる。俺がドロシーにすることはいいことに変わるんだ。相思相愛だよ。そうなるんじゃないかって、俺は思ってたんだろうな。そんなはずないのに。俺は夢を見てたんだな。はかない夢を」

　もう、いつ飛びかかってきてもおかしくない。

　ドロシーは身構えている。対処だ。する。できる。できるはずだ。

　違う。そうじゃない。後手に回ったらだめだ。先手を打たないと。

　掛け布を撥はねあげて跳とび起きようとしたら、グエンが襲いかかってきた。ドロシーはとっさにグエンを蹴けろうとした。その足首をつかまれた。

「暴れたって無む駄だだよ、ドロシー」

「放して」

「いいや、放さない」

　ドロシーはグエンの手を振ふりほどこうとする。靴くつが脱ぬげた。自由になった足でグエンの顔面を蹴りつけた。

「うおっ」

　今だ。

　グエンが怯ひるんだ隙すきに、寝しん台だいから下りて出入口へ向かおうとした。

　後ろから組みつかれて、押し倒たおされた。

「逃がすわけないだろ！　おまえは逃げられない！　逃げられないんだよ、ドロシー、俺からは、永遠に！」

「っ……！」

　グエンの頭に肘ひじ打ちを食くらわせる。髪かみをつかんで引っぱる。グエンは、だが、ほとんど痛がりもしない。ドロシーの背中から腰こしにしがみついたまま離はなれずに、

「うわはははははっ」

　と笑う。不気味な笑い声をあげる。

「だめだよ、ドロシー、そんなことしちゃだめだ、うわははは、だって、だってさ、腹が立つだろ、そんなことしたら、うはははは、そんなことされたらさ、もっともっと許せなくなるだろ、だめだよ、ドロシー、うわはははははっ」

　助けて、と叫さけびそうになって、こらえる。

　カルアの顔が思い浮うかぶ。

　カルアの名を呼びそうになり、打ち消して、グエンの顔を見る。目だ。左目に親指を突つき入れると、グエンは「ぎゃっ」と悲鳴をあげた。そして、目を押さえる。手がほどけた。ドロシーはグエンの下から這はいだすなり、頭や首を足あし蹴げにする。

「ぐぁっ、ぬぉっ」

　出入口へ。

　戸にはかんぬきが掛かかっている。鍵かぎも。まずかんぬきを外す。鍵を開けようとしたら、首筋に衝しよう撃げき。殴なぐられたのか。ドロシーは戸に向かって倒れこんだ。頭がふらふらする。立ちあがれない。

「ドロシー……！　なんてことしやがるんだ！　それは悪いことだぞ！　おまえは俺に悪いことをした！　もう俺に何をされたって文句は言えない！　言わせない……！」

「あぐっ……！」

　髪を引っぱられた。

　引きずられて、寝台に叩たたきつけられた。

　グエンがのしかかってくる。喉のど。ドロシーはグエンの喉を突いた。

「うげっ……」

　いつだったか、カルアが教えてくれたのだ。いざというときは、急所を徹てつ底てい的に狙ねらう。目や喉、それから──

「えいっ！」

「ほぁっ……!?」

　股こ間かん。

　ドロシーはグエンの股間に膝ひざ蹴げりをお見み舞まいした。

　苦く悶もんするグエンを押しのけて、ドロシーはふたたび出入口へ。おぼつかない手つきで解かい錠じようして、戸を開ける。外に出て、戸を閉めようとした。閉まらない。追いかけてきたグエンが戸を押さえている。それだけじゃない。ナイフだ。グエンはナイフを持っている。

「逃げさねえぞ！　逃がすかよ……！」

「──くっ……」

　右みぎ腕うでを斬きられた。傷は深いのか、浅いのか。わからない。戸を閉めるのはあきらめて、背を向ける。駆かけだしてすぐ、足がもつれた。だめ。追いつかれる。

「逃がさねえって……！」

　背中に灼しやく熱ねつが走った。

「言ってるだろうが……！」

「っっ……」

　やられたのか。

　ドロシーはつんのめった。

　今度こそ殺される。

　死ねない、まだ、死にたくない。

　ドロシーは無我夢中で思いきり右足を後ろに突きだした。偶ぐう然ぜんだ。たまたまそれがグエンの鳩尾みぞおちのあたりにめりこんだ。

「うぉぐ……っ」

　立ちあがって、脇わき目めも振らずに、ドロシーは逃げる。

「……待てえ！　待てよ、ドロシー……！」

　振り返らなくても、追いかけてくるグエンの声は聞こえる。気配を感じる。距きよ離りは開かない。ドロシーは全力疾しつ走そうしている。そのつもりだが、身体からだを動かすと、腕はともかく、背中が痛い。痛くてたまらない。

「ドロシー……！」

　いやだ。

　つかまりたくない。

　身体が裂さけてしまいそう。

　足が前に出てくれない。

　どうしよう。

「カルア……！」

　ドロシーはとうとう声をかぎりに絶ぜつ叫きようした。

　助けて、とは言えなかった。ドロシーは自分からカルアのもとを去ったのだ。助けてなんて言えない。

　殺してもらいたかったはずなのに。

　でも、死にたくない。

　死にたくないから、こうして懸けん命めいに逃げている。

　わたしは何がしたいの？

　いい魔ま王おうになりたい。

　人助けをしたい。

　何のために？

　わからない。

　探しても、何も見つからない。わたしには何もない。

　違う。

　何もないわけじゃない。

「カルア……！」

　会いたい。

　カルアに会いたい。

　そばにいてほしい。小さいころから一いつ緒しよにいてくれた。わたしは何だってカルアに話した。カルアはなかなか打ち解けてくれなかったけど。どんなに理解しようとして手をのばしても、届かない。ふれられない部分が、カルアにはある。それがわたしは寂さびしくて、悲しくて。隣となりにいても、遠くにいるような感じがして、せつなくて。

　でも、こんなふうに離れているよりはいい。

　近くにいるほうが、ずっといい。

　どんなに気持ちが通じあわなくても、たとえカルアが他ほかの人を好きでも、わたしのことなんかどうでもよくても、そばにいたい。

　離れてから、気づくなんて。

「ドロシー……！」

　グエンの声が迫せまってくる。

「誰だれだよ、ドロシー、カルアってのは誰だ！　男か！　男がいたのか！　汚よごれた女め、そんな顔をして、淫いん乱らんめ！　殺してやる！　殺してやるぞ、ドロシー……！」

　痛くない。

　痛くない。

　痛くなんかない。

　ドロシーは自分にそう言い聞かせて、走る。

　だけどもうだめかもしれない。

　だめでも、走る。

　角を曲がると、いた。

「ドロシー」

　そう言って、彼女は満面に笑えみをたたえた。

　──彼女。

「見つけたぞ、ドロシー」

　小こ柄がらだ。軍服を着ている。一人じゃない。同じように軍服を着た男たちを何人も引き連れている。

「ここで逢あったが百年目だ」

　アンナマリー・エコー。

　ドロシーは足を止めた。止めるしかなかった。その直後だった。

　何かが背中にぶつかった。

　ドロシーは息ができなくなった。グエン。

　グエンだ。

　ドロシーの肩かたの上から、グエンが顔を突きだしている。

　こっちを見て、笑っている。

　何か刺ささっている。背中に、何かが。突き刺さっている。たぶん、ナイフが。運命。

　これが運命なのだろうか。
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「ドロシー……！」

　誰かがドロシーを呼んでいる。

　男の声だ。

　聞き覚えのない声だが、間ま違ちがいじゃない。はっきりと聞こえた。

　カルアは路地裏に座りこんで、今まさに注射針を静脈に刺し入れようとしていたところだった。手の震ふるえを抑おさえて針を入れる。一気に薬液を注入する。

「ふ……ぅ……」

　声がもれる。

　空を仰あおいで目をつぶった。瞼まぶたが痙けい攣れんして、光が射さし、闇やみが訪おとずれる。また、光。頭の中で駆けめぐる。光が。それが見える。感じられる。みるみるうちに脂あぶら汗あせが引いてゆく。痛みという痛みが薄うすらいで、胸や腹の奥底に溜たまっていた重苦しいものが消える。これでいい、と思う。これでいいんだ。これでいい。こうしなきゃいけなかったんだ。しかたなかった。こうするしか。言うことを聞いてくれないからさ。この身体が。だけどもう大丈夫。これですっかり平気だ。むしろ、調子がいい。火傷やけどのせいで熱を持っていた顔やら腕やらも治ったんじゃないかな。治るわけないか。でも、まるで治ったみたいになんともない。

　目を開ける。

　何もかもが色いろ鮮あざやかに、明めい瞭りように見える。

　立ちあがって、首をめぐらす。

　声はどっちから？

「誰だよ、ドロシー、カルアってのは誰だ！」

　耳を澄すませ。

　聞こえる。

「男か！　男がいたのか！　汚れた女め、そんな顔をして、淫乱め！」

　あっちか。

「殺してやる！　殺してやるぞ、ドロシー……！」

「──殺す、だって？」

　ふざけるなよ、とカルアは思う。

　思いながら、駆ける。

　殺す？　ドロシーを殺すだって？　いったい何様のつもりだ？　そんなことをさせるとでも？　この僕が？　僕がここにいるのに？　殺す。殺してやる。どこの誰か知らないけど、おまえを殺してやるよ。僕が殺してやる。ドロシーは殺させない。あたりまえだ。生きるんだ。ドロシーは。自分の人生を歩ませてやるんだ。魔王の娘むすめとしての、お仕着せの人生じゃない、ドロシー自身の、ドロシーだけの人生を送らせてあげるんだ。

　わかったんだ。

　やっとわかった。

　僕はそのためにいるんだ。

　そのために、僕はドロシーをここまで連れてきた。

　馬ば鹿かだな、それなのに、僕はわかってなかった、今までちっとも、僕は愚おろかだから、わかってなかったんだ、でも、もう大丈夫だよ、完全にわかったから、もう大丈夫なんだ、ドロシーは何も心配しなくていい、ただ戻もどってくればいい、それだけでぜんぶ、解決する、僕が解決する、僕が道を切り開く、ドロシーのために、ドロシーの道を。

　この力は、僕の魔法は、僕が持っている拳けん銃じゆうは、そのためにある。

　声。

　あの声はこっちだ。

　たしか、いや、たしかに、こっちのほうから。

　角を曲がる。

「ああ」

　カルアは足を止めた。止めるしかなかった。

「ああ」

　何だ、これは。

　何が起こってるんだ。

　何なんだ。

　どうなってるんだ。

　どうして。

　何がどうなって。

　ドロシーが、ドロシーがいる、ドロシー、ああ、ドロシー、でも、ドロシーだけじゃない、誰か男が、見知らぬ男がドロシーを羽は交がい締じめにしている、いや、違う、羽交い締めにしているわけじゃない、後ろから組みついて、背中に、ドロシーの背中に、何かを、刃は物もののようなものを、刃物を、ナイフを、突つき刺して、そんな、そんな馬鹿な、なんてことを、なんでそんなことを、どうして、ドロシーと男の向こうにアンナマリーがいる、それから帝てい国こく軍の兵隊が、ああ、みんな見ている、ただ見つめている、どうしようもなく見ている、立ちつくしている、黙だまって見ている場合じゃないのに、そうだ、そうだよ、何見てるんだよ、僕もだよ、僕も。

「きさま……！」

　カルアは男の頭に左手をかける。まばらな髪かみの毛を引っつかんだ。

「──がっ……!?」

　男はちらっとこっちを見た。醜みにくい男だった。醜しゆう悪あくきわまりない男だ。

「何してるんだ、きさま……！」

　引き倒たおして、地面に叩たたきつける。

　撃げき鉄てつを起こしながら口の中に銃口を突っこんで、引き金を引いた。一発じゃ足りない。もう一発、撃うちこんだ。男は動かなくなった。それでも気がすまない。男を踏ふみにじってやりたかった。そうしようとした。

「……カルア」

　ドロシーが振ふり向いた。

　そして、崩くずれ落ちる。

「ドロシー！」

　カルアはドロシーを左ひだり腕うでで支えた。

「血、血が、ドロシー、血が……だ、大丈夫？　ドロシー？　ドロシーッ!?」

「……大丈夫。わたしは、へいき」

「で、でも──」

「捕とらえるぞ……！」

　アンナマリーが向かってくる。

　頭に血がのぼった。

「邪じや魔まするな！」

　カルアはアンナマリーの足あし許もとを、いや、その少し先の地面をにらみつけた。たちまち精せい霊れいが乱らん舞ぶする。

「壁ヘキ巌ガン靠コウ……！」

　それだけで、地面がせりあがって壁かべとなった。アンナマリー以下帝国の兵隊とカルアたちとをへだてる、高い、高い壁だ。

「……カルア、今、呪じゆ文もんを唱えずに」

「いいんだ、そんなことはどうでも！　くそ、ドロシー、血が──」

「わたしは、走れる」

「だけど──」

　カルアは頭かぶりを振った。動かさないほうがいいとは思うが、ここでじっとしているわけにはいかない。ドロシーを抱かかえるようにして、走るのはさすがに無理だ、早歩きをする。

「逃にがすか……！」

　アンナマリーが壁によじ登ってきた。

　カルアは振り返って、撃つ。撃つ。撃つ。撃つ。

「──くっ！」

　アンナマリーは壁の向こうに引っこんだ。

　カルアは拳銃を投げ捨てて、一度立ち止まり、深呼吸をする。

　できる。

　僕にはやれる。

「大ダイ絶ゼツ窖コウ……！」

　割れろ。砕くだけろ、大地。

　精霊どもが乱れ飛んで地面に突とつ入にゆうしてゆく。行け。かきまわせ。めちゃくちゃにしろ。壊こわせ。壊してしまえ。

　揺ゆれる。震える。道が裂さけて、建物が傾かたむく。のみこまれてゆく。男の死体も。兵士たちが叫さけぶ。アンナマリーが、

「落ちつけ！　魔法だ……！」

　と叱しかりつけている。

「……街が」

　ドロシーは呆ぼう然ぜんとしているみたいだ。

　街。そうか。街。壊れて。人が。無関係の人たちが。

「しょうがないんだ。さあ、行こう、ドロシー」

　カルアはドロシーを抱だいて進む。

　僕のせいじゃない。

　僕が悪いんじゃない。

　僕とドロシーを邪魔するからだ。

　追いかけてくるからだ。

「──しょうがないじゃないか。そうだよ。しょうがない」

　ドロシーがかすかにうなずいてくれたような気がする。そんな気がしただけかもしれない。ドロシーの足どりはひどく重い。カルアは振り向く。点々と血の跡あとがついている。ドロシーの背中。背中の傷だ。斜ななめに十サンチか、十五サンチほども斬きり裂かれている。それから、突き傷だ。突き傷のほうがたぶん深刻だろう。

「痛いだろ、ドロシー。痛いはずだよ。くそ、手当てしてあげないと」

「……いらない。わたしは大丈夫。大丈夫だから」

「大丈夫なわけない。そうだ。痛み止めを。薬があるんだ。あと一回分。強い薬だから、だいぶましになる。急場しのぎだけど、何もしないよりは──」

　カルアは路地に入りこんで、ドロシーを地べたに座らせた。革かわ製せいの包みを開いて、注射器を出す。薬液を入れる。

「……ひどい、怪け我が」

　ドロシーは手をのばし、カルアの頰ほおにふれようとして、やめた。

「わたしの、せいで……」

「違うよ」

　カルアは笑いかけた。包帯だらけだから、笑顔に見えるかどうか、少し不安だった。

「ドロシーのせいなんかじゃない。ほんとに違うんだ。それに、これくらいなんでもない。どうってことないよ。怪我のうちに入らない」

「カルア」

「うん」

「わたし」

「何？」

「ごめんなさい」

　ドロシーの声が震ふるえている。

　カルアは即そく座ざに首を横に振ってみせた。

「謝らないで。謝る必要なんてないんだ」

「だって、わたし」

「こうやって、会えただろ」

「会いたかった」

「僕もだよ、ドロシー」

「会いたかったの」

「泣かないで」

「ごめんなさい、カルア」

「さあ、腕を出して」

「はい」

「少し、痛いよ」

　薬を注射すると、ドロシーは目をつぶって、深く、深く、呼吸をした。

　抱きしめたくてたまらない。なんで今すぐそうしないのかわからないほどだ。

「何か……」

　ドロシーは薄うす目めを開けて、やわらかな吐と息いきをもらした。

「何か、不思議な感じがする」

「楽になっただろ」

「とても楽」

「軽く止血だけはしておこう」

　カルアはグリギュエンルで外がい套とうを裂いて、ドロシーの胴どうにきつく巻きつけた。

「ロカのことは、ゲルラに頼たのんだよ」

「鉄アイのアン心ハー臓ツソ協サエ会テイ？」

「うん。ロカにとっても、悪くないと思う」

「わたしはカルアと一いつ緒しよにいてもいい？」

「あたりまえじゃないか」

　カルアはドロシーの髪を撫なでた。

「僕はドロシーのそばにいるよ。断られても、離はなれない」

「わたしは断ったりしない」

　ドロシーはカルアの手をつかんで、握にぎりしめ、口のところに持っていって、人差し指に唇くちびるを寄せた。

「一緒にいたいの。もう離れたくない」

　カルアはうなずいた。

　うなずく以外に何ができるだろう。

「この街を出よう、ドロシー」

「はい」

「立てる？」

「大丈夫」

「行こう」

　エッセナ市の地図は頭に入っている。ここがどこかもわかる。

　カルアはドロシーの手を引いて歩いた。ドロシーの状態はいいようだ。少しずつ足を速める。

　帝国軍の兵隊たちが駆かけまわっている。治安維い持じ騎き士し団の騎士たちも出動しているみたいだ。

　見つからないように、細い道を選んで進む。まずは街を出るんだ。

「わたしはいい魔王になりたかったの」

　とドロシーが息を弾はずませて言う。

「いい魔王になるしかないと思っていたの」

「無理して魔王になんかならなくていい」

「でも、わたしは魔王の血を引いている。わたしの身体からだには魔王の血が流れている」

「血は血でしかないんだ」

「血をすっかり抜ぬいてしまうことはできないの」

「だけど、血に縛しばられることはない」

「魔王の娘むすめでなくなったら、わたしは何者でもなくなってしまう」

「違ちがうよ、ドロシー。何者かになることなんて、本当は誰だれにもできないんだ。それは幻げん想そうにすぎない。僕らは何者でもないんだ。僕らにできるのは、何かをすることだけなんだよ。それだけなんだ」

「わたしのお父さまは魔王だった」

「僕の父さんは宮きゆう廷てい魔術師だった」

「父親である前に、魔王だった」

「魔王でいようとしたんだ。そのせいで、救いたい人も救えなかった」

「救いたい、人を」

「陛下はきっと、ドロシーだけじゃない、本当は家族も友だちも、みんなの命を助けたかったはずだよ。でも、魔王だからできなかった。沈しずむことがわかりきってる船に、最後まで乗っているしかなかったんだ」

「わたしには、お父さまが間違っていたとは思えない」

「間違ってはいない。魔王でいようとすれば、ああするしかなかった。誰も彼も、立場とか利害とか過去とか経けい緯いとかいろいろなものに縛られて、そうせざるをえなくてそうした。その結果、大勢を巻き添ぞえにして国が滅ほろんだんだ。死にたい人は勝手に死ねばいいけど、死にたくない人だってたくさんいたはずなのに。死ななくていい人が、年老いた人や、子を持つ母親や、若い恋こい人びとたちや、子供や、赤あかん坊ぼうまで、いっぱい死んだ。死なせたんだ。僕も同じだったんだ」

「カルアも？」

「僕は宮廷魔術師の息子むすこで、陛下と魔王国に忠誠を誓ちかっていて、主命を受けた。だから従わなきゃいけない。僕の意思も、ドロシーの考えも、気持ちも、関係ない。とにかく使命を果たさないといけない。それが僕の立場だった。立場が僕の行動を決めてたんだ。僕は操あやつり人形みたいなものだった」

「今は違うの」

「今は違う。僕には立場なんかない。僕は魔法を使えるけど、魔法には縛られない。魔法は僕を縛れない。僕は宮廷魔術師の息子でも、魔法使いでもない。ただのカルアだ。僕は僕のしたいことを、僕が望むままにする」

「カルアは何がしたいの」

「ドロシー。きみと一緒にいたい」

「それがカルアの望みなの」

「そうだよ。それが僕の望みなんだ。そして、ドロシーにも、ただのドロシーとして生きてほしい」

「ただのわたしとして」

「うん」

「魔王の娘じゃなくて」

「魔王の娘じゃなく、ただのドロシーとして」

「考えたこともない」

「考えてほしいんだ」

「それは大事なこと？」

「大事なことだと思う。僕はね」

「わたしはわたしとして生きてもいいの？」

「ドロシーはドロシーじゃないか」

「わたしはシズを殺してしまった」

「自分で自分を許せない？」

「殺したくなんてなかったの」

「僕が引き受けるよ」

　カルアはドロシーに笑いかける。

「もしそれが罪だとしても、その罪は僕が引き受ける。ドロシーは気にしなくていい」

「カルアにそんなことをさせたくはない」

「僕がしたいんだよ」

　ちょっと疲つかれたな。ドロシーもすっかり息が上がっている。

　カルアは速度をゆるめた。

　身体が重たい。変だな。薬が効いているはずなのに。まあ、でも、気分はすこぶるいいし、大丈夫だ。

「初めて会ったときのことを覚えてるよ。父さんに言われて、いやいや魔王宮に行ったんだ。そこでドロシー、きみと会った。僕らはまだ小さかった。僕は五歳で、きみは四歳だった。挨あい拶さつをするときはすごく緊きん張ちようしたな。きみは本当にお姫ひめ様って感じで、他ほかの子供とはまったく違うように見えた。僕は子供が大だい嫌きらいだったんだ。汚きたならしくて、意味不明なことを言って、すぐ暴れる。きみはそういう子供じゃなかった。ものすごくお姫様らしかったわけでもないけど、普ふ通つうの子供じゃなかった」
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「わたしは、ずいぶん大人びた男の子だと思った」

「気どってたんだよ。それに、照れてたんだ。女の子の相手をしたことなんて一度もなかったしね。男の子とも遊んだりしなかったけど」

「カルアは何でも言うことを聞いてくれた」

「他にどうしたらいいかわからなかったんだ。きみが何をしてもらいたがってるのか。わかったらそうしたかもしれない。でも、僕にはわからなかった」

「わがままな子だと思った？」

「ちょっとね。でも、ありがたかったよ。あれをして、これをしてって言われるのは。何をすればいいのか、迷わなくてすむだろ」

「わたしはあのころから変わっていない。成長していないの」

「そうだね。成長してないとは思わないけど、ドロシーはあまり変わってない」

「カルアは変わった？」

「どうかな。でも、あのころの僕はもう、宮廷魔術師の息子で、魔法使いになるべくして生まれた子供だった。人に懐なつかなくて、何を考えているのかわからない、えらく利口で、生意気で、やたらと落ちつきはらってる、そんなふうに見られてることは理解してた。そういう子供でいなきゃいけないって、おそらく心のどこかで思ってた」

「苦しかった？」

「少しね」

「ごめんなさい」

「なんで謝るの？　僕は感謝してるよ。ドロシーがいてくれなかったら、僕はずっと、死ぬまで宮廷魔術師の息子でしかいられなかった。父さんと一緒に戦って死んでただろうね。それが自分の役目だって、名めい誉よだって信じて」

「カルアが死ななくてよかった」

「ドロシーがいてくれてよかった」

　カルアは四囲に視線を投げつける。

　何か聞こえる。

　いや、音じゃない。感覚が鋭えい敏びんになっているのだ。感じる。

　振ふり返ると、遠くに巨きよ大だいな犬の姿が見えた。頭が三つある。ペロだ。駆けてくる。

「ドロシー……！」

　カルアはドロシーを抱だきよせて、意識を集中させる。

　精せい霊れいどもが現れ、舞まう。

　手加減は、しない。一いつ切さい。

　加速しろ。

　疾はやく。

　どこまでも疾く。

　強く。

　精霊どもよ、我が意のままに踊おどれ。

　脳が灼やける。

　幾いく千の光がまたたく。

　弾はじける。

「吼ほえろ、雷ライ獅ジ子シ……！」

　万ばん雷らいが空を引き裂さいて、ペロを猛もう襲しゆうする。

　ペロは、グホォンッ…………と鳴いて、押し潰つぶされたように地べたに倒たおれ伏ふした。

　でも、ペロは超再生者リジエネレーターだ。あれくらいでは死なない。

「容よう赦しやはしない！　決める……！」

　カルアは軛くびきを解き放つ。

　苦手だとか、相あい性しようが悪いとか、そんな戯たわ言ごと、僕は信じない。

　集つどえ、精霊ども。

　精霊に区別などない。

　おまえたちは精霊ですらない。

　僕の力でしかない。

　平ひれ伏ふせ。

　ただ僕に従え。

　脳に灼しやく熱ねつ。

　光が爆はぜる。

「焼き尽つくせ、藍アイ色イロ炎エン上ジヨウ……！」

　見る間に深い青の炎がペロの巨きよ軀くを包む。

　藍色の火炎が激しく、それでいてじわじわと、ペロを燃やす。

「──ごふっ……」

　カルアはだしぬけに噎むせかえって身体を折り、何かを吐はきだした。涙なみだがにじんでいる。いや、涙じゃないのか。目のあたりをさわった指を見ると、赤く染まっている。

「カルア……!?」

　ドロシーがカルアの顔をのぞきこむ。

　カルアはドロシーを押しのけて、空を仰あおいだ。

「──くる……！」

「ペロを……！」

　案の定だ。

　愛あい芹せりが妖よう精せいの羽をはばたかせてまっしぐらに飛んできた。

「ペロを燃やしたな、魔法使い……！」

「つかまって、ドロシー！」

「えっ!?」

　カルアはドロシーをがっちりと抱きしめた。

　愛芹が刀を手に急降下してくる。

　カルアは後ろに跳とびながら、

「蝶フラのツタ様ーバにタフ舞えライ……！」

　突とつ如じよとして黒色の狂きよう風ふうが起こった。

　カルアとドロシーは舞いあがる。

　二人の代わりに地面を叩っ斬きる羽目になった愛芹が振り返って、

「飛んだ……!?　人間のくせに……！」

「黒魔法だ、妖精！　覚えておけ……！」

　カルアは左ひだり腕うででドロシーを抱いたまま、愛芹に向かって右手を突つきだす。

「愛ラヴとデス死サンのダー雷ボルト……！」

　放たれた黒色の稲いな妻ずまが一いつ瞬しゆんでジグザグの軌き跡せきを描えがいて、愛芹はそれでもよけようとする、身をよじった、そのせいで直ちよく撃げきはしなかった。

「あうっ……！」

　愛芹は黒雷で左腕を焼かれて、でも、すぐに飛びたつ。突進してくる。

「魔法は効かないはずなのに、なんでだぁーっ……！」

「黒くろ女め神がみドナデリゼル！」

　カルアは歯を食いしばる。目の奥が痛い。頭の中心が爆ばく発はつしそうで、眼球が破は裂れつしそうだ。身体中の関節という関節が引っぱられているみたいで、腕が、脚あしが、ちぎれてしまいそうだ。

　黒女神が耳みみ許もとで囁ささやく。

　欲ばりな魔法使い、これ以上やるつもりなら、きみをもらってくけど、いいの？

　いいさ。

　持っていけ。

　僕はあの妖精を倒さないといけない。

　そして、前に進むんだ。

　もう誰だれにも邪じや魔まはさせない。

　カルアは落下しながら、愛芹に黒魔法を浴びせる。

「愚フかー者ルはオ斯ンくザ死ロにツ晒すト……！」

　真っ黒い煙けむりか霧きりのようなものが生じて、愛芹に絡からみついた。

　途と端たんに愛芹の速度が落ちる。

　羽だ。

　妖精の羽のきらめきが曇くもる。衰おとろえる。ぼろぼろと崩くずれてゆく。

「──あ、愛芹の、羽が……!?」

「羽だけじゃない」

　カルアは笑う。

　なぜ自分が笑っているのかわからない。楽しいわけでも、可お笑かしいわけでもない。それなのに、カルアは笑っている。

　足りなくなった何かを埋うめようとするみたいに。

「羽だけじゃない、妖精」

「く……あぁっ……!?」

　愛芹の身体からだが、指が、手が、腕が、脚が、黒い煙にふれた部分が、黒ずんで、ぐずぐずになってゆく。

　どんどん腐くさってゆく。

　美しかった小麦色の肌はだはもはや見る影かげもない。顔はほとんど老ろう婆ばのそれだ。いや、老婆よりもひどい。それも、遥はるかに。

　カルアとドロシーは静かに地面に降りたち、愛芹は墜つい落らくした。

「……あ……あ……ぁ……ぁ……」

　もう愛芹は這はうことすらできない。

　かろうじて顔を上げて、光を失った瞳ひとみでカルアを見た。見ようとしているのだろうが、おそらく見えていないだろう。

「……ぁ……ぁ……っ…………っ……………………」

「っ……」

　ドロシーがカルアにしがみつく。

　カルアはドロシーを抱き返そうとしたが、違い和わ感かんを覚えた。右腕がおかしい。動かせないわけじゃない。でも、変だ。これは明らかに自分のものじゃない。わかるのだ。感覚だけじゃない。見ればわかる。

　黒い。

　カルアの右腕は漆しつ黒こくに染まっていた。右腕？　右腕だけか。違ちがう。

「……カルア」

　ドロシーが目を瞠みはって、

「目が」

「目」

　カルアは自分のものとは思えない右手で右目のあたりをさわった。たしかに、右半分の視野が異様だ。左目と同じ物を見て、形や色は変わらないのに、違う。あまりにも違う。かけ離はなれている。

「僕の目は、どうなってる……？」

「目の、白いところが──白かったところが、黒く……」

「そう。そんなふうに」

（ほら）

　と、黒女神の声がする。

（言ったでしょ。もらってくって。一度もらったら、もう返さないよ？）

　カルアは無視する。

（あれぇ？　シカトするんだ。いいけど。どうせずっと一いつ緒しよなんだし）

　うるさい。

　黙だまれ。

（そんな邪険にすることないと思うなぁ。四分の一くらいはもらっちゃったし、仲よくしよ？　力だって、貸してあげるよぉ？）

「カルア……へいき？」

「ああ」

　カルアは右手を握にぎりしめる。この手は僕のものだ。僕の手だ。

「大丈夫だよ。なんともない。派手にやったから、たぶん帝国軍に嗅かぎつけられる。行かないと」

「そうね」

　ドロシーはうなずいてみせたが、いぶかしげだ。不安にさせているのは、カルアだ。

　もう一度、愛芹を見る。

　腐り果てて動かなくなった、残ざん骸がいのような無残な姿を。

「……邪魔するからだ」

　カルアは低く呟つぶやいて、まだ間違いなく自分のものだと信じられる左手でドロシーの手を握った。

　走れば走るほど、帝国軍の気配をひしひしと感じる。

　こっちはやばい。引き返せ。

　この方向はだめだ。別の道を。

　今、曲がっちゃいけない。直進しろ。

　直感に従って矢や継つぎ早ばやに決断しながら、頭の中の地図に現在地を更こう新しんしつづける。

　東はネテン河だ。河を渡わたるには船に乗るしかないが、追われる身で、しかも、この有様だと乗せてくれる船があるとは思えない。南に行けば海。西か、北か。普ふ通つうに考えればそういうことになるが、地図によれば、じつはもう一つだけルートがある。

　橋だ。

　ネテン河には鉄道橋が架かけられている。

　その橋を歩いて渡る。

「いたぞ……！」

　後ろのほうでそんな声がした。

　振ふり向くと、帝国軍の兵隊がこっちを指さしている。

　何人か集まってきて、銃じゆうを構えた。

「そこの二人、動くな！　止まれ！　撃うつぞ……！」

　カルアは偽にせ物もののような右手を連中に向ける。

　こい、精せい霊れいどもよ。

「爆バク雷ライ索サク……！」

　幾条もの稲妻が迸ほとばしって、兵隊たちを薙なぎ払はらう。

　稲妻の半分くらいは、なぜか黒かった。

「──黒魔法じゃないのに！」

（もうあたしからは、離れられないの）

「くっ！　失うせろ！」

「カルア、誰と話してるの!?」

「話してない！　誰とも──」

　カルアは無理やり笑え顔がおを作って、ドロシーを安心させようとする。

「大丈夫だから、僕は！」

「あっちだ……！」

　また兵隊の声が。

　今度は正面だ。

「いるぞ、若い男と女だ……！」

「止まれ！　止まらないと撃つ……！」

「撃て、撃て……！」

「──やられて……！」

　カルアは身を低くして地面を叩たたく。

「たまるか！　壁ヘキ巌ガン靠コウ……！」

　地面が盛りあがって壁かべとなり、銃じゆう弾だんを防いだ。

「あそこだ……！」

　でも、すぐに後ろからも。

　カルアは振り向きざまに、また地面を右手で打って、

「壁ヘキ巌ガン靠コウ！」

　これでカルアとドロシーは前後を分厚く高い土壁で守られる恰かつ好こうになった。

　しかし、このままでは前進も後退もできない。

「飛ぶしかない！　ドロシー……！」

　カルアはドロシーを引きよせた。

　一瞬ためらった。

（今度はどこをもらっちゃおうかなぁ？）

　いい。

　くれてやるさ。

　好きなだけ持っていけ。

「蝶フラのツタ様ーバにタフ舞えライ……！」

　黒色の猛もう風がカルアとドロシーを吹ふっ飛ばす。

　真上に。

　ぐいぐい高度が上がってゆく。

　あっという間に天高く舞まいあがると、エッセナ市全域を見おろすことができた。

「……カルア！　わたしたち、飛んでる……！」

「ああ……！」

　まさか、こんなに高く飛べるなんて。

　鳥になったら、こんな心地ここちがするのだろうか。

　どこまでも飛んでいけそうな気がする。

（あたしと本当に一緒になっちゃえば、鳥よりも自由に飛べるんだけどなぁ？）

　だったらそれもいいかな、と思ってしまいそうになる。

　黒女神がくすくす笑っている。

　くそ。

　なんて手管だ。

「──あそこに降りる……！」

　カルアは鉄道の線路が川かわ縁べりに向かっているあたりに意識を集中させる。

　念じるだけで、黒風がカルアとドロシーをそっちへと運んでゆく。

　次し第だいに速度が上がる。

　風圧で視界が狭せばめられる。

「きゃぁ……！」

　ドロシーが悲鳴をあげた。

　カルアはドロシーをきつく抱だいて、着地の体勢をとる。

　だけどやばいんじゃないのか。

　このまま地面にぶつかったら、どう考えても無事ではすまない。

（あんまりあたしに冷たくしたらどうなるか、もう少し考えよっか？）

「──わかったから……！」

（今回は許してあげる）

　急に勢いが弱まった。

　カルアとドロシーは羽う毛もうみたいな軽かろやかさで着地した。その瞬間だった。右足に違和感を覚えた。また持っていかれたのか。

「……覚かく悟ごの上だ」

　線路はネテン河へとつづいている。

　この線路をたどってゆけば、河を渡ってタリスカット州へ行けるはずだ。さらに東に向かって、セイルーズ州へ。そこからアリスデン州に入ってしまえば、比ひ較かく的容易に国境を越こえられるだろう。月ゲツ公コウを北上して震天鳳シンテンホーか沿海州から海に出るのだ。

「歩いて橋を渡るのね」

　とドロシーが言う。

「そうだよ」

　とカルアは答える。

「走ることになるかもしれないけど」

「わたしたちはどこへ行くの？」

「僕は決めてるんだ。でも、ドロシーはどこに行きたい？」

「わたしはよくわからないの。カルアと二人でなら、どこでもいい」

「じゃあ、神じん竜りゆう諸島に行こう」

「神竜諸島」

「地竜と死なない魔ま法ほう使つかいたちがいるんだ」

「わたしたちはそこに行ける？」

「行けるよ」

　二人は歩きだす。

　ドロシーの顔は真っ青だ。でも、微笑ほほえんでいる。

　線路の枕まくら木ぎから枕木へと歩きながら、きれいだな、とカルアは思う。

　汗あせと埃ほこりと血にまみれていても、ドロシーはきれいだ。

「あの太陽よりも、ずっときれいだ」

　つい口に出して言ってしまった。

「何のこと？」

　ドロシーが首をかしげる。

　カルアはごまかそうとして、やめる。正直な気持ちを押し殺す必要なんて、どこにもありはしない。

「ドロシーのことだよ」

「え」

　ドロシーは目を見開いて、まばたきをし、それからうなずいた。

「ありがとう」

「どういたしまして。……っていうのは、変かな」

「少し、変」

「変だよね」

　ひとしきり笑いあってから、カルアは、

「ねえ、ドロシー」

「何？」

「行けない場所なんて、ないんだ。どこにだって行ける。どこにも行けないって思うから、行けないんだ。きっとそれだけなんだよ」

「何だってできるのね」

「できるよ」

「でも、できないと思ってしまう」

「それが大おお間ま違ちがいなんだ」

「ねえ、カルア」

「何？」

「わたしは、ずっとしたいと思っていたことがあるの」

「したらいいよ」

「そんなことをしていいとは、わたしには思えなかったの」

「いいんだ。誰だれも止めない。少なくとも、僕は止めたりしないよ」

「だけど、それは一人ではできないことなの」

「僕がいるじゃないか」

「そうね」

「そうだよ」

「あのね、カルア」

「うん」

「──読みどおりだ……！」

　アンナマリーの声が響ひびき渡る。

　鉄道橋まであと百メテルもない。

　線路の両側には煉れん瓦が造りの建物が並んでいる。その上だった。アンナマリーだけじゃない。帝てい国こく軍の兵隊が横並びになって、屋根に伏ふせ、小銃を構えている。

「どうもおまえとは相あい性しようがいいみたいだな、魔法使い」

　アンナマリーもゴドウィッチＭ86ロアーの銃口をこっちに向けている。

「なんでか、おまえの考えることは手にとるようにわかる。今まで取り逃のがしつづけたのが不思議なくらいだ。あまつさえ、シズまで奪うばわれた。悔くやんでも悔やみきれない。殺せるときにさっさと殺しておくべきだったんだ」

「それはこっちの台詞せりふだよ」

　どうして息の根を止めなかったのか。いくら超再生者リジエネレーターでも、脳を吹き飛ばせば再生できないだろう。そうすることもできたのに。甘い。僕はまだ甘すぎる。

「次はしとめる」

「いいや、次はない」

　アンナマリーは顎あごをしゃくってみせる。

「あの二人は我々帝国軍の兵士を殺害し、無む辜この民たみを大勢傷つけ、財産を損そこなった。許されざる大罪人だ！　撃うち方用意……！」

「夜ナイにトブ咲ルーくムフ花ラワー……！」

　カルアはとっさに黒魔法を使った。

　地中で闇やみが爆ばく発はつして地上にあふれだし、カルアとドロシーを包みこむ。音が、光が、遮しや断だんされはしないが、大いにゆがんだ。その直後か、ほとんど同時だった。

「撃て……！」

　アンナマリーが号令をかけて、兵士たちが一いつ斉せいに射しや撃げきを開始した。

　闇が銃弾をやわらかく受け止めて、カルアとドロシーまでは届かない。

（またもらっちゃった）

　黒女神がほくそ笑んでいる。

　左ひだり腕うでがおかしい。持っていかれた。

　いずれ、僕は僕じゃなくなる。

　──いや。

　どうなろうと、僕は僕だ。

　闇が薄うすれはじめている。早く、兵隊たちを。

「天よ……！」

　もはやカルアはその魔法を知らない。それは魔法とすら呼べない。魔法なんかじゃなくていい。力が、僕はただ力が欲ほしい。自由になるための、そしてドロシーを自由にするための力が。

　人は、もしかしたら、僕を悪と呼ぶかもしれない。あるいは、悪魔とさえ称しようするかもしれない。

　それでもいい。

　悪名も、罪も、痛みも、苦しみも、僕はぜんぶ背負う。

　僕はちっともこわくない。

　闇が完全に消え失うせてしまえば、ただちに数十、数百の銃じゆう弾だんがカルアとドロシーを蜂はちの巣すにするだろう。

「猛たけりくるえ、百万の雷らい霆てい……！」

　その前に、雷いかずちがのたうって猛もう威いをふるった。

　建物の上の兵隊たちは闇の雷神が振ふるう暗黒の雷らい鞭べんに打たれ、悲鳴をあげることもできずにぶっ飛ばされた。

　アンナマリーは間かん一いつ髪ぱつ、屋根から飛び降りたようだ。

　カルアはドロシーの手を引いて線路上を駆かける。

「逃にがすか……！」

　アンナマリーが追いかけてくる。

　鉄道橋まであと少しだ。

　後ろから列車がやってくる。

　どんどん近づいてくる。

「──ええい……！」

　アンナマリーが振り返って、線路から出た。

　列車が速度をゆるめる様子はない。

「カルア、汽車が……！」

「ちょうどいい！」

　カルアはドロシーを抱きよせて、飛ぶ。

「蝶フラのツタ様ーバにタフ舞えライ……！」

　そんなに高く飛ぶ必要はない。ちょっとでいい。黒風によって突つきあげられたカルアとドロシーの真下を列車が通過しようとしている。今だ。

　降りる。

　列車の屋根に着地した瞬間、全身から力が抜ぬけた。

（ふふふふふっ……）

　黒女神が嘲あざ笑わらう。

（もうすぐだよ？　あと少しで、きみはすっかりあたしのものになっちゃう）

「…………っ……」

　立てない。ドロシーがカルアを抱だき起こそうとしながら何か言っている。よく聞こえない。わからない。音も、光も、ひどく曖あい昧まいだ。実感がない。ここに自分がいるという実感。自分の目で何かを見ているという実感。自分の耳で聞いているという実感。ドロシー。ドロシーの顔がドロシーに見えない。別人みたいだ。人でさえないみたいだ。声が違う。こんな声じゃなかった。ドロシーの声じゃない。でも、じゃあ、どんな声だった？　わからない。思いだせない。息をする。呼吸をしないと。吸いこむ。これは違う。僕が知っている空気じゃない。何もかも、すべて、違う。

（受け容いれればいいの。それがきみだって。新しいきみだって）

　だめだ。

　受け容れられない。こんなの。だって、ドロシーが。ドロシーはどこにいった？

（他ほかの女にうつつを抜かすなんて、あたしに失礼だよ？）

　黙だまれ。黙れ。僕は。ドロシー。ああ。耳を澄すませ。僕は僕だ。ドロシーはいる。ここにいる。僕のそばに。走る列車の上で、僕を抱きしめてくれている。

「……カルア……!?　どうしたの……!?　カルア……！」

「大丈夫」

「でも、目が、左目も、顔も、手も、黒くなって……！」

「気持ち悪いだろ」

「そんなことはない！　カルアだもの！」

「そっか。よかった。それより、さっき言ってた、ドロシーがずっとしたいと思ってたことって、何？」

「そ、それは」

「それは？」

「わたしは」

「うん」

「い、言えないの。恥はずかしいから。言えないから、目をつぶってほしい」

「目を？　いいよ、それくらい、お安いご用だよ」

　カルアは目をつぶる。

　しばらく、何も起こらない。

　何だろう。ドロシーは何をするつもりなのだろう。

　薄目を開けると、ドロシーの顔がとても、ものすごく近くにあった。

　唇くちびるにやわらかいものがふれて、その感覚さえどこか遠くて、自分自身に何かがふれている感じがどうしてもしなくて、でも、近くに感じたい、自分のものだと思いたい。

　カルアはもう一度、目を閉じる。

　せめてこの口づけだけは、と願う。

（あたしを怒おこらせないほうがいいと思うけどなぁ？）

　黒女神の声が祈いのりをかき乱そうとする。

　ふとドロシーの身体からだが弛し緩かんしていることに気づいた。さっきまではむしろカルアを支えていたのに、今はカルアにしなだれかかっている。身を預けている。

　唇と唇を離はなす。

　顔をのぞきこむ。

「……ドロシー？」

　声をかけると、瞼まぶたがぴくりと震ふるえた。

　それだけだった。

「ドロシー？　ドロシー。ドロシー!?」

　だめだ。何度呼びかけても、反応がない。迂う闊かつだ、とカルアは思う。忘れていたわけじゃない。ドロシーは重傷を負っていた。だけど、ついさっきまで平気そうだったじゃないか。普ふ通つうにしゃべっていたはずだ。それとも、僕の感覚がおかしくなっているせいで、異変に気づかなかったのか。僕はもうそんなこともわからなくなっているのか。ドロシーの首をさわる。脈をとる。ある。心臓は動いている。ただ、微び弱じやくだ。違ちがう、そんなことはない、僕の感覚が鈍にぶくなっているからだ、そのせいで弱く感じるだけだ。きっとそうだ。そうに違いない。背中の傷をそっとさわる。濡ぬれそぼっている。すごい出血だ。それもわかっていたことじゃないか。今さらだ。どうにかしないと。早く手を打たないとまずい。命に関かかわる。

「黒女神」

（なあにぃ？）

「頼たのむ、力を貸してくれ、ドロシーを」

（知らないの？　魔法にそんな力はないよ？　医術式はとっくのとうに失われた。昔々のその昔には蘇そ生せい式なんていう技術もあったけど、人は脆もろくはかなくて、死んでしまったらおしまい。さよならするしかないの）

「僕をやるから。僕のぜんぶを、きみに捧ささげる。だから──」

（無理なものは、無理）

　黒女神が笑う。高笑いしている。

　カルアは叫さけぶ。

　鉄道橋を疾しつ走そうする列車の上で、力なく、叫ぶ。

　いくら叫んだところで、無む駄だなのか。

　信じがたいものを、カルアは目にする。

　列車の後こう尾びだ。追いすがり、飛びついて、よじ登ったのか。ゴァォン、グォン、ボォゥン。その巨きよ体たいは藍あい色いろの炎ほのおに包まれている。全身が燃えているのに、追いかけてきたのか。ペロ。ペロだ。ペロだけじゃない。

「魔法使い……！」

　車体の側面にしがみついていたのか。もしかすると、引きずられていたのかもしれない。軍服がぼろぼろだし、血まみれだ。でも、無傷だ。傷はすでに癒いえている。アンナマリーはペロよりも手前、カルアとドロシーから近い場所に現れて、両手にナイフを構えた。

「逃がさないと言った……！　あたしは殺せないぞ、魔法使い！　どこまでも追いかけて、必ず、何があろうと、きさまらをしとめる……！　シズにそう誓ちかった……！」

　アンナマリーが、ペロが、突とつ進しんしてくる。

　ペロがアンナマリーに追いついて、跳び越こえた。

　カルアはペロに右手を向けて、魔法を使おうとする。何でもいい。魔法を。なんでだ。どうして何も起こらない。なんで力が入らないんだ。入らないどころか、抜けてゆく。気が遠くなる。抱いているドロシーのぬくもりが、ただでさえはっきりとは感じられないのに、もっと、さらに、薄うすらいでゆく。精せい霊れいたち。どこにいるんだ。ここにきてくれ。黒女神。どうして答えないんだ。いいさ。それならいい。カルアはまばたきをする。開門アンロツク。

「こい、正しよう一いち位い雷らい霊れい景カゲ貫ツラ、従じゆ一いち位い雷霊天テン華カ！」

　間に合うか。

　ペロが間近に迫せまっている。

「全ゼン天テンノ覆オオウ叢ムラ雲クモ引ヒキ裂サクル我ワレハ暴ボウ君クン轟トドロケル暴ボウ威イ荒アラブレバ神カミ鳴ナレ吼ホエヨ雷ライ獅ジ子シ！」

　呪じゆ文もんを唱え終えたとき、頭の中で何かが外れる音を聞いた。

　あふれる。

　カルアの身体から、魔法が。

　迸ほとばしって、炸さく裂れつする。

　意識が弾はじけるその刹せつ那な、カルアはドロシーの名を呼んだ。
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　そして、目を覚ます。

　見慣れぬ場所だと思う。見覚えのない景色。だが、それは単なる空でしかない。薄うす曇ぐもりの赤く燃える空を、まるで初めて見るもののようにこの目は見る。

　自分は誰だれだろう。

　明確な答えはない。

　ただ、一人の名だけを覚えている。

　それだけは決して消えることがない。

　往おう生じよう際ぎわが悪い、と誰かが耳みみ許もとで囁ささやいて、笑う。

「起きたらしいな」

　と、別の誰かの声がする。

　声のほうを見る。小こ柄がらな男が地べたに座っている。背もたれにしているのは、獣けものだ。頭が三つある、巨きよ大だいな犬のような獣。男は目と口の部分に穴をあけた仮面を被かぶっている。灰色の髪かみ。瞳ひとみは赤い。深紅色クリムゾン。

　その男のことも、獣のことも、知っているような気がする。気がするだけだ。はっきりとはわからない。

「──ったくよォ。愛あい芹せりのヤツ、早とちりしやがって。あれくらいでこのオレ様がくたばるかっつーの。馬ば鹿かなヤツだぜ。ホントに……馬鹿だ。まあ、どのみち長くはなかったんだけどな。アイツは蜜みつ中毒だったし。妖よう精せいはもともと短命だしな。でも、まだ生きられたんだ。もっと生きられた。おまえがやったんだろ、魔法使い」

　男が何を言っているのか、理解はできる。でも、よくわからない。

「……僕が、やった」

「そうだ。おまえが殺したんだ。オレの愛芹を」

「僕が」

「愛芹だけじゃねえ。大惨さん事じだ。鉄道橋の上で列車が大破、橋もぶっ壊こわれて、乗客はほとんど死んだ。帝てい国こく軍の兵隊もずいぶん始末したらしいじゃねえか。派手にやりやがったな、魔法使い」

「……僕が」

「覚えてねえのか。まさかな」

「覚えて……」

　ここはどこだろう。僕は誰だろう。何者だろう。この男は。獣は。知っているようで、知らない。僕にはわからない。

　ただ、彼女のことだけは覚えている。

　まっすぐな黒い髪。

　吸いこまれそうな青い瞳。

　最後に口づけをした。

「ドロシー」

「いなかったぜ」

「……いなかった？」

「ああ。オレが調べた範はん囲いではな。おまえはペロが連れてきたんだ。なんでペロがそんなことをしたのかは知らねえ。ただ息の根を止めるだけじゃ足りねえと思ったのかもな。なんにせよ、ペロはおまえの命の恩人だ。せいぜい感謝しろよ。もちろん、おまえを生かしてやったオレにもだ」

「……感謝」

「魔法使い。おまえを手にかけたところで、事態は何も動かねえ。オレは頭がいいからな。恨うらみも憎にくしみも、うまく利用してこそ意味があるってことはわかってる」

「ドロシーは、どこに」

「オレが思うに、まだ死んでねえ。捕つかまったんだ」

「捕まった」

「そうだ」

　男が身を乗りだして、顔をのぞきこんでくる。

「──しかし、いったいどうしちまったんだ、そのざまは。どうやったらそんなふうになるのかね。肌はだも、目も、真っ黒じゃねえか。魔法のせいなのか？」

「……魔法」

「どうだっていいけどな。おまえが使えるなら、何だっていい。すべて水に流すってわけにはいかねえが、我が慢まんはできる。オレには目的があるからな」

「目的」

「そうだ。オレに手を貸せ、魔法使い。おまえはどうせ断らねえ。これはおまえにとっても悪い話じゃねえからな」

　男は仮面の奥で笑えみを浮うかべた。

　斜しや陽ようが男の瞳をいっそう禍まが々まがしく輝かがやかせている。

「ドロシーを帝国から取り返すんだ、魔法使い。それがおまえの望みだろ。そして、オレの望みでもある」

「ドロシーを」

「オレのためにおまえが魔法を使うなら、オレもおまえに力を貸してやる」

「ドロシー」

　目をつぶる。

　彼女のことは、ありありと思いだせる。

　他ほかのことは、ことごとくぼんやりしているか、支し離り滅めつ裂れつなのに、彼女のことだけは。

「僕は、ドロシーを、取り返す。帝国から」

「帝国は当然、おまえを邪じや魔まするだろうな」

「僕の、邪魔を」

「帝国は、敵だ」

「敵。帝国は、僕の」

「敵は倒たおせ」

「倒す。敵を」

「滅ほろぼせ」

「滅ぼす。敵を。ドロシー」

「取り返すためだ」

「ドロシーを」

　何度も繰くりかえす。

　会いたいと思う。

　僕はただ、きみに会いたい。







　二人の旅は終わらない。







　あとがき




　僕はジェットコースターなどの絶ぜつ叫きようマシンがことのほか苦手なのですが、もともとは飛んだり跳はねたり高いところに登ったりそこから飛び降りたりするのが好きでした。

　小学生のころは、学校の二階の窓から、中庭めがけて飛び降りて遊んでいました。

　一人で。

　中高生のころなどは、何回連続でバック転できるか、よく挑ちよう戦せんしていたものです。

　一人で。

　橋の欄らん干かんの上を歩いたりもしていました。

　一人で。

　何度か補導されそうになりました。

　高校生のころ、ふと、人はこのくらいの高さから飛び降りても大だい丈じよう夫ぶなものなのかな、と疑問に思い、下は砂すな浜はまでしたが、五メートルほどのところから飛び降りてみました。

　一人で。

　さいわい無事ですみました。

　このように、僕はかつて、危険を冒おかすことを好んでいたのです。

　もちろん、一人で。

　それなのになぜ、絶叫マシンが苦手になってしまったのでしょう。いつの間に苦手になったのでしょう。

　いつから僕は、安全な場所でひたすら小説を書いているような（当然、一人で。そこだけはまったく変わっていません）、そんな人間になってしまったのでしょうか。

　僕にはわかりません。

　人生は不思議です。

　最後に、すぶりさんをはじめ、本書の制作、出版、販はん売ばいに関かかわったすべての方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆みな様さまに深く感謝します。

　またどこかでお会いできることを、願いつつ。

　さようなら。
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